




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　小さなテーブルの上に置いた携けい帯たい電話が短く鳴る。その瞬しゆん間かん、弾はじかれたように携帯電話を手に取った凜りん太た朗ろうは、慌あわてて開いた画面を見て深い息をついた。

「……はぁ」

　短い文面のメールは、先日受けた一次面接の不合格の通知だった。定型文のように今後の健けん闘とうを祈いのるというようなことが書かれているが、そう思ってくれるのならなぜ合格をくれないのだろうか。

「これで三十社目かぁ……」

　本格的に就職活動を始めたのは大学四年生になってからで、少しスロースタートだが最近の売り手市場ならば何とかなるだろうとたかをくくっていた。しかし、希望の接客業は軒のき並なみ書類選考で落ち、何とか面接に進んだとしても最終までにいけなかった。

　十社目までは、友人と「なかなかきついよな」と笑って話せていたが、二十社を超こえるころには冗じよう談だんでは済まなくなった。友人たちは次々と内定が貰もらえ、自分だけが取り残されているのではないかと焦あせりだけが募つのっていく。

　楽天的だと思っていた凜太朗もさすがに手て詰づまりを感じていた時だった。

「鈴すず木きくん、人と関かかわることが好きだから接客業一本にしたと言っていたけれど、他ほかの業種でも人と直接対話する仕事もあるんじゃないかな？」

　師事していた教授にそんな助言を受け、接客業以外も受けることを決めたのは半月前だ。

　そこで希望したのはこの時期に募ぼ集しゆうがあるのが不思議なほどの優良企き業ぎようで、幸運にも教授とその会社の社長が釣つり仲間で口くち添ぞえをしてくれたらしい。それでもまさか本当に面接までいくとは思いもよらなかったが、三十社目の不合格通知が届いた今となっては、どうしても逃のがしたくない会社だ。

（全然受かる気しないけど……）

　スポーツで華はな々ばなしい記録を残しているわけではないし、飛び抜ぬけて成績が良いわけでもない。自じ慢まんは小学校から大学まで皆かい勤きん賞、そしてコミュニケーション能力があるくらいか。

　それでも、縁えん故こでここまでこれた幸運を、この先は自分の力でしっかり摑つかみ取るしかない。

　来週の最終面接に向けて、凜太朗はよしと己おのれに活かつを入れた。










「リンリンッ、アルマンの部長から電話っ」

「はいっ……お待たせしました、鈴木です。先日は楽しい話を聞かせていただき、ありがとうございました……はい、家でも試ためして飲んでみました、緑茶ウーロン。なかなか斬ざん新しんな味でした」

　悲ひ壮そうな覚かく悟ごで入社試験に挑いどんでから、早二年。

　鈴木凜太朗は上場企業である株式会社泉せん成なりに入社して、無事二年目を迎むかえていた。

　内定を貰った時はそれこそ教授と抱だき合って喜び、両親はこんな立派な企業なんて夢じゃないかと、最初は疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていたのは良い思い出だ。

　初代社長が町の不動産屋から会社を大きくし、二代目の社長になってからは建築や商業施し設せつの経営にも乗り出した泉成の中で、凜太朗は営業部に配属されている。

　お客様と直接関わりあいたいと思っていたが、今は取引先の相手と微び妙みような駆かけ引きをしながら仕事をするのが楽しい。全員凜太朗より年上なせいか色々なことを教えてくれるし、可愛かわいがってもくれる。

　最初の一年は失敗ばかりで指導係の先せん輩ぱいに迷めい惑わくをたくさん掛かけたが、この四月からは凜太朗にも後輩ができた。

　少しは仕事にも自信がついてきた……と思っていたのも束つかの間、入社二年目の忙いそがしさに、凜太朗は目が回りそうだ。

　自分の担当を持つようになっても、先輩の仕事のアシスタントもしなければならない。その上、今年の新入社員の世話もあるのだ。

　新入社員には例年入社三、四年の社員が指導係につくが、新入社員たちは細々としたことは目上の先輩より年の近い凜太朗たちに尋たずねてくることが多い。自分の時もそうだったので文句を言うつもりはないが、本当に時間がないのだ。

（椎しい名なさんがいた一年前は、平和だったな～）

　ふと、今ここにはいない、指導係の先輩の顔を思い浮うかべる。

　冷たく整った容よう貌ぼうで、かなり厳しい先輩だったが、仕事も私生活も尊敬できる人だった。

　理知的で優やさしくて、成績も抜ばつ群ぐんの、営業部が誇ほこるエース。

　時計や靴くつ、手帳など、使っているものもさりげなく一流品で、男の凜太朗から見ても、こういう大人の男になりたいと思える、憧あこがれの先輩だった。

　新人の凜太朗にも垣かき根ねなく接してくれて、初めて凜太朗が自分で契けい約やくを取ってきた時には、自分のことのように祝ってくれた。

　けれど、その可愛がってくれていた先輩は、凜太朗が入社して半年でその手しゆ腕わんを買われ、アメリカに出向してしまった。

　有能な人だったのでアメリカ行きも納なつ得とくできる栄転だが、寂さびしい気持ちは拭ぬぐえない。

（椎名さん、いつ戻もどってくるんだろう）

　そんな思考を遮さえぎるように、隣となりの同期から声が掛かる。

「リンリン、部長、何て？」

「ああ、さっきの電話？　今度ゴルフに行こうって。教えたくてたまらないみたいなんだよな……って、深み山やま、お前がリンリンって呼ぶな」

「え～、いいじゃん。可愛いし、先輩たちは呼んでるだろ？」

「お前は同期だろ。だいたい、リンリンってなんだよ、俺はパンダか」

　ここ最近、急にそんなあだ名で呼ばれるようになった。別に特別嫌いやな響ひびきではないものの、子供っぽい印象は拭えない。特に同期の深山聡そう介すけは体育会系のごつい男なので、自分の貧弱さがまざまざと見せつけられてしまう気になるのだ。

（それもこれも、あの課長のせいなんだけど）

　凜太朗は最初にそう呼ぶようになった男の顔を思い出し、少しだけ眉まゆを顰ひそめた。

　椎名がアメリカへ旅立った後、代わりに指導係の役を担になってくれた、凜太朗にとっては第二の兄のような先輩。

　椎名とはまた違ちがったタイプだが、彼も同性でも見み惚ほれるほど良い男で、営業成績だって飛び抜けて良く、社内で人望がある人だった。良く言えば、豪ごう快かいで格好良い男なのだが、生活態度に少々、いや、かなり問題がある。

「リンリン」というふざけたニックネームも、影えい響きよう力のある彼が使い始めたからこそ、広まってしまったところがあった。

　パンダみたいに可愛い容姿ならまだしも、自分は一応平均身長はある成人の男だ。少しばかり童顔で瘦やせ気味な自覚があるが、それでも同どう僚りようから可愛い愛あい称しようで呼ばれるのは抵てい抗こうがある。

　凜太朗はハァと深い息を吐はいた。
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「うひゃっ」

　いきなり耳元に息を吹ふきかけられ、凜太朗は変な声と共にパソコンのキーを打ち損じてしまい、画面に変な文字列が入ってしまった。

「ちょ……っ」

「三日ぶりだな」

　そんな反応を面おも白しろそうに目を細めて見ている男を見て、凜太朗は苦く笑しようと共に息をつく。

　そこに立っていたのは、凜太朗の五年先輩で営業部のエース、そして、去年二十七歳という若さで営業課長になった、椎名郁かおるだ。

　漫まん画がの主人公かと突つっ込みを入れたくなってしまうほど容よう姿し端たん麗れい頭脳明めい晰せきで、仕事中に掛けている眼鏡めがね姿の写真は女性社員の間に広まっているらしいという噂うわさまである。

　どちらかといえば生き真ま面じ目めだった最初の指導係の椎名とは、同どう姓せいにもかかわらずあまりにも正反対で、社交的でノリが軽くて、女性関係の噂も絶えない。

　初対面で《リンリン》というあだ名をつけられ、一気に距きよ離りを詰められた時は、どう関わっていいのかと悩なやんだものだ。

　しかし、一いつ緒しよにいれば郁の有能さは十二分にわかった。噂通り仕事面では有能だったし、容姿端麗な郁の自信は、不思議と嫌味なものではなかった。自分でも単純だと思うものの、凜太朗が郁に懐なつくのにそれほど時間は掛からなかった。

「お帰りなさいっ。どうでしたか？　北海道」

　たった三日だが、とても久しぶりのような気がする。そう言いながら即そく座ざに立ち上がろうとした凜太朗の肩かたに手を置き、相手は机の上に小さな包みを置いた。

「お土産みやげ。リンリンに似てたから」

「あ、ありがとうございますっ」

　出張に行くたび、部内だけではなく凜太朗個人にも土産をくれるようになったのはいつからだろうか。最初は恐きよう縮しゆくしたが、面白そうなものを買っているだけだと言い、お返しにコーヒーを奢おごる約束をして、今では楽しみの一つになっている。

　今回はどんな土産なのだろうかと、凜太朗は内心ドキドキしながら包みを開けた。

「これ……」

「似ているだろう？　お前に」

　包みの中にあったのは、小さな瓶びんに入っている緑色の毛玉───本物は初めて見るが、これはマリモという奴やつだ。

（小さくて、丸くてって……俺は坊ぼう主ずじゃないんだけど）

　どちらかと言えば丸顔の方かもしれないが、髪かみは短くもないし、マリモに似ているなんて今まで言われたこともなかった。

「これのどこが俺と似ているんですか？」

　北海道土産としては定番の方かもしれないが、似ているという言葉だけは謎なぞだ。

　真しん剣けんに悩みながら首を傾かしげると、相手はそれこそ女子社員なら悲鳴を上げそうなほど格好良い満面の笑えみを浮かべる。

「可愛いトコ」

　そう言って髪をクシャクシャに撫なでてくる。照れもせずにこういうことを言ったりしたりできるところが、営業部一のモテ男と言われる所以ゆえんだ。

「か、可愛いですか……」

「あれ？　似てない？」

「ど、どのへんがですか？」

「ん～、全体的に？」

　そう重ねて言われてしまい、凜太朗は改めて目線に小瓶を上げてマリモを見た。初めは似ていると言われて困こん惑わくしたが、よくよく見るとふわふわと水の中に浮かぶそれは可愛くも面白い。

（……可愛いじゃなくて、面白い方が強いのかも）

「ありがとうございます。机に飾かざっておきますね」

　自分に似ているかどうかは別にして、凜太朗のために買ってきてくれたことは嬉うれしい。　>>>♥

　凜太朗は郁を見上げ、にっこり笑いながら礼を言った。すると、見下ろしてくる郁の目がやんわり笑んだような気がする。

「今週末のパーティー、準備は大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい。設立三十周年だから、みんな張り切ってます。……ちょっと、バタバタしてるけど」

　今週の土曜日、凜太朗が勤める株式会社泉成の設立三十周年パーティーが行われる。その準備に今は目が回るほどに忙いそがしく、正直に言って大丈夫だろうかという不安もあった。しかし、郁の普ふ段だんと変わらない態度で、張りつめた気持ちが少しだけ緩ゆるんだ気がする。

「美味うまい飯が食えるな」

「食べる時間なんかないですよ」

「じゃあ、俺の世話係と称して連れ回すから、一緒に悠ゆう々ゆうと食うか」

「本当に？　それなら大丈夫かも」

　子供じみた提案に思わず噴ふき出すと、郁の大きな手にクシャッと髪を撫でられた。

「お前一人でやってるんじゃないんだし、気負わずにな」

「はい」

　こんなふうにさりげなく優しいところが女性にはモテるのかもしれない。彼女いない歴年ねん齢れいの自分と比べてしまい、凜太朗は少し落ち込んだ。

「ん？　可愛かわいい顔してどうした？」

「男に可愛いとか止やめてくださいよ」

「どうして？」

「だって、子供っぽく思えませんか？」

「あーっ、課長っ、お帰りなさい！」

　話の途と中ちゆうで割り込んできたのは、郁の帰京を目め敏ざとく見つけた女性社員たちだった。

　普段はバリバリと営業をこなす彼女たちも、郁の前では自然と態度が変わってしまう。

　彼女たちからすれば、郁は結婚相手としてかなり条件が良いらしい。独身の彼を狙ねらっている女性社員は多いと先せん輩ぱいたちが冗じよう談だん混まじりに話していたが、それも案外本当の話かもしれないと凜太朗も密ひそかに思っていた。

「ただいま。これ、みんなで分けて食べてくれ」

　郁が大きな紙かみ袋ぶくろを二つ差し出すと、彼女たちは一いつ斉せいに歓かん声せいを上げる。

「課長のお土産、いつも美味おいしいものばかりで楽しみです」

「ありがとうございます」

「課長も一緒にどうですか？」

「すぐコーヒー淹いれますから」

　立て続けに話しかけられても、郁は余よ裕ゆうの笑みを湛たたえて軽く窘たしなめた。

「おいおい、まだ仕事中だぞ。昼休みにでもみんなに配ってくれたら助かる。頼たのむな」

「はい、わかりました」

　その言葉に、女性たちはすぐに頷うなずく。

　目の前で話している彼女たちの視線から、凜太朗はこっそりマリモを隠かくした。自分だけへの土産は嬉うれしいし優ゆう越えつ感もあるが、少し悪いなという気持ちもあるからだ。

　さすがに今飾ってしまうと郁の土産だと疑われてしまうかもしれないが、後でこっそりと机に置けばわからないだろう。

「リンリン、お前も食べていいからな」

　こちらを見た郁が、凜太朗が引き出しを閉める瞬しゆん間かんを見たらしく、どこか楽し気に笑って言った。

「はい、いただきます」

　個人的な土産を貰もらった上に、菓か子しまで貰うのはいつも心苦しい。それでも「選ぶのが楽しいから」と言われてしまえば、いりませんとも言えなかった。

　今回も郁と二人の秘密を抱かかえながら、凜太朗は昼休みに配られる郁の菓子をやっぱり楽しみにしていた。
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『昨日のイベントでは、大変お世話になりました。

　打ち上げで聞かせていただいた新人の頃ころのお話、とても勉強になりました。

　今度改めて、お酒の席にでもご招待したいです』

　会社のメールを立ち上げると、そんな一文が飛び込んでくる。

　昨日の北海道出張の際、世話になった取引先の女性からのメールだ。

　大事な取引先の一つではあるため無下にはできないが、個人アドレスを教えなくて改めて良かったと、椎名郁は胸を撫で下ろした。

　己おのれの男としての条件が良いことは、自うぬ惚ぼれではなく自覚がある。

　大手企き業ぎようの営業課長で、見た目も申し分なし。おまけに社長子息と三さん拍びよう子し揃そろった郁にとっては、女性からの秋波は日常の一部だ。

　面めん倒どうなことも多いが、相対的に見れば得をすることが多い人生だった。

　思い返せば、郁は幼いころから順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに生きてきた。恵めぐまれた容姿と頭脳、父が起業した会社も上手うまくいき、学生時代は少々羽目を外すこともあったし、女性関係にも不自由はしなかった。

　父の会社、株式会社泉成に入社してからも変わらず順調な人生を送っていたが、最近はなかなか本気になれるものがなかった。女性と遊ぶのも飽あきて、今は仕事の方が面おも白しろいという色のない日々の中、出会ったのが凜太朗だった。

　凜太朗はきっと覚えていないだろうが、出会ったのは彼が入社試験の最終面接で会社にきた時だ。

　そのころ、郁は入社以来親しくしていた友人との間に亀き裂れつが入っていた。友人の好きな女が郁のことを好きだというありがちな話だったが、その女に郁の悪い噂うわさを流して諦あきらめさせたかったのか、際きわどい女性関係の話もあることないこと話していたらしい。

　そのことを、郁はその女から聞いた。

「私、止めたんです。友達ならそんな話、しない方が良いんじゃないですかって。そうしたらあの人、あなたとの付き合いは将来の人脈作りのためだって。人間的に好きじゃないけど、割り切って付き合ってるって言うんですよ。人の悪口を言う人、私嫌きらいです」

　郁は呆あきれた。悪口を言う人間が嫌いと言う本人が、郁に友人の悪口を言っている。

　学生時代から似たようなことはあったが、社会人で、それなりの社会常識を覚えるくらいは経験を積んでいるはずの今も同じことがあるのかと、呆れるよりも落ち込んだ。

　さらに話しかけてこようとする女をかわしてエレベーターに乗り、外の空気を吸おうとエントランスから出た郁の目の端はしにちらりと赤いものが過よぎった。足を止めたのは本当に気まぐれで、歩み寄った植え込みの中にあったのは御お守まもりだった。

（こんなところに？）

　御守を捨てる人間がいるとは思えず、おそらく落とし物だろうというのは簡単に想像がついた。しかし、不特定多数の人間が通るこの場所で、落とした人間を見つけるのは不可能だ。

　それでもこのまま見ないふりもできず、ビルの管理会社にでも届けようと思った時だ。

　少し離はなれた別の植え込みの中に屈かがんでいる初うい々ういしいスーツ姿の若い男と、ビルのガードマンの姿を見つけた。

「あったかい？」

「な、ないです。絶対、さっき人とぶつかったこの辺りだって思ったんですけど……」

「御守を誰だれかが持っていくなんてないと思うんだがねぇ」

　初老のガードマンの言葉に、郁は手の中の御守を見る。

　どう考えても、こんな狭せまい範はん囲いに二個の御守があるはずがない。

「君、これ、君の？」

　そう言って郁が声を掛かけると、弾はじかれたように青年が顔を上げた。

　平均身長はありそうだが、華きや奢しやで童顔なせいか可愛らしい容姿に見える彼は、郁の手の中のものを見た途と端たんパッと顔を輝かがやかせた。

「それです！」

　反射的に手を伸のばしかけたが、青年は慌あわてて深く頭を下げる。

「ありがとうございます、それ、俺のです」

「御守……あ、そうか、今日は確か最終面接があったんだな」

　御守と、真新しいスーツ。それで見当をつけた郁が言えば、青年はコクコクと頷いた。

「弟が小こ遣づかいで買ってくれたんです。俺、ずっと就活失敗してて……良かった、本当に良かったぁ」

　言葉だけではなく、心からそう言っているのが表情からわかった。半泣きになる姿は、天然記念物並みの純じゆん粋すいなものだ。

「良かったねぇ」

「はいっ、一いつ緒しよに探してくれてありがとうございましたっ」

　ガードマンに対しても深々と頭を下げる青年を見て、郁は自分の口元が笑っていることに気づかなかった。

「本当にありがとうございました」

　もう一度頭を下げる青年に、郁は笑いながら言った。

「早くしないと面接に遅ち刻こくするぞ。頑がん張ばれ、えっと……」

「鈴木凜太朗ですっ。本当にありがとうございますっ、頑張りますっ」

　ほんの数分の出来事だったが、偶ぐう然ぜん出会った青年のおかげで自分の悩なやみが馬ば鹿からしく思えた。そして、友人のことよりも、今度入社するかもしれない青年の方へ意識が向いた。

　新入社員の中にその名前を見つけて、密かに再会を楽しみにしていたが、当の青年───凜太朗は郁のことを全然覚えていなくて、わざとエレベーターなどで会っても頭を下げるだけで緊きん張ちようした表情のままだった。

　変な喩たとえだが、人生で初めて振ふられたような気持ちだった。

　それでも、凜太朗から目を離せなかった。

　研修期間を終え、営業部に配属された当初も慣れないながらも懸けん命めいについてきたし、失敗は多かったがその分努力していたのも見てきた。誰に対しても明るい顔で笑うのが印象的だった。

　覚えていないからと、少々拗すねた気持ちで新入社員の指導係を辞退していたが、やっぱり凜太朗なら自分が世話をしたかったと後こう悔かいもしていた時、彼の指導係が海外出向になった。

　それからは、強ごう引いんに関かかわるようにした。

　思った通り凜太朗は反応が面白く可愛かわいい存在で、一緒にいる時間が増えれば増えるほど好ましく思うようになった。女性に割さいていた時間も自然と減り、頼たよりがいのある上司の態度で接すると、素す直なおな凜太朗はすぐに懐なついてくれるようになった。

　真っ直すぐな視線で、自分の後を必死でついてくる凜太朗。

　いつの間にか、凜太朗は郁にとって特別な存在になっていた。ただ、そこにどんな思いが含ふくまれているのか、まだ郁自身もわからなかった。




　　　　＊　＊　＊




　土曜日。

　朝から会場であるホテルと会社を何度も往復した凜太朗は、無事パーティーが始まったころにはヘトヘトになっていた。もちろん、準備を一人でしていたわけではないが、入社して初めて会長や社長の顔を間近に見るので緊張感が半はん端ぱなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　その点体力には自信があるのか、まったく疲つかれた様子を見せない深山が心配そうに声を掛けてくる。

「まあ、大丈夫」

　さすがに同期に弱みを見せられずにそう答えると、単純な深山はそうかと頷うなずいた。

「でも、すげ～パーティーだよな。政治家もいるだろ？」

「さっき、芸能人も見た」

　さすがに大きな声は出さなかったが、テレビの中で見る人物を生で見るのは驚おどろいた。

　今回は三十周年という記念だからか、招待客は政財界からだけでなく、芸能人の姿もちらほらある。成長著いちじるしい会社だという認にん識しきはあったつもりだが、わかりやすい形で見えるとまた感かん慨がい深かった。

（よく入社できたよなぁ）

　改めて自分の幸運を実感し、凜太朗は再び忙いそがしく来客の対応をした。

　入社二年目なので担当は少ないものの、先せん輩ぱいたちの手伝いで顔見知りになった会社は多い。今回のパーティーに来てくれた彼らに挨あい拶さつに回るだけでも時間が掛かり、凜太朗がようやく一息ついたころにはパーティーも半ばを過ぎていた。

「鈴木、椅い子すが足りないみたいだ。幾いくつか持ってきてくれ」

「はい」

　先輩に小声で声を掛けられ、凜太朗はパーティー会場を出る。社員の待機用に同じフロアに部屋が取られており、そこに予備の椅子もあったはずだ。

「……疲れたぁ」

　体力よりも気疲れが強く、大きく息をつく。

　できればゆっくり時間を取りたいがそうもいかない。一人で運ぶか、それとも誰か呼んだ方が良いかと思いながら足早に廊ろう下かを歩いていた凜太朗は、ふと違い和わ感かんを覚えて足を止めた。

（今……）

　声が聞こえたような気がしたのだ。

　今日はこのフロアは泉成が借り切っていた。社員の休きゆう憩けい用の他ほか、来客も小休憩が取れるように部屋を押さえている。

　そのせいで廊下にも人ひと影かげが途切れず、話し声があってもおかしくはないのだが、聞こえてきたのが少々苛いら立だった女性の声なのが気になった。

　当然ながらセクハラは大問題だし、万が一客同士で何かあったのならさらに大事だ。

　一いつ瞬しゆん、自分一人で処理ができるだろうかと不安が過ったが、他の人間を呼ぶ前に状じよう況きようを確認しておいた方が良いかもしれないと、凜太朗は少し開いている扉とびらから中を覗のぞき込んだ。

「……だから、連れん絡らく先を教えてって言っているだけでしょう？　私だってパーティーの途中に抜ぬけ出すつもりはないわよ」

「連絡は会社にお願いします。その方が一番確実に捕つかまりますから」

「だから、プライベートな連絡先が欲しいの」

「プライベート、ですか」

（これって……）

　必死にかき口説く女性の声とは裏腹に、どこか余よ裕ゆうたっぷりに応答する男の声。女性の声は聞き覚えがなかったが、男の方はすぐに誰だか見当がついた。

　休憩用の小ホールの中は幾つかのテーブルと椅子が並べられている。その一番奥の椅子の前に見慣れた男が立っていた。

（やっぱり……）

　男は、声で想像した通りの人物だった。

「椎名さん、私の気持ち、前からわかっているでしょう？」

　その人物───郁の前の椅子には着き飾かざった女性が座っており、手を伸ばして郁のネクタイを引いている。郁は抵てい抗こうせずに身体からだを倒たおした体勢で、角度によっては女性に覆おおいかぶさろうとしているようにも見えた。

『課長、また営業トップらしいな』

『また女社長でも手玉に取ったんだろ。あのルックスだから、ほっといたって女は寄ってくるし、仕事は取れるし、おまけに……だろ？』

　営業部内で、密ひそやかに広まっている噂うわさ。表立って非難する者はいないし、確かな証しよう拠こがあるわけではないが、それでも常に郁には女性に関する噂があった。

　華はなやかで社交的な郁は営業成績抜ばつ群ぐんだったが、顧こ客きやくと身体の関係があるとか、社内の女性社員と三さん股また交際をしているとかいう噂も耳にした。しかし、普ふ段だんから行動を共にすることが多い凜太朗は、人当たりはいいけど、業務上での女性との付き合いについては線を引いているのを実際にこの目で見て知っている。

　郁がモテるので過度な噂が回っているだけで、むしろ誤解されていることが悲しかった。できるなら郁に負の感情を持っている相手一人一人に、郁の良さを説明して回りたいくらいに思っていたのだ。

　しかし、それならこの状況はどう説明できるのか。

　噂だけだったものが目の前に現実として突つき付けられ、凜太朗は自分の方が動どう揺ようしてしまう。だが、ふと郁の手が見えてハッとした。郁は女性と距きよ離りを取るように、テーブルに手を置いて体勢を保っているのだ。

　郁の状況がわかって内心安あん堵どしたが、ここはいつ誰だれがくるともわからない場所で、万が一郁と女性の不適切な行こう為いだと来客の誰かに誤解されてしまったら───。

　そう考えてしまうと、なかなかその場から立ち去ることができなかった。

「ねえ」

「お気持ちはありがたいですが」

「それならいいじゃない」

　色っぽい女性の声がして、さらにネクタイが引かれて郁が身を屈かがめる。二人がキスをするのかと思い、凜太朗は咄とつ嗟さにドアを大きく開いた。

「！」

　その時だ。

　声を出していないはずなのに、郁の視線がこちらに向いた。僅わずかに驚いた表情を見せたが、すぐに動いた手で退出を促うながされたのがわかった。

「……っ」

　凜太朗は慌あわてて身を引いて扉を閉める。その時音がしたような気がしたが、振ふり返って確かめるのは怖こわくてできなかった。

　妙みように心臓の鼓こ動どうが速くなり、頭の中も真っ白になる。漫まん画がやテレビで見るラブシーンほど際きわどいことをしていたわけではないのに、片方が自分の知っている人間だと生々しくて居たたまれない。

　このまま会場に戻もどるのはとてもできず、凜太朗は会場から離はなれたトイレに駆かけ込んだ。幸い中に人影はなく、ようやく息ができて深い深呼吸を何度もする。

（……あれって……誰だ？）

　社内の女性社員や役員の家族の顔を全部知っているわけではなかったが、見た感じおそらく招待客の一人だ。だとしたら、あのままではセクハラと訴うつたえられてしまわないだろうかと心配になった。

「……もう一度戻って……でも……」

　凜太朗が戻ったところで、あの状況をどうにかできるとは思えない。それでも、このまま何もなかったようにパーティーに参加することもできそうになかった。

「……」

　誰に言えることでもなく、凜太朗は鏡に映る情けない自分の顔をただ見つめる。せっかくのパーティーなのだ、ちゃんと笑わないといけないと、無理に引き攣つった笑えみを浮うかべて鏡の中の自分に笑ってみせた。

　その時、目の端はしに何かが映り込んできた。

「いた」

「！」

　弾けるように視線を向けた先の鏡に映ったのは、今凜太朗の頭の中いっぱいに占しめている男、郁だ。

　郁は凜太朗の顔を見て、ほっと表情を緩ゆるめている。少しも焦あせった様子はなく、反対に凜太朗の方が動揺して視線を合わせることができなかった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　それでも気になって切り出すと、郁は溜ため息をつく。

「一応、な」

「キ、キスとかされなかった……え、あ、いえ」

「していない」

　その答えに、妙に安心した。

　どうやら、凜太朗が立ち去った後もキスはしていないらしい。しかし、あの状況は拙まずかったのではないかと、凜太朗は意を決して訴えた。

「あんなとこ、誰かに見られたらどうするんですか？　何もしていなくっても、密室であんな体勢になっていたら、誤解だって言っても信じてもらえませんよ。課長、誤解されやすいのに、自分からその状況を作って……」

　思わず咎とがめるような口調になったことに気づいて、凜太朗は途中で口を噤つぐんだ。

　直属の上司とはいえ、五年も上の先せん輩ぱいに生意気なことを言ってしまっただろうか？

　しかし、窺うかがうように見上げた目の前の郁は、嬉うれし気に頰ほおを緩ませている。

　その表情が思いがけず優やさしいのが心臓に悪いが、自分が真しん剣けんに訴えていることは真ま面じ目めに聞いてほしかった。

「聞いてるんですか、課長」

「リンリンが俺を信じているってことはね」

「は？」

「リンリンは俺の言葉を信じてくれているんだろう？」

「そ、それはそうですけど」

　当たり前のことに素す直なおに答えると、不意に郁が間合いを詰つめてきた。洗面台に腰こしを押し付けられる体勢のまま顔を寄せられてしまい、凜太朗は慌てて上半身を逸そらす。綺き麗れいに整った顔がこんなにも近くにあるのは心臓に悪かった。

「ちょ、ち、近いですってばっ」

「今の、他言無用な？」

　動揺する凜太朗の耳元に顔を寄せて囁ささやかれる。くすぐったさと腰に響ひびく甘い低音に焦る一方で、言われた言葉が耳に残った。

　他言無用というのは、あの女性と二人きりでいたことを秘密にしたいということだ。もしかしたら本当はあの女性と……そんなことを考えてしまいそうになり、その想像を消すように凜太朗は何度も首を横に振ってしまう。

「できない？」

　その行動を拒きよ否ひと取ってしまったのか、さらに郁の身体が近づいてくる。

「あ、あの、俺」

「それは拙いな」

　拙いと言いながら、声は妙に楽し気だ。

（こ、これって……）

　拙いのは今の自分の状態かもしれないと、凜太朗がようやく自覚した時は遅おそかった。

「じゃあ、リンリンも共犯にするしかないか」

　不ふ穏おんな言葉に思わず顔を上げた凜太朗の面前に、綺麗な郁の顔が迫せまっていた。

「な……」

　言いかけた言葉は、そのまま郁の唇くちびるの中に消えた。

（え……ちょ……）

　見開いた視界の中で、郁が目を細めるのが見える。

「んっ」

　口の中に侵しん入にゆうしてきた異物が舌を搦からめ、ぴちゃっという生々しい水音が耳に響いた。反射的に逃にげようとした身体はがっしりと腰を捕とらわれていて、身動きなどする余地がない。

「ふ……んぅっ」

　息苦しくなった凜太朗は、ようやく自分がキスされていることを自覚した。キスされてすぐに気づかないなんて噓うそみたいだが、パニックになった時の人間は現状を把は握あくするのに時間が掛かかるらしい。

　もちろん、自覚した途と端たん凜太朗は伸のし掛かる郁の胸を押した。腕わん力りよくに自信はないが、意外にもすぐにキスは解かれる。

　凜太朗は茫ぼう然ぜんと郁を見上げた。

　さすがにファーストキスではないが、男同士、しかも尊敬する郁の突とつ然ぜんの暴挙に、凜太朗はショックを隠かくせなかった。

「ど……して……」

「さっきのも、今のキスも……俺とお前だけの秘密、な？」

「……っ」

　言い聞かせるように囁いた郁の指先が伸び、ゆっくりと凜太朗の唇を拭ぬぐう。口に侵入した舌の感かん触しよく以上に、その指先の感触が生々しかった。

　じわりと頰が熱くなると、今度はまるで宥なだめるように頰を摩さすられる。

「リンリン」　>>>♥

　いつものように呼ぶ声が、こんなにも甘やかになるなんて初めて知った。

　まるで女を誑たぶらかすみたいな手管で籠ろう絡らくされてると頭ではわかっているのに、郁の男の魅み力りよくを目まの当たりにして、免めん疫えきのない凜太朗は身体からだから力が抜ぬけそうにぼんやりしてくる。

「……も……」

「も？」

「戻りゃますっ」

　思わず嚙かんでしまった言葉に郁が目を丸くするのを見て、凜太朗は逃げるようにその場を立ち去った。
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「戻りゃますっ」

　危険な場所から一刻も早く逃げ出したいかのようにトイレから出て行く凜太朗の姿を見送り、郁はようやく息をついた。

（───しくじった……）

　自分の噂うわさを知らないわけではないと思いつつも、純情そうな凜太朗の前では、極力そういう匂においは出さないように気をつけていた。

　なのに、まさかあんな場面を凜太朗に見られるとは思わなかったのだ。

（前々からアプローチがきつかったけど、まさかこんな日にな……）

　取引相手の社長の妻。一度食事を、もちろん社長も同席して一いつ緒しよにしただけだというのに、それから訪問するたびになぜか彼女も同席するようになった。露ろ骨こつにアピールしてきても慣れているのでうまくかわしていたし、それとなく避さけてもいたのだ。

　しかし、当の社長が後妻の若い妻に甘く、その我が儘ままを唯い々い諾だく々だくと聞いている状じよう況きようで、そろそろ担当替がえを申し出ようかとも思っていたころだった。

　休きゆう憩けいに出たところを引っ張り込まれ、半ば仕事面で脅おどすようなことも言ってきた。どう断ろうかと思っていた時に、タイミング悪く凜太朗が覗のぞいてきたのだ。

　誰だれかいたのかと焦る女のことよりも、凜太朗を追いかけようと咄とつ嗟さに身体が動いていた。

　捕つかまえて誤解だと弁解しようと思ったが、説明するより先に凜太朗が噂のような男じゃないと自分を信じてくれていたことが嬉しくて、思わず抱だきしめたくなった。

　そして、近寄ると困こん惑わくして不安げな顔で見上げてくる顔が可愛かわいくて、思わず追い詰めてしまっていた。

　いや、思わずというのは言い訳だ。思いがけない状況に動どう揺ようし、どこか怯おびえた様子の凜太朗に嗜し虐ぎやく心を擽くすぐられてキスをした。

「……あんなに可愛いとか……反則だろ」

『戻もどりゃますっ』

　先ほどの凜太朗の姿を思い出し、思わず口元が綻ほころんだ。

（普ふ通つうにキスできたな……）

　キスをした後の反応を見る限り、慣れていないことはわかった。直前で止めるという選せん択たく肢しもあったが、目の前の柔やわらかそうな唇を見てしまうと、どうしても止まらなかった。

　口止めのキスと言い訳をしても、そうしてしまった自身の中にある欲は誤ご魔ま化かせない。いや、いつの間にか、欲を伴ともなった感情に変化したのだ。

「……参った」

　まさか自分がこんな気持ちになるとは。

　初めて会った時から好ましかったし、側そばにいるようになってからは他ほかの新入社員よりも可愛いと思うようになった。しかし、それはあくまでも好意だと思っていた。そこに、《欲》などあるはずがなかった。

　これまでそれなりに遊んできたが、同性に対して《欲》を含ふくんだ思いで触ふれたいと思ったのは初めてだ。信じられないと思ったのは一いつ瞬しゆんで、すぐにああそうなのかと納なつ得とくがいった。

　凜太朗という存在に気づいた時、もっと近づきたい、親しくなりたいと思ったのは内心にこんな気持ちが潜ひそんでいたからかもしれない。

　そこまで考えた郁は、己おのれの軽けい薄はくにも見えただろう行こう為いに後こう悔かいの溜ため息が漏もれた。

　凜太朗とは改めてちゃんと向き合うつもりだが、置いてきたあの女の始末もつけなければならない。それを思うと頭が痛かった。
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　月曜日。

　凜太朗は慎しん重ちように周りを見ながらエレベーターに乗り込んだ。

　いつも少し早めに出勤するので通勤ラッシュからは外れているが、万が一という場合を考えて今日はあえて電車を一本遅くした。

（……いない）

　いくら冗じよう談だんだとしても、キスしてしまった郁の顔を見て普通に挨あい拶さつできそうにない。もう少し時間を空けたら大だい丈じよう夫ぶな気がするが……週末からの今日というのはあまりに時間が短過ぎた。

　それでもあからさまに避けることはしたくなくて、人が多ければ誤魔化せるのではないかと考えたのだ。

「遅いな」

「うひゃ！」

　エレベーターホールからこっそり顔を覗かせた時、いきなり背後から声を掛けられた凜太朗は飛び上がって驚おどろいた。

　慌あわてて振ふり向いたが、そこにいた人物の顔を見て深く安あん堵どする。

「お、おはようございます、部長」

「なんだ、うひゃって」

「な、何でもありません」

　凜太朗の所属する営業部の部長、成なる瀬せの呆あきれたような顔に、凜太朗は誤魔化すように笑いながら首を横に振った。

　三十五歳で部長職にある成瀬は当然有能で、凜太朗にとっては頼たよれる上司だ。ダンディで大人の男といった雰ふん囲い気きの成瀬は言葉数は少ないものの、包容力がある凄すごい人だった。

「パーティーはどうだった？」

「パ、パーティーッ？」

　声が裏返ってしまい、慌てて咳せき払ばらいをする。

「パーティーですね、はい、盛せい大だいで、凄かったです」

「そうか？」

「……はい」

　正直に言えば、郁にキスされた以降のパーティーの内容はまったく頭の中に残っていない。叱しかられてはいないので失敗はしていなかったと思いたいが、あれだけ頑がん張ばって準備をしたものにちゃんと参加できなかったことが悔くやまれた。

「どうした？」

「……い、いえ」

　もちろんそんな事情を話せるわけもなく、後ろめたさに俯うつむいた凜太朗の頭を、成瀬の大きな手が軽く叩たたいた。

「あんまり頑張り過ぎるなよ」

「……部長」

「そうだ、今日、お前が飛び上がって喜ぶことがあるぞ」

「え？」

　成瀬の口調が楽しそうで、見当のつかない凜太朗は首を傾かしげる。

「何ですか？」

「あー、それは、朝礼の時にな」

「はぁ」

　飛び上がって喜ぶなんて、もしかしたら先日の社内企き画かく会議の結果が良かったということだろうか。あれは郁に教えてもらいながら仕上げた企画だ。もしもそうなら、きっと郁も喜んでくれるに違ちがいない。

　成瀬と別れると、なんだか緊きん張ちよう感かんは緩ゆるんでしまった。郁に会ったらどうするかという気持ちは残っているものの、それならばその時だと開き直る。

「おっす」

「おはよ」

　オフィスに向かう途と中ちゆうで深山とも合流して中に入り、素す早ばやく視線を回したが、どうやら郁の姿はない。安堵すると同時にどこか不安な気持ちも残しながら自分の席に着いた凜太朗は、パソコンを起たち上げてメールが入っているのに気づいた。

「あ、椎名さんだっ」

　メールの主は、アメリカに出向した指導係、椎名航わたるだった。

　尊敬する大好きな先せん輩ぱいからのメールに、自然と気持ちが上向く。どうやら金曜日に送ってくれたようだが気づかなかった。

　仕事内容の確かく認にんのため、ごくたまに連れん絡らくをする時に、凜太朗には近況を教える内容を追加してくれるのが、特別な感じがして嬉うれしい。

　どんな用件かとすぐにメールを開こうとしたが、タイミング悪く朝礼が始まる時間になった。

「みんな、集まってくれ」

　成瀬の号令にマウスから手を離はなして部長のデスクの前に行く。

（そういえば、さっきの部長の話って……）

　ぼんやりと考えていると、背後に立つ人物に背中が当たってしまった。

「あ、すみません」

　新入社員は今日合同の研修があるのでおらず、今フロアの中にいる一番ペーペーは凜太朗だ。慌てて謝りながら振り向くと、自分よりも一〇センチ以上高い場所に整った顔があった。

「か……ちょ……」

　多分、ふらついた身体からだを支えてくれるためだろう、大きな手が肩かたに乗る。その瞬間無意識に身体が強こわ張ばってしまい、自分の怯えを悟さとられたかと上うわ目め遣づかいに視線を向けた。

「……」

　これまで、こんなふうに避けてきたことはなかった。むしろ、自分から側に行って纏まとわりついているくらいだ。

　それが、今日は明らかに違う。そして、その理由を郁も知っているのだ。

　今だって、凜太朗の気持ちなど簡単に読めているはずだ。それでも何も言わず、軽く肩を抱いて前を向かせてくれた。

「おはよう。今日はみんなに連絡することがある」

　成瀬の声がフロアに響ひびく。同時に、背後でドアが開く音がした。

「本来なら先週末のパーティーに合わせて帰国してくるはずだったが、仕事の都合で一日遅おくれてしまった」

　帰国……その言葉が引っかかった。

　困こん惑わくする凜太朗と視線が合った成瀬が、少しだけ口元を緩める。

「アメリカに出向していた椎名航が帰国した。みんな、色々話を聞いて勉強するようにな」

「！」

　ざわついた空気の中、自然に人ひと垣がきが分かれる。背中に郁の存在を残したまま、凜太朗も皆みなが向ける視線の先へと目を向けた。

「ただいま戻もどりました」

　凜太朗の指導係、アメリカに出向したはずの椎名航は軽く頭を下げると、ぽかんと口を開けたままの凜太朗へ微かすかな笑えみを向けてきた。








第二章









　目の前で、ほぼ一年ぶりに会う指導係の航が成瀬と話をしている。

（本当に帰ってきたんだ……）

　凜太朗にとって航は本当に頼れる先輩で、彼がいなくなってからもメールで仕事の相談もしていたし、的確なアドバイスで上手うまくいくこともあった。

　側そばにいる郁も頼りになったが、社会人になったばかりの凜太朗はまるで雛ひなのように、盲もう目もく的てきに航を慕したっていて、その思いは離れて一年経たつというのに少しも変わりなかった。

　今まではすぐ側にいない寂さびしさと不安があったが、今日からはいつでも顔を見られるし、話もできるのだ。

「嬉しいみたいだな」

　耳元で囁ささやかれ、凜太朗は小さく肩を揺ゆらした。そういえばすぐ側に郁がいたと、今さらのように思い出す。気づいた途と端たん無意識に離れようとしたがなぜかしっかりと腕うでを取られていて、凜太朗は周りの目を気にしながら小さく抗こう議ぎをした。

「あ、あの」

「リンリン、あいつと一いつ緒しよの時、今より楽しかった？」

「あいつって……」

「俺の方がいい先輩だよな？」

　郁の視線が誰だれを指しているのかはすぐにわかった。しかし、どうして突とつ然ぜん郁がそんな話を始めたのかはわからない。

「課長はカッコいいですけど、椎名さんだって凄くカッコいいんですよ？」

　華はなやかで友好的な郁とは違い、航は少々近寄り難がたいものの、容姿に少しも見み劣おとりはなかった。

　身長は同じくらい高いし、足の長さだって負けていない。どちらが良い男かなんて、凜太朗には決められなかった。

　凜太朗が当然のように言うと、郁は軽く肩を竦すくめる。普ふ通つうならば滑こつ稽けいに見えるはずなのに、それが様になっているのはさすがだ。

「鈴木」

　その時、成瀬と話を終えたらしい航が凜太朗を呼び、こちらへとやってきた。いつの間にか皆仕事に戻っていて、その場に残っていたのは不毛な会話をしていた自分と郁だけだったようだ。

　久しぶりに見る航は相変わらず見み惚ほれるほどに恰かつ好こ良よくて、なんだか恥はずかしくなって顔を伏ふせてしまうと、しばらくして見下ろす視線の先にピカピカに磨みがかれた靴くつ先が現れた。

　と、同時に髪をクシャッと撫なでられる。

「元気そうだ」

「は、はいっ」

　笑みを含ふくんだ言葉に羞しゆう恥ちは増しながらも顔が見たくて、凜太朗はちらりと上目遣いに彼を見る。すると、真っ直すぐにこちらを見下ろしていた目と視線が合った。

（う……やっぱり、カッコいい……っ）

　ただでさえイケメンなのに、それを鼻にかけないクールさ、洗練された物もの腰ごし、落ち着いたよく通る声。そしていざ仕事にかかれば、どんなに難しい取引先も豊富な知識と対応力で攻こう略りやくし、一番の成績を挙げてくる頼たよれるエース。

　航は、凜太朗にとってまさしく理想の大人の男だ。

　アメリカに行って一年会わなかったがその雰ふん囲い気きは変わらないと、妙みように嬉しくなって口元が緩んでしまう。

「お帰りなさいっ、椎名さん」

「ただいま」

「でも、帰ってくるって、どうして教えてくれなかったんですか？」

　毎日メール交こう換かんをしていたわけではないが、それでも週に二回は仕事のことなどでやり取りをしていた。先週も普通に返答があったが、その時に帰国の話はまったく書かれていなかったと思う。

「教えただろう」　>>>♥

「え？　いつですか？」

「金曜日。週末のパーティーに出席すると書いたが」

「金曜のメール……あ」

　それは、ついさっき開こうとしていたものだ。先週はパーティーの準備と平常の業務で毎日忙いそがしく、金曜日は前日ということもあってメールの確かく認にんを後回しにしてしまった。

（そっか……あれなのか）

　結局パーティーには間に合わなかったようだが、それでもメールを見ていたらもっと違ちがう気持ちで週末を乗り越こえられたかもしれない。あれほどクタクタになってももっと元気で、休きゆう憩けい時間も取らずに済んで───。

（キスとかされなかったかも……）

　そこまで記き憶おくを遡さかのぼった凜太朗はハッと振ふり向いた。それまで普通に会話ができていたはずなのに、妙に郁を意識してしまう。

　ぎこちなく身体をずらして航の背後に隠かくれると、目の前の郁が僅かに目を細めたのが見えた。相変わらずの笑みを湛たたえているので、それが良い意味なのか悪い意味なのか、勝手に想像してさらに焦あせる。

　もしかしたら、そんな凜太朗の不安を誘さそっているのか、しばらく無言でこちらを見ていた郁は、ようやく視線を動かした。

「早かったな。向こうでは上手くやっていたのか？」

「お前には連れん絡らくをしていただろう」

「メールの文章まで堅かた苦くるしくて、良いか悪いかまったく見当がつかなかった」

「お前の読み取り能力が不足しているだけだ」

「お前の文章力も未熟なんじゃないか？」

「想像力も欠けつ如じよしているのか」

（う、うわ……）

　目の前で繰くり広げられている辛しん辣らつな会話。それなのに航はいつもの無表情で、郁はにこやかな笑みを浮うかべているのだ。

　そのギャップが怖こわ過ぎて一刻も早くその場を離はなれたかったが、一方で会話を続ける二人の関係が気になった。

　誰に対しても割とフランクで私語も多い郁に対し、航はいつでも真ま面じ目めで、一線を引いたクールなものだ。その航が、辛辣な物言いとはいえ仕事以外の話をこんなにも長く続けている。凜太朗が覚えている限り、以前の二人はつるむことなく、そんなに親しくなかった気がする。同い年なので、もしかしたら同期として仲が良いのだろうか、凜太朗は会話が途切れた隙すきをついて尋たずねてみた。

「お二人、仲が良いんですか？」

「「……」」

　一いつ斉せいに四つの目が向けられ、凜太朗はビクッと肩かたを揺らした。

「どうしてそう思う？」

　聞き返してきたのは航だ。

「え、だって、椎名さん、すごく課長と話してるし……」

「おい」

　話の途中で、今度は郁が割り込んできた。

「お前、どうして航は《椎名さん》で、俺は何時いつまで経っても《課長》なんだ？」

「どうしてって、椎名さんは椎名さんだし、課長は課長だから」

　凜太朗としては、単に先に出会った航の方を優先して名前で呼んでいるに過ぎないので、改めて理由を聞かれても困ってしまう。その上郁は課長という役職持ちで、普通はその役職名で呼ぶものではないか。

　だいたい、今までずっとそう呼んでいたのに、いきなり文句を言うのはなぜなのだろう。

「俺の苗みよう字じは知っているんだろうな？」

「もちろん。椎名さんでしょう？　お二人同じ苗字なんですよね。あ、じゃあ、それ繫つながりで仲がいいとか？」

　よくある苗字ではないが、だからといって珍ちん名めいではない苗字。同じ年で同じ苗字なら、二人もどこか特別な思いを抱いだくかもしれない。これで顔まで似ていれば、まさに兄弟と思ってしまいそうだ。

　ようやく謎なぞが解けたとばかり大きく頷うなずいていると、なぜか二人から同時に溜ため息が漏もれた。

「お前、言っていないのか」

「言わなくても普通は知っているだろう」

「ここに普通じゃない奴やつがいるじゃないか」

　再び良くわからない会話が始まりかけたが、

「そこ、仕事に戻もどれ」

　成瀬の一言で空気が変わる。

「は、はいっ」

「また後でな」

「はいっ」

　航の言葉に、この先があるのだと思うと笑えみが浮かぶ。

　凜太朗は久しぶりに航と一いつ緒しよに仕事ができるのが嬉うれしくて、今朝までの憂ゆう鬱うつな気持ちなど一気に吹ふき飛んでしまった。










　営業部にエースが戻り、自然と活気が増してきたのを肌はだで感じる。

　やはり航は凄すごい人だと自分のように自じ慢まんに思う凜太朗だったが、翌日には一気にテンションが下がる発表がされた。

「どうして椎名さんと組めないんですか～」

「会社の方針だ。それに、お前はもう一年も郁と組んでいたんだろう？　立派に独り立ちもしているし、安心している」

（それは、椎名さんがいなくなっちゃったからなのに……）

　航は凜太朗と組めないことをそれほど寂さみしがってはくれず、すぐに海外事業部へと向かってしまった。籍せきは営業部にあり、課長補ほ佐さという役職もそのままだが、アメリカ出向での実績も踏ふまえ、しばらくは向こうの部署で仕事をするらしい。

　自分の席に着いた凜太朗は深い息をついた。

「あ～あ」

「残念だったな」

　航が立ち去り、笑いながら近づいてくる郁を情けなく眉まゆを下げながら見上げる。

「おい、そんなしょげた顔をするなよ。傷つくだろう」

「……課長……」

「俺との仕事も大おお詰づめだろうが」

「そうですけど……」

　三カ月前から、凜太朗は郁がリーダーのプロジェクトチームに参加していた。千葉県で計画されている大型商業施し設せつの設計管理で、ようやく設計が最終段階に入ったのだ。

「あいつとは仕事はできないが、代わりに良い話がきたぞ」

「良い話、ですか？」

「お前が探していたイタリア製のタイルを所有している会社が見つかった」

「えっ？　本当ですか？」

　それは、今回の出資者の一人が商業施設内にある噴ふん水すいに使いたいと指定したものだが、メーカーには既すでに廃はい版ばんだと言われた。代わりのタイルを提案することもできたが、凜太朗はできるだけ依い頼らい者の希望するものを用意したいと思い、ここ数週間全国の輸入代理店に問い合わせをしていたのだ。

「で、明日から俺と大阪だ」

「お、大阪？」

「お前の手て柄がらだ。自分の目でしっかり確かめろ」

　航が出向してから、実質凜太朗の指導係を買って出てくれたのは郁だった。いろんな現場に連れて行ってくれたし、社内でも一緒に行動することが多かった。だが、課長という立場の郁は当然ながら凜太朗よりも忙しく、出張の場合は効率を重要視してベテランの社員が同行するのが常だった。

　それが、今回は凜太朗が選ばれた。初めて認められたようで、凜太朗は今にも飛び跳はねたいくらい嬉しかった。

「な？　俺といた方が楽しいだろう？」

　なぜか、得意げに笑いながら言う郁に、凜太朗は大変だった時間を思い出す。

　まったくわからないイタリア語を調べる時、郁も一緒に遅おそくまで残業をしてくれた。各地の輸入代理店を探す時も、凜太朗が知らない小さな店を彼が教えてくれた。

　あくまで凜太朗の補助という形を取っていたが、郁がいなければここまで早く事態は進まなかったと思う。

「で、でも、課長」

「ん？」

「俺で大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「俺が一緒にいて、大丈夫じゃないことなんてあるはずがないだろう？」

　自信過か剰じようともいえる言い草だが、郁が言うと本当にそう思えるのだから不思議だ。

　ここは郁の背中を見て勉強する良い機会なのだと、前向きに考える方が良い。

「よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくな」

　頭を下げる凜太朗の耳元で、身を屈かがめて近づいた郁の声が低く響ひびいた。甘く響くそれに思わず身体からだを揺ゆらした凜太朗は、その瞬しゆん間かん頭の中に今の今まで忘れていたあのキスが鮮あざやかに蘇よみがえった。

　無意識に記き憶おくの奥にしまっていたが、肌で感じたあの感触は忘れるものではない。

　あれほど悩なやみもしたのに、思いがけない航の帰国ですっぽり頭からその事実を消してしまっていた自分に呆あきれてしまう。

　意識した途と端たん、凜太朗は郁から飛び退のいた。慌あわてていたので近くの机に腰こしが当たり、思いがけず大きな音が出て、フロアにいた何人かがこちらを向いた。

「す、すみません」

　凜太朗が引き攣つった笑みを浮うかべて言うと、周りは興味もなさそうに視線を逸そらす。そのことに内心安あん堵どしながら、凜太朗は郁へと向き直った。

「……ん？」

　一度大きく深呼吸をして、凜太朗は考えた。出張に同行させてもらえるのは、それなりに信用してもらっているからだと思いたい。

　そんな時に自分からキスのことを蒸むし返すこともしたくなかった。

「出張、頑がん張ばります。何でも言ってください」

「……ああ」

　郁は何かを言いかけたようだが、張り切る凜太朗を見て苦く笑しようを零こぼしながらクシャクシャに髪かみを撫なでてくれた。










「どっちの弁当が良い？」

　新幹線の指定席に座った途端、郁に切り出された。

「好きな方を選んでいいぞ」

「課長が先に選んでください」

　だいたい、朝の九時から弁当を食べるほど、今回の出張に浮かれているわけではない。価格交こう渉しようなど初めてで、様々にシミュレーションすればするほど、パニックになってしまいそうだった。

「お前が先で良いよ。牛肉と蟹かに。どっちも美味うまそうだけど」

　それでも、そう言いながら弁当を見せられてしまうと、普ふ段だん自分では買わない高級素材の弁当に視線を奪うばわれた。

　今まで何度か駅弁を食べたことがあるものの、こんな高いものは初めてだ。どちらも捨てがたいが朝食も食べていないので、腹に溜たまりそうで美味おいしそうな牛肉の絵をおずおずと指差した。

「……に、肉がいいです」

「じゃあ、こっちだな」

　差し出されたそれを膝ひざの上に載のせれば、ビニール袋ぶくろの中からはペットボトルの茶も出てきた。

　いったい、いつこれを買ったのだろうか。みどりの窓口の前で待ち合わせをした時には、既に袋を持っていた気がする。

（……さすがだよな）

　凜太朗が緊きん張ちようしていることを見み越こして、それを和やわらげるために気を遣つかってくれたのだろう。

　感激してすぐに封ふうを開けることができない凜太朗をしり目に、素す早ばやく蟹弁当の包みを開いた郁が大きな一口でそれを頰ほお張ばる。

「やっぱり美味いな、蟹は」

「美味しそうですよね」

「一口食うか？」

「い、いいえ、俺はっ」

　一口食べたくて言ったわけではないので慌てて首を横に振ふるが、郁は良いからと勧すすめてくる。頑かたくなに断る方が失礼かもしれないと思い、凜太朗は素直に箸はしを受け取ろうとした。

「あ～ん」

「え、いえ、自分で……」

「ほら、あ～ん」

　スーツ姿の男同士が、朝の新幹線の中で《あ～ん》。

　周りに人がいないことが唯ゆい一いつ幸いだったかもしれない。羞しゆう恥ちに頰を赤くしながら大きく開いた口の中に入ってきた蟹飯は、確かにとても美味しかった。

　東京を出発し、二時間半ほどで新大阪に着いた。

　そこからはバイタリティのある郁について行くのに必死で、初めての大阪の街をゆっくり眺ながめることもできなかった。仕事で来ているので当然かもしれないが、道どう頓とん堀ぼりの有名な看板や、動く蟹が見てみたかった。

　今回の商談相手の輸入代理店はかなり大きな店で、相手側も二人が交渉に出てきた。一瞬、郁が前に出た方が良いのではないかと思ったが、振り返って見た郁の眼まな差ざしに不安の色はなかった。

　自分に任せてくれているのだ。凜太朗は一度深呼吸をしてから交渉を開始した。

　途中、相手の押しの強さに負けそうになったが、タイミング良く郁が間に入ってくれて、上手うまく流れをこちら側に引き寄せてくれた。

　結局、予算内で交渉が成立し、凜太朗は思わず相手の手を握にぎって何度も礼を言い、最後には笑って飲みに行こうと誘さそわれもした。

「……はぁ～」

　会社を出たのは午後七時過ぎ。凜太朗の口からは無意識に溜め息が漏もれた。

「お疲つかれさん」

　そう言って、郁にいつものように髪をクシャッと撫でられた。郁も安堵したのか向けられる笑えみは柔やわらかで、凜太朗はこんな時だというのにカッコいいなと見み惚ほれてしまう。

（さっきも言われていたもんな）

　郁の容姿はこちらでも効果があるようで、相手の女性社員たちの視線が熱いのは後ろから見ている凜太朗の方がよく見えた。大阪の女性は積極的なのか、会社を出る時に何人かの女性から連れん絡らく先を渡わたされてもいた。

　凜太朗が見る限りそつなく断っていたようだが、好みの相手がいたらもしかしたらちゃっかりアドレス交こう換かんをしていたかもしれない。

　デキる男は本当に違ちがうと、今日一日でまた一段と郁への尊敬の念が高まった。

「あのっ」

　その時、たった今出てきた会社から二人の女性が駆かけ出してきた。確か、途中で茶を運んできてくれた人だ。

「夕食、どちらで取られますか？」

「決めていないんでしたら、美味しい店ご案内しますけど」

　大阪弁の、可愛かわいらしいイントネーションで話しかけてくる二人の視線は、わかりきったことだが郁しか見ていない。

「ありがとうございます、でも、残念ですがこれから打ち合わせがあって」

「そうなんですか～」

「今日はありがとうございました」

　頭を下げる郁に慌てて合わせ、歩き出した後を追う。

「打ち合わせ、どこでするんですか？」

「今日は終わり」

「え？　でも、さっき……」

「今日は頑張ったからな。リンリンには特別なご馳ち走そうをしてやろう。何が食べたい？」

「えっと、あの、たこ焼き？」

「もっと高いのにしろよ」

　笑いながら頭を撫でられる。ここからはプライベートなんだと、暗に言われた気がした。

　仕事中は緊張しっぱなしだった凜太朗を、常に気に掛かけてくれていた。その上であの仕事ぶりなのだ、仕事ができるというのは噓うそではない。

「リンリン？」

「はいっ、なんでもご馳走になります！」

　郁の触ふれた頭に手をやっていた凜太朗は、少し離はなれてしまった距きよ離りを小走りで詰つめた。










　目の前には、綺き麗れいな大皿に綺麗に並べられたフグ刺さしと、フグの唐から揚あげ、そして、フグの天ぷらがある。それだけではなく、串くしカツに凜太朗がリクエストしたお好み焼きと明石焼きも並べられた。

「す、凄すごい、美味しそう……」

　目を丸くして料理を見つめていると、郁がグラスにビールを注いでくれた。

「あ、俺が」

「いいよ。今日の功労者はリンリンだ。よく頑張ったな」

「課長のおかげです。今日も結局助けてもらって……」

「いや、先方はお前の一いつ生しよう懸けん命めいさを気に入ったらしいぞ。お前がトイレに行っている間しきりに褒ほめてくれた」

「噓……」

「だから、今日はリンリンに乾かん杯ぱい」

　グラスを合わせ、勢いで半分ほど飲む。

　もともと酒は強くないので、いつもは初めの一杯だけ付き合うのだが、今日は達成感で勢いがついてしまう。

「おい、あまり飲み過ぎるな」

　そのまま残りも飲んでしまうと、郁が苦く笑しようしながら声を掛けてきた。だが、上じよう機き嫌げんな凜太朗にその制止はまったく無意味だ。

「課長がいるから大だい丈じよう夫ぶですよ！　それに今日はホテルがすぐ近くだから、すぐにベッドへ直行できるし！」

「お前な……俺をあんまり信用するなよ」

　小さな声は聞き取りにくく、さらに凜太朗は酔よいが回り始めて頭がほわんとしている。

　そんな自分の状じよう況きようを把は握あくしないまま凜太朗は次々に料理を腹に収めていき、ビールも自分で注いで三杯目に突とつ入にゆうした。

「おい、リンリン」

「やっぱり、カッコいいな～、課長は」

　改めて近くで見る郁はイケメンだと惚ほれ惚ぼれする。それは外見だけの話ではない。仕事もできて、面おも白しろくて、面めん倒どう見みがよくて。好きにならない人なんていないんじゃないかと思う。

　モテるのも当たり前で、恋こい人びとがいない方がおかしい。

「課長とお付き合いできる人は幸せですよぉ。足長いし～、顔も良いし～、優やさしくてキレモノなんて無敵じゃんかぁ」

「わかったわかった。もういいから、お前もう飲むな」

　珍めずらしく慌あわてた感じの郁の顔が新しん鮮せんで、なんだかたまらなく楽しくなる。

　凜太朗は少し身を乗り出し、自分がいつもされるように郁の頭をにこにこしながら撫なでた。

「……ったく、飲み過ぎだ、帰るぞ」

　郁に腕うでを摑つかまれたところまでは、かろうじて記き憶おくがあった。










「……ぇ？」

　目が覚めた時、凜太朗は目の前の光景に声も出なかった。

「起きていたか」

　濡ぬれた髪かみを拭ふきながら出てきた浴衣ゆかた姿の郁は、正直目に毒なほど色気が滴したたっていた。普ふ段だんから容姿は飛び抜ぬけて良いと認にん識しきはしていたが、凜太朗の知る郁は常にスーツ姿だった。

　それが、今は湯上がりの浴衣姿だ。濡れた髪と開いた胸むな元もとが艶つやっぽくて、正直真っ直すぐ見られない。女性社員が噂うわさするよりももっと男としてのセックスアピールが強いことを肌はだで感じて、凜太朗は慌てて顔を逸そらした。

「なんで……課長が？」

「やっぱり覚えていなかったか」

　苦笑しながら郁が言うには、ホテルのブッキングミスで格上のツインルームに変へん更こうになったと、凜太朗もちゃんと説明を受けたらしい。

「全然、オッケ～」

　と、郁の腕にしがみつきながら上機嫌で言ったと説明され、凜太朗はただ啞あ然ぜんとするだけだ。

「今日は満室らしいし、リンリンも酔っていて心配だったからな。ちょうど良かった。気分はどうだ？」

　ペットボトルの水を渡されながら至近距離で顔を覗のぞかれ、なぜか凜太朗はドキッと胸が高鳴ってしまった。

「ベッドはこのままでいいか？」

　不意に聞かれ、凜太朗は動どう揺ようする。郁の口からベッドと言われると、妙みように生々しく感じたからだ。

　狭せまい空間に、急に二人きりになったせいかもしれない。

「シャワー、どうする？」

　笑みを含ふくんだ声で言われ、自分がまだシャツとズボンを穿はいたままだということに気づいた。

「あ、あの、俺の服……」

「ああ、明日も着るからスーツは脱がせた。ん？　シャツも脱がせた方が良かったか？」

「い、いえ、十分です」

「シャワーを浴びたら頭もすっきりするんじゃないか？」

　そう言われるが、ここで起き上がってシャワーを浴びるなんて吞気のんきなことはできそうにない。明日の朝早くに浴びることにして、凜太朗はここから出ない選せん択たくをした。

「だ、大丈夫ですから」

「リンリン？」

　至近距離に二人きりを意識した後、伸のびてきた手を思わずよけてしまう。郁が驚おどろいたような顔をするので、意識していたのがバレバレで恥はずかしくなった。

（な、何考えてるんだよ、俺っ）

　この間のキスはただの口止めで、意味なんてない。郁にとってはたくさんしてきた遊びみたいなキスの一つで、意識する方が馬ば鹿かみたいだ。

「も、もう寝ねます」

　焦あせりを押し殺して布ふ団とんを被かぶると、

「この間のこと、忘れたか？」

　布団越ごしに囁ささやかれ、凜太朗は大きく身体からだを揺ゆらしてしまった。これでは聞こえていることが丸わかりだ。

（な、なんで、この体勢っ）

　単に、早く寝ようとしている凜太朗をからかっているのかもしれない。しかし、もう一方で囁く声に別の色を感じてしまった。

『この間のこと、忘れたか？』

　凜太朗が忘れようとしたあの日の感覚を、郁はたった一言で揺り起こした。どう答えていいのかもわからず布団の中で手を握にぎりしめていると、さらに低い声が続ける。

「忘れていないくせに」

　それはどういう意味なのだろう。確認か、それとも挑ちよう発はつなのか、この言葉だけではわからない。それでもこのまま無視しても郁は納なつ得とくしなさそうなのはわかった。

　忘れていると言い切るべきか、それとも覚えているが気にするなと告げるべきか。

　凜太朗は必死に考えるが、酔いのせいかなかなか判断ができない。いっそこのまま寝てしまいたかったが、

「あっ」

　いきなり布団を剝はがれ、大きな手が凜太朗の頰ほおを摑んだ。

「か、ちょ？」

　半ば強ごう引いんに上を向かされると、先ほど見た艶っぽい眼まな差ざしが貫つらぬいてくる。

「課長、は色気ないな。俺の名前、覚えているだろう？」

　もちろん、郁の名前は知っている。しかし、この状じよう況きようで《椎名さん》呼びができるはずがない。

「なかったことにしてやろうと思ってた。のに、あんなに無防備に甘えられたら、狼おおかみにならないのが無理だろ」

「ま、待って」

「この間の……」

「忘れましたっ」

　空気に耐たえ切れず食い気味に否定すると、僅わずかに目を瞠みはった郁は次の瞬しゆん間かん楽し気に笑った。その思いがけず優しい表情に戸と惑まどっていると、郁の指先が唇くちびるをそっと撫でる。

「念押ししておこうかな」

「え……」

　声は、郁の口の中に消えた。

　意外に柔やわらかな唇が何度も角度を変えて重なってくる。文句を言おうにも開いた口の中には舌が侵しん入にゆうしてきて、注ぎ込まれる唾だ液えきに頭の中がパニックになった。このままでは溺おぼれてしまいそうで口の中のものを必死に飲み干せば、まるで褒ほめるかのように大きな手で頰を撫でられた。

　やがて呼吸ができなくて何度も郁の腕を叩たたくと、永遠に続くかと思われたキスは唐とう突とつに終わる。　>>>♥

「んはっ」

　どうしてと言葉にならないまま端たん整せいな顔を見上げれば、濡れた唇をそっと親指で拭ぬぐわれた。

「……これって、セクハラになるか？」

「な……にを……」

　舌が痺しびれて、上手うまく話せない。

「……凜」

　冗じよう談だんで済ますのならいつものあだ名で呼べばいいのに、真しん剣けんな名前の響ひびきなんて性質たちが悪過ぎる。

「お、俺たち、酔ってます」

「酔ってる？　お前が？」

「俺たち、二人とも、です」

　強ごう引いんに郁の手を振ふり切り、今度は解かれないようしっかり布団を身体に巻き付けた。きっと、ミノムシのように見えているはずだ。

　それでも、もう一度郁の手が伸びてくるかと身構えていたが、しばらくして宥なだめるように布団が叩かれ、気配が遠ざかった。どうやらこれ以上の暴挙には出ないようだ。

（どうしてキスなんか……）

　前回は口止めの意味もあったが、今日のキスはその口止めの念押しらしい。そんなバカなことで男の凜太朗に二度もキスを仕し掛かけてきた郁の気持ちが理解できない。

　これでは、反対に《忘れるな》と言われているみたいだ。

　郁の行動の意味がまったくわからない凜太朗だったが、考えている間にいつしか睡すい魔まに襲おそわれていた。








第三章









「リンリン、二時から第三会議室で企き画かく会議だ。資料をまとめておいてくれ」

「はい」

　返事をした凜太朗は顔を上げて郁を見るが、既すでに彼はパソコンの画面に視線を向けている。追加の指示はなさそうだったので、言われた資料を取りに資料室へ向かった。

　大阪出張から帰って、一週間。

　翌日から数日は郁の側そばに行くのもかなり緊きん張ちようしたが、呆あつ気けにとられるほどその態度に変わりはなかった。

　何をどう警けい戒かいしていたのかと、凜太朗の方が肩かた透すかしを食う形だ。

（……何だったんだろ……あれ）

　パーティーのキスと同様、大阪の夜のあのキスに大きな意味はないのか。

　今時キスくらいで大おお騒さわぎをする方がおかしいのかもしれないと思うものの、その一方で酔よっていたとはいえ、あんな状態になるのかとどうしても不思議に感じる。

　ぼんやりと考えていたせいか棚たなの上の方の書類を取り損そこね、

「痛っ」

　頭に何冊かのファイルが落ちてきた。

「いた～」

「何をしているんだ」

「！」

　呆あきれたような声と共に伸びてきた手が落ちたファイルを拾ってくれる。慌あわてて顔を上げた先には航が屈かがみこんでいた。

「椎名さんっ、す、すみません」

　焦りながら他ほかのファイルを拾って棚に押し込もうとするが、

「種類ごと」

「あ、はいっ」

　言葉短に指し摘てきされ、言われた通りにきちんと日付と種類ごとに並べ直した。

　指導係だったころから言葉数は少ないものの、的確な指示を与あたえてくれたことを思い出し、たった一年前なのに懐なつかしく感じる。

「……」

　最後に航が手にしたファイルを受け取ると、まるで褒めるかのように頭を撫なでられた。

（これ……嬉うれしかったよな）

　子供に対する褒ほう美びのようなのに、航に頭を撫でられると不思議と自分の中の活力が湧わいた。側にいるだけでパワーになる人なんているのだなと衝しよう撃げき的だった。

　そして、航がいなくなってから、まるで代わるように郁が凜太朗の頭を撫でるようになった。軽く撫でる航とは違ちがい、髪かみがクシャクシャになるほどかき回したりされて、最初は犬扱あつかいかと怒いかりもした。むしろ、迷めい惑わくに思っていた───はずだった。

（今じゃ、あれくらいが気合入るんだよなぁ）

　後で髪を整えなければならない手間が増えたが、大きな手で撫でられると《大だい丈じよう夫ぶだ》と言われているようで、嫌いやだなんて少しも思わなくなった。

「どうだった？」

「え？」

「大阪出張。出張は初めてだったんだろう？」

　航は立ち去らず、そのまま話しかけてくれる。どうやら時間があるらしいとわかり、凜太朗は張り切って答えた。

「はい、凄すごく勉強になりました。話の進め方とか、知識とか……あの人、さらっとやってしまうからわかり難にくいんですけど凄いです」

「郁が同行者なら心配はなかっただろうがな」

　凜太朗の言葉に頷うなずきながら、ごく自然に航は郁のことを肯こう定ていする。そればかりか、どこか楽し気に眼鏡めがねの奥の目元が緩ゆるめられるのを見て、凜太朗は目を瞠った。航のこんな表情は滅めつ多たに見ることができないからだ。

　どう考えても、航と郁は親しいのではないか。今まで聞きそびれていたことをここで思い切って尋たずねてみることにした。

「あの」

「ん？」

「椎名さんは、課長と仲が良いんですか？　同期だし、同じ苗みよう字じだし、性格は全然違うみたいだけど、馬が合うとかあるんですか？」

　思い当たる理由を口にすれば、なぜか航にまじまじと見つめられた。

「本当に、知らないのか？」

「知らないって、何をですか？」

「……社内で俺たちのことを知らない人間がいるとは思わなかった……いや、自分たちが有名人だって自うぬ惚ぼれていたのかもしれないな」

「椎名さん？」

　何を言っているのかわからなくて首を傾かしげれば、航はもう一度凜太朗の頭を撫でてくる。

「今日、夕食を一いつ緒しよにどうだ？」

「えっ？」

　航と食事をするなんて久しぶりだ。

　断る選せん択たくはありえず、凜太朗は即そく座ざに頷いた。

「はいっ、ご一緒しますっ」

「じゃあ、終業後……七時にエントランスホールで。遅ち刻こくしないように」

　凜太朗など足元にも及およばないほど忙いそがしい航が時間を割さいてくれるのだ。

　遅刻など絶対にするわけがないと足取りも軽くフロアに戻もどるとすぐに郁に呼ばれる。何か仕事があるのかと、凜太朗は早足で郁のデスクの前まで行った。

「はい、何ですか？」

　郁の手元を見ながら言えば、ちらりと見上げてきた眼まな差ざしが意味深に緩んだ。一いつ瞬しゆん、さっき見た航の笑えみを思い出して思わず「……似てるかも」と呟つぶやけば、不意に手が伸のびてきて片かた頰ほおを摘つままれて横に伸ばされた。

「ふぇ？」

「……ニヤけてる」

　いったい何の話だと眉まゆを顰ひそめたが、郁はもう一度頰を横に引っ張った後で言う。

「資料は？」

「……あ！」

　航に会った嬉しさで、資料の準備をすっかり忘れていた。

「すみませんっ」

　慌てて踵きびすを返した凜太朗の背中を郁がじっと見ていたのを、凜太朗自身は気づかなかった。










　浮うかれた気持ちのまま凜太朗が仕事を終えたのは、そろそろ午後七時になるころだった。

　いつもなら八時近くまで残業しているのだが、今日ばかりは絶対に帰らなければならない。

「リンリン、今日飲みに……」

「行かない」

　隣となりで帰宅の準備をしていた深山にあっさりと断ると、なんでだよと少し食い下がられた。しかし、ここで航と食事をしに行くと言えば、絶対についてこられる。久しぶりにゆっくり航と話せるのに、邪じや魔まをされるのは嫌だった。

「寄るところがあるんだ。また今度な」

「え～、俺焼き鳥の口になってるのにさ～」

「今度」

「そうかぁ～、あ、関せき！」

　もう一度断れば、しかたないとようやく諦あきらめてくれた。そのまま新入社員を捕つかまえたので申し訳ないとも思ったが、ここで余計な口出しをしてしまったら同じことの繰くり返しだ。それよりも、早く準備しなければ先に航がきてしまう。

　パソコンの電源を落として鞄かばんを取った時だ。

「どうした」

「！」

　耳元で声を掛かけられ、凜太朗は思わず鞄を落としてしまった。それを拾いながら振ふり向くと、案の定そこにいたのは郁だ。珍めずらしく眼鏡をしたその姿は、どこか航を連想させた。

　成瀬と共に会議室にこもっていたはずだが、いつの間に戻ってきたのだろうか。

「お疲つかれさまです。お先に失礼しますね」

「……早いな」

「え？」

　郁が身を寄せてきたので、凜太朗は同じだけ後ずさってしまう。しかし、後ろに机があって下がるに下がれず、どんどん郁の顔が近づいてくるのに焦あせった。

　フロアにはまだ数人残っているが、皆みな仕事をしているのでこちらに注意を向けていない。それに、郁が凜太朗をからかうのは営業部内でもはや日常化しているので、見られてしまっても笑われるのがオチだ。

「あ、あの、どうしたんですか？」

「この後、どんな楽しいことがあるんだ？」

「べ、別にありませんよ」

　咄とつ嗟さに、そう言ってしまった。航と食事に行くことを秘密にすることもないのに、なぜか気軽に口にできなかったのだ。

　後ろめたさ……とはまた違うと思うのだが、凜太朗の躊ちゆう躇ちよする様子に郁は勝手に答えを出してしまったらしい。

「……リンリン、自分は噓うそが下手へただって自覚、持った方が良いぞ？」

　にっこり笑う郁の目が笑っていない。

「噓とか、俺はっ」

「何をしている」

　その時だ。淡たん々たんとした口調と共に、間近に迫せまった郁の身体からだが遠のいた。

「椎名さん？」

「遅刻だ、鈴木」

「え、あっ」

　フロアの中の時計を見上げると、既すでに七時十五分を過ぎている。おそらく、連れん絡らくもなく現れない凜太朗を心配し、わざわざ営業部のフロアまで迎むかえに来てくれたのだろう。

　その上、伸のし掛かっている郁の身体を引き離はなしてくれたのだ。

「す、すみません」

　郁に迫られている体勢を航に見られたのは恥はずかしいが、それでもこれでとりあえず郁の腕うでの中から逃のがれることができた。

　深い安あん堵どの息をつく凜太朗を見た航が、ちらりと郁を見た。

「何をしている」

「それはこっちが言いたい。帰って早々、リンリンを懐かい柔じゆうするのは止やめてもらおうか」

「か、課長っ」

　突とつ然ぜん何を言い出すのか。郁も凜太朗が航を慕したっていることは知っているはずだ。

「俺はただ椎名さんとご飯食べに行くだけです。懐柔なんて、そもそも、俺は初めから椎名さんに懐柔されてますからっ」

　堂々と言い放てば、なぜか航にダメ出しをされた。

「……なんだ、それは。まったく、発言するなら一度頭の中で考えをまとめてからにしろ。それより、郁、パワハラならば上に報告するぞ。家族だからとか関係ないからな」

「……え？」

　今、航は何を言ったのだろうか。

「椎名さん、今……家族、って……」

　きっと聞き間ま違ちがいだと思ったのに、航は事もなげに答えた。

「ああ、今日食事をする時にちゃんと伝えようと思ったんだが、このパワハラ男は俺の兄だ。情けないがな」

「あ、兄？　え、だって、同い年……」

「双ふた子ごだ」

「えぇーっ？　全然似てないのにっ？」

　目を丸くして航を見、次に郁に視線を向ける。普ふ段だん冗じよう談だんを言わないだけに、こんな時も噓でしょうと言えなかった。

「二に卵らん性せいだからそっくりじゃない。その様子じゃ、本当に気づかなかったようだな」

　あっさり言われても、素す直なおにそうだと頷うなずけない。

　いくら二卵性とはいえ、二人は顔も性格も違い過ぎた。フレンドリーな郁と、生き真ま面じ目めな航が兄弟。しかも、二人そろって同じ会社に入社するなんて、そんなことがあるのだろうか。

（あ……苗みよう字じ……）

　名前は、最初から知っていた。

　椎名郁に、椎名航。よくある苗字ではないが、それでもそんな偶ぐう然ぜんがあるんだなとしか思わなかった。性格なんてまったく逆だし、同じ苗字の赤の他人といった方が素直に納なつ得とくできる二人なのだ。

　もしかしたら、航がからかっているのではと少しだけ思ったが、郁ならまだしも航が凜太朗をこんな冗談でからかう理由がない。

「……本当に？」

　なぜか、郁に尋たずねたが、彼は珍しく苦々しい表情で頷いた。

「まあな」

「……双子……」

「……なんだ？」

「い、いえ」

　興奮を抑おさえるように一度大きく深呼吸をし、失礼だとは思うがまじまじと交こう互ごに二人の顔を見た。

　高身長で、タイプの違う色男だが、少しだけ……ほんの少しだけ目元が似ている……かも、しれない。今は二人とも眼鏡めがねを掛けているので、余計にそう感じるのかもしれないが。

　初めて知った事実に混乱したままの凜太朗を置いて、郁が航に言った。

「飯はどこに行く予定だった？」

「赤坂だ。肉が美味うまい店が良いだろうと思ってな」

「ああ、リンリンは肉が好きだからな。じゃあ、俺の車で行こう」

「お前の？」

「帰ったばかりで車がないだろう。下で待ってる」

　あっさりと言い切って部屋を出て行く郁を呆あつ気けに取られて見送ると、促うながすように軽く背中を叩たたかれた。

「そういうことだ」

「……え？」

「言い出したら聞かない男だからな。行こうか」

　どうやら、夕食は郁も同席するようだ。

（……なんで？）

　何がどうなっているのか。

　本当は、郁と一いつ緒しよにいるということに今はプレッシャーを感じるので、できれば避さけたかったというのが本心だった。しかし、その理由を航に、しかも郁の兄弟でもある彼に話せるはずもない。

（気にするな……気にしちゃ駄だ目めだ）

　凜太朗は意識を切り替かえ、航の後をついて行った。
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「どうぞ、椎名さん」

「ありがとう」

　目の前で、凜太朗が航のグラスにビールを注いでいる。緊きん張ちようしているようだが、航への真っ直すぐな好意はダダ漏もれだった。

　個室に案内され、当然のように航の隣となりを陣じん取どった凜太朗に、それをごく当たり前のように受け入れていた航。それが無意識の行動だとわかるだけに、凜太朗の航への好意がどれほど深いか見せつけられている気分だ。

　航の指導期間は半年ほどだったはずだが、生まれたばかりの雛ひな鳥どりが親鳥を慕したうかのように、新入社員のその時期の刷り込みはかなり強烈なものだったのかもしれない。

（俺が初めから指導係だったら、今いま頃ごろ俺が向こう側だったかもな）

　過去を悔いることなど今までなかったが、今回は少し気が重い。

　すると、じっと見ていた視線に気づいたらしい凜太朗が、慌あわてて気づいたようにビールを差し出してきた。

「ど、どうぞ」

「ああ」

　零こぼれないように慎しん重ちように注ぐ表情はとても幼くて、思わず笑えみを誘さそわれてしまう。ふと、横顔に視線を感じた。

「……」

　目が合うと、航は意味深に目を細める。帰国してまだ半月も経たたないというのに、まるですべての事情を知っているかのように得意げだ。

　二卵性の双子の弟、航はまったく性格が違うが仲は悪くなく、二人とも大学を卒業して父の会社に入社した。

　世間では生真面目だという評価の航だが、本来は面めん倒どう臭くさがりで人嫌ぎらいだ。誰だれに対しても礼れい儀ぎ正しいのは、単に馴なれ合いたくないという気持ちの裏返しなのだ。

　そんな気難しい航が、珍めずらしく社内で柔やわらかな表情を見せていた。側そばにいたのが、郁が会いたいと思っていた新入社員の凜太朗だった。

　どうして、よりによって、と思った。航が優ゆう秀しゆうなのはわかりきっているし、彼が指導係につくなら間違いない。

　───けれど、できることならその役を自分が担にないたかった、と嫉しつ妬とに似た気持ちを、当時の郁は抱いだいていた。

　航が出向でいなくなり、さりげなく凜太朗の側にいることを画策して、今ではずいぶん慕ってくれている。航に向けるような真っ直ぐな眼まな差ざしも向けてくれるようになり、意外な心地ここち好よさに柄がらにもなく浮うかれていた。

　パーティーの夜に最初にキスをしたのは本能的にだったが、キスをしたからこそ凜太朗への欲望に気づいたといってもいい。

　初心うぶな子供を落とすのは簡単だと思いながら、きっと難しいだろうとも思った。遊びでは簡単に男を落とせないし、そもそも凜太朗を遊びの相手にするつもりはなかった。

「椎名さん、何食べますか？」

「お前が好きなものを頼たのんでいいぞ」

「えっ、本当ですかっ？」

　パッと輝かがやく顔を見て、郁は否定する。

（いや、違うな）

　凜太朗が航に向けているのは、あくまで純じゆん粋すいな尊敬の眼差しだ。そこには当然ながら裏表などなく、航もそんな凜太朗の純粋さを好んでいるのだろう。

　自分の中の気持ちに気づく前ならば、郁も航のように思っていたのかもしれない、しかし、郁が欲しいのはもっと熱っぽい、焦こがれるような眼差しなのだ。

「課長は何にしますか？」

「そうだな。航の奢おごりだし、一番高いのにするか」

「おい」

「さ～て、それとなぁ」

　航はそれ以上抗こう議ぎをしない。

　多少は思うところがあるのかもしれないと、郁はグラスの中のビールを飲み干した。

　すると、しばらくして自分に向けられる視線に気づいた。ちらちらとこちらへ向けられるそれは、本人は無自覚なのだろうがあからさまだ。

「食べているか？」

「は、はい、美味おいしいです」

　航に話しかけられた凜太朗はそう答え、その時は箸はしを進めるが、ふとその手が止まる時、ちらりとこちらを見ている。

　しばらくして、我が慢まんできなかったのか凜太朗が尋ねてきた。

「あの、お二人は小さいころどんな兄弟だったんですか？」

「どんなって……今と変わらない、な？」

　郁が言えば、航も頷うなずく。

「昔からこいつは人タラシで、俺は堅かた物ぶつと言われていた」

「何だ、勝手に人をチャラい男にするなよ」

「褒ほめてるんだが」

　あっさりと言い切るが、郁は航こそ人タラシだと思う。あれだけ人によって態度を変え、限りなく冷れい淡たんな態度を取るというのに、いつの間にか周りには有能な人間が集まっている。

　羨うらやましいとは思わないが、多少の劣れつ等とう感かんはあった。

「えっと、好みとか、好きな食べ物とかは一緒ですか？」

「違ちがうな」

　双ふた子ごに何を期待しているのか、本当に残念だと表情に表れているのが可愛かわいらしい。

「あ、じゃあ、好きなタイプが一緒とかは……」

　似たところを探すうちに、際きわどい話題を出していることに本人は気づいていないのだろうか。

「お前は、どう思う？」

　わざと視線を合わせれば、目が合った途と端たん凜太朗の顔が赤くなったように見えた。

（……どうやら、無む駄だじゃなかったようだな）

　パーティーでのキスの後はまったく変わらなかったのに、今回出張先で仕し掛かけたキスは郁の意図以上に効果があったらしい。もしかしたら、警けい戒かいされたり嫌きらわれたりする可能性も考えなくもなかったが、今見る限りではその危き惧ぐは杞き憂ゆうだった。

「リンリン」

　摘つまんだ出汁だし巻き卵を差し出せば、見事に耳まで赤くなる。新幹線の中でのこともちゃんと覚えているみたいだ。

「じ、自分で食べますから」

　ただ、今は航の手前だからか手ずから食べてくれない。そのことを残念に思いながらも、あまり追い詰つめるのは得策ではないと、郁はそのまま自分の口の中に出汁巻き卵を放ほうり込む。

　ほっと安あん堵どする凜太朗に気づいたのか航がこちらを見たが、もちろん何も言うつもりはなかった。










　凜太朗をタクシーに押し込んだ後、航がそれまでとは打って変わった低い声を出して言った。

「どういうつもりだ？」

　双子だからとべったり一いつ緒しよに過ごしていたわけではないが、それでも郁の女性遍へん歴れきをそれなりに知っている航だからこその言葉だろう。

　そのことについては反論の余地はないが、郁としてもずっと航に聞きたいことがあった。

「お前はリンリンのこと、どう思っているんだ」

　ゲイでは、ないはずだ。しかし、いくら兄弟だからといって性的指向まで把は握あくしているわけではなく、万が一そうだったらと思わないわけではなかった。

「……馬ば鹿かか」

　航は言葉短にそう言っただけだが、明らかな否定の響きに郁は内心安堵して軽く髪かみをかき上げる。

「……早いんだよ、帰るのが」

「会社の命令だ」

　凜太朗が自分を避さけたりしていても、郁はその状じよう況きようを楽しむことさえできていた。自分が本気になったら落とせないわけがないと、妙みような自信もあった。

　大阪でキスをしたのは、まだ子供な凜太朗に自分という存在を男として意識してもらうためだ。凜太朗に対し、庇ひ護ご欲よくではなく肉欲を伴ともなう感情を抱いていると気づいた時から、時間を掛けて取り込もうと考えていた。

　しかし、航の帰国で事情が変わった。

　元々航を慕したっていた凜太朗の目には航しか映らず、もしかしたら郁の存在さえ意識から消えているのではないかと危惧するほどだった。それが、郁を嫉妬させようという意図などまるでないとわかるだけに、勝手に焦しよう燥そう感かんを覚えたりもした。

　その上、淡たん泊ぱくな航が本心で凜太朗を可愛がっているのだと知って、さらに危機感が湧わいた。

　だからこそ、今日の凜太朗の変化にも敏びん感かんに気づいたし、食事をすると聞いてみっともなく割り込んだのだ。

「おい」

「手を出すなよ」

　言い切った郁に、航も思うところがあったらしい。

「……お前……まさかもう手を出してるんじゃないだろうな？」

　それを言う必要はなく、郁は口を引き結ぶ。その無言に、航の口調に鋭するどさが増した。

「お前はいつもそうだ。欲しいものは何でも自分のものにしようと強ごう引いんに奪うばっていく。……鈴木は俺にとっても弟みたいに大切なやつだ。泣かせたら承知しないぞ」
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「お前、知ってたのっ？」

「はぁ？　あんだけ二人と仲良くしてたくせに、まったく気づかなかったのか？」

「それとこれとはっ……別じゃん」

　翌日、社員食堂で深山と昼食を食べていた凜太朗は、声を潜ひそめて郁と航の関係を尋たずねてみた。もしかしたら事情があって人には話していないのかもしれないと思ったからだ。しかし、深山は呆あつ気けなく知ってると言う。むしろ、凜太朗が知らなかったということに驚おどろいているようだ。

「知らなかったって、だって、全然似てないし」

「二に卵らん性せいらしいからな」

「みんな知ってたのかぁ」

　凜太朗はうなだれた。指導係だった航と半年、その後は郁と一年も一緒に仕事をしてきたというのに、彼らの事情をまったく知らなかった。

（だって、本当に正反対じゃん）

　そればかりではない。もっと重大な事実も昨日知ってしまった。

「二人が、社長の息子むすこだなんて……」

　御おん曹ぞう司し。そんな言葉の響ひびきが頭の中をぐるぐると回る。

『今までと変わらず、俺はお前の指導係だ』

　航は淡々と言い、

『俺も、頼たよりになる上司、だな』

　郁はそう言って頭を撫なでてくれた。

　実際、御曹司だと知っても、凜太朗の中の二人の位置は変わらない。もっと前、入社当時に知っていたら、もしかしたら近寄り難がたいと思って敬遠したかもしれない。

　そう思えば、既すでに二人との信しん頼らい関係ができた今知って良かったかもしれなかった。

「それでも、もっと早く双子って教えてくれてたら～」

「とうとう知ったか」

「部長？」

　背後から声がして、そのまま目の前にカレーとうどんが載のったトレイが置かれる。自分はとても食べられないとその健けん啖たんぶりに感心したのは一いつ瞬しゆんで、凜太朗はすぐに成瀬に詰め寄った。

「部長も知ってるんですよね？」

「あの二人が入社した当初は話題になったからな。似てない双子だなと思ったなあ」

「そうですよねっ？　似てないですよね？」

　成瀬がそう言うのなら、やはり本当のことなのだ。

　成瀬の話では、当初は誰だれも双子とは知らなかったらしい。顔も性格も正反対の二人は、単なる同どう姓せいの同どう僚りようでしかなかった。

　それがわかったのは新人研修の時で、郁が気安く航の名前を呼んだからだ。知り合いなのかと聞いた同じ新入社員に、あっさり双子だとカミングアウトしたというわけだ。

　どうやら二人はそれを意図的に隠かくしていたわけではないらしいが、それでもしばらくは注目の的で、次し第だいにそれも収まってきて───今は兄弟ということ自体を気にする者があまりいないと成瀬は笑った。

「……俺、昨日知りました」

「はは、どちらから聞いた？　郁の方か？」

「課長って言うか……まあ、二人同時にって感じです。……でも、そうかぁ。そうですよね、あんな二人だったら噂うわさになるのもわかる気がします」

　今よりも少し若い二人の顔を想像し、おそらくかなり話題になっただろうと簡単に予想できた。

「あ、じゃあ、社長の息子だってことはいつわかったんですか？」

「社長が言った。エントランスホールでいきなりな。息子だが、遠えん慮りよせず鍛きたえてほしいって言っていたが、遠慮しないわけいかないよな」

　そう言って笑う成瀬に、凜太朗も強く頷うなずく。

（そりゃ、贔屓ひいきしちゃうよ）

　それでも、今は二人とも立派に仕事をこなし、会社にとって必要な人間になっている。色々苦労もあったのだろうが、郁も航も凄すごい人だと思う。

　昨夜の衝しよう撃げきは、時間が経たつにつれて少しずつ収まってきた。

　結局、凜太朗にとって郁は郁だし、航は航だ。

　午後になり、凜太朗は総務部から受け取った備品を手にしてエレベーターを待っていた。ついでだからと頼たのまれた各サイズのコピー用紙が重くて持ち直していると、唐とう突とつにそれらのほとんどが横から取り上げられた。

「え……課長？」

　いつの間にか隣となりに郁が立っていた。コピー用紙を持ってくれた彼は、肘ひじに自分が持っていたらしい書類を挟はさんでいる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、自分で持ちますから」

「遠慮するな」

　遠慮するなという方が無理なのだが、手を伸のばそうにもまだ両手にはコピー用紙があるので容易に動くことができなかった。

「……ありがとうございます」

　自分とは違い軽々持っている様子に、男のプライドがズクズクと疼うずく。それでも渋しぶ々しぶそう言えば、なぜかぷっと噴ふき出された。何がおかしかったのだろうかと首を傾かしげると、ちょうどドアの開いたエレベーターに先に乗るように促うながされた。

「課長？」

「やっぱり、可愛かわいいと思って」

　あっさりと言い切られてしまい、凜太朗は恥はずかしくなって目を泳がせる。無意識に郁から距きよ離りを取ろうと壁かべ側を向いたが、すぐ側そばに郁の気配は感じていた。

　妙な緊きん張ちよう感かんを覚え、沈ちん黙もくを作りたくない凜太朗は焦あせりながら口を開く。

「入社した頃ころも、椎名さんはあんな感じだったんですか？」

　深山や成瀬に双ふた子ごの話を聞いたせいか、つい二人のことを尋ねてしまった。

「そうだな。今よりも慇いん懃ぎん無礼だった」

「え～、想像できないですけど……じゃあ、椎名さん、いつから変わったんですか？」

「二年目になったら、自然にな」

「二年目……。どうしてだろ」

「……」

「課長？」

　ふと、郁が黙だまり込んだので視線を向けると、珍めずらしく郁は憮ぶ然ぜんとした表情だった。初めて見るその表情に、凜太朗はどうしたのだろうと首を傾げる。

「あの」

「あいつのことばっかりじゃなくて、俺にも興味を持て」

「課長……」

　航のことを聞いたのは、単純に双子の話が聞きたかったからだ。どうしてそれで郁が機き嫌げんを悪くしてしまったのかわからない。

「え……じゃ、じゃあ今日のお昼何食べました……かっ？」

　いきなり郁の身体からだが迫せまってきて、そのまま壁に押し付けられた。

「あのっ……んっ」

　抗こう議ぎする声は郁の口の中に消える。

　キスをされたのだとわかった凜太朗は、落としそうになる手の中のコピー用紙を必死に握にぎりしめた。

（な、なんで、ここでっ？）

　いくら二人きりだとはいえ、エレベーターは何時いつ開くかわからない。その上、防犯カメラも設置してあるのだ。

「……っ」

　誰かに見られてしまうかもという状じよう況きように焦った凜太朗は足元がふらつき、その拍ひよう子しに郁の靴くつを思い切り踏ふんでしまった。気づいて身を引こうとしたが郁はまるで味わうかのようにしばらく唇くちびるを重ねた後、それは小さな音を立てて離はなれていった。

　啞あ然ぜんとしてしまった凜太朗は間近にある郁の目が孕はらむ熱にあてられてしまい、なかなか言葉が出てこない。

「どうしてキスするのか、わかるか？」

　尋たずねてくる声も、思いがけないほど優やさしかった。

　凜太朗はぎこちなく首を横に振ふる。口を開けば、変な声が出そうで怖こわかった。

「俺が、お前を好きだから」

「……え？」

「好きだ」

　凜太朗は目を瞠みはる。

（す、好きって……俺を？）

　ここで、冗じよう談だんと言い返すことはできなかった。

　いつもにこやかな郁の、いつになく真しん剣けんな眼まな差ぎしを見るだけでも、それを笑って退けるほど軽い言葉ではないと強く感じるからだ。

　茫ぼう然ぜんとしていると、身体がふわっと揺ゆれた。続いて鳴った音に、エレベーターが営業部のフロアに着いたことを教えてくれる。

　ドアが開くと、人の騒ざわめきや行き来の姿が目に映った。一気に現実が襲おそい掛かかったようで足元が覚おぼ束つかない凜太朗を、郁が身体ごと支えてくれた。

「降りるぞ」

「あ……はい」

　郁の口調も表情も、いつもの彼のものに戻もどっていた。むしろ、先ほどエレベーターの中で見せた顔の方がまったく別人のようだった。　>>>♥

（……今の……夢、とか？）

　白昼、ありえない夢でも見たのかと思ったが、ふと振り向いた郁の目の中の熱がまだ冷めていないのに気づくと、凜太朗は大きく心臓を揺さぶられた。








第四章









　パソコンで書類を作っていた凜太朗は、打ち間ま違ちがえて甲かん高だかい音がフロアに響ひびいた。営業回りは楽しくて好きなのだが、書類作成は一年経ってもまだ苦手だ。

「えっと……あれ？　止まってる……」

　画面が固まってしまったことに焦った凜太朗は、隣の席の深山に助けを求めようと顔を上げた。

「深山、ちょっとこれ、わかる？」

「え……俺、こういうの苦手で……」

「……だよな」

　凜太朗以上に機械関係に弱い深山の予想通りの言葉に溜ため息をつき、凜太朗はしかたなく別の先せん輩ぱいに聞くことにした。

「課長！」

　しかし、その前に深山が声を上げてしまい、運悪く席にいた郁がどうしたと答える。

「ヘルプです、パソコン固まっちゃって！」

　課長という肩かた書がきだったが、郁はそのフランクさでベテランから新入社員までまんべんなく人気が高い。女性社員には主にそのビジュアルが人気だが、男性社員は話しやすさと頼たよりがいがあるということでまた違う熱量の人気だった。

　そんな前提があるせいで、深山が真っ先に郁を頼るのはわかるが、凜太朗にとってまさにその郁が鬼き門もんなのだ。

「そろそろ自分で処理できないとな」

　そう笑いながら言うのに、郁は立ち上がってこちらへとやってくる。そして、背中越ごしに凜太朗に顔を寄せると、マウスの上にある手に大きな手を重ねてきた。

「あ、あのっ」

「ほら、よく見ていろ」

　体勢は問題大ありだが、郁はちゃんと処理の仕方を教えてくれる。しかし、動どう揺ようする凜太朗の頭の中には一向に入ってこなかった。

（手……でかい……）

　目の前にある手は、ただ大きいだけじゃなくて指が長く、少しだけ骨ばって綺き麗れいだ。

　この手で何度も頭を撫なでられているんだとぼんやりと考えていると、魅み惑わく的な低音が耳元で囁ささやく。

「意識するな、俺も緊張する」

「……っ」

　絶対噓うそだと思うのに、重なる手の熱さが妙みような現実感を伴ともなった。仕事中に変な感情を抱いだく方がおかしいが、これで意識するなという方が無理だ。

「わかったか？」

　尋ねられ、何度も頷うなずいた。

「よし、頑がん張ばれ」

　重なった手が離れて、背中にかぶさっていた気配も遠のく。同時に、髪かみをクシャリと撫でられ、凜太朗は反射的に首を竦すくめた。

（……これ、仕事にならないってば～）

『好きだ』

　彼らしくなく、ごくシンプルに告白されてから三日。

　凜太朗は毎日が緊張の連続だった。同じフロアで働いているので当然顔は合わせるし、その上一いつ緒しよに営業で外に出ることもあるのだ。

　返事が欲しいと言われたわけではないが、だからといって何の返答もしないわけにはいかないだろう。告白というものを初めてされた凜太朗は、自分がどういう態度を取ればいいのかまったくわからなかった。

　そんな葛かつ藤とうのせいで無意識に郁を避さけてしまっている状況だ。いつも飼い主に纏まとわりつく犬のように郁の側そばにいた凜太朗の変化に、何かあったのかと直接尋ねてくる者もいた。当然ながら本当の事情など言えるはずもなく、曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしているがいつまでその手が利きくだろうか。

「良かったな」

　そんな凜太朗の心の葛藤などまったく気づかないまま、深山は吞気のんきに笑っている。その顔を見るとまた深い溜め息が漏もれた。

（……どうすればいいんだよ……）

　嫌きらわれるより、好かれる方が嬉うれしいのは当然だ。だが、それが上司で、自分と同じ男相手なんて想像もしていなかった。

（真剣に考えなきゃいけない……よな）

　顔を上げ、ちらりと郁の席へと視線を向ける。

（でも、結局断ることになるんだし……）

　大前提で、凜太朗の恋れん愛あい対象は女の子だ。学生時代はモテなかったが、それでも同性に興味がいくことはなかった。

（嫌いじゃ……ないけど、でも……）

「リンリン」

（でも、だからといって……）

「リンリン」

「おい、呼ばれてるぞ」

「え？　あ、はいっ」

　慌あわてて立ち上がると、既すでに鞄かばんを手にしていた郁がこちらへと歩いてきていた。

「岩いわ淵ぶち商事にアポが取れた。今から一時間後だそうだ、行くぞ」

「あ、はいっ」

　それまでなかなか社長と連れん絡らくが取れなかったのが、たった今向こうから電話がきたらしい。

　凜太朗は急いでパソコンを閉じ、出かける支し度たくをした。当然ながら、仕事に私情を挟はさまない……つもりだ。

　先を歩く郁を追いかけて地下駐ちゆう車しや場に停とめてある社用車の前までくると、当たり前のように運転席に座ろうとした。

「ああ、俺が運転するから」

「え……」

「道がわかり難にくいからな。助手席に座れ」

「はい」

　郁と仕事を一緒にし始めたころ、まだ慣れていないからと社用車の運転は郁がしてくれていた。免めん許きよは取っていてもペーパードライバーだった凜太朗は、スムーズに運転する郁を凄すごいと素す直なおに見ていたものだ。

（……そっか。椎名さんとはほとんど営業に行かなかったんだっけ）

　入社して半年ほどついてくれていた航は、外回りというよりも事務仕事を徹てつ底てい的に教えてくれた。書類整理とか、パソコンの使い方とか。

　自分ではそれなりにできると思っていても知らないことも多くて、後からとても助かった。

　郁と航。どちらが有能なのか優ゆう劣れつはつけられないが、凜太朗にとっては二人とも尊敬できる先輩には違いない。

　そこに、《好きだ》という言葉が入ってくるからややこしくなるのだ。

（……どうすればいいんだろ……）

　ぼんやり郁の横顔を見ていると、ふとその口元が綻ほころんだのがわかった。何か面おも白しろいことでもあったのかと前方に目を向けるが、そこはいつもの雑ざつ踏とうと町並みがあるだけだ。

　見間違いだろうか。首を傾かしげた凜太朗がもう一度郁に視線を向けると、なぜかこちらを見ている郁と目が合った。

「ま、前向いてください」

　運転中によそ見をするなと慌てて言うが、

「信号待ち」

　あっさりと言い返されれば口を噤つぐむしかない。

「あんまり熱い視線で見つめられたからな。嬉しくなってニヤけた」

「なっ、何言ってるんですかっ。熱いなんて、普ふ通つうの視線ですっ」

「……」

「……課長……！」

　一いつ瞬しゆん、唇くちびるが重なった。

「ちょ……」

「行くぞ」

　すぐに唇は離はなれ、郁は何事もなかったかのように車を発進させる。

　凜太朗はしばらく身体からだが固まったまま動けなかった。あまりにも一瞬で、それが本当にキスだったのかと怪あやしむほどだが、実際に唇には柔やわらかな感かん触しよくが残っている。

（……なんだ、これ）

　最初のキスは、アクシデントだった。

　二回目のキスは、出張中という特別な時だった。

　しかし、エレベーターの中でのキスや今のキスは、どう考えたって郁が意図的に仕し掛かけてきたものだ。

「……本気なんですか？」

　それは、郁に聞かせるつもりのない呟つぶやきだった。口から零こぼれた無意識の言葉だったが、前方を向いている男が楽し気に目元を緩ゆるめている様子に、胸がトクンと高鳴ってしまう。

「俺が冗じよう談だんを言うと思うのか？」

「い、いつも冗談言っているじゃないですか」

「じゃあ、信じてもらうようにしなくちゃな」

　凄い余よ裕ゆうだが、郁が言うと本当にそうなりそうな気もしてくる。

（……ん？）

　もしかしたらそれは、凜太朗が郁を受け入れるということになるのだろうか。

「ち、違ちがうしっ」

　一人唸うなる凜太朗に、郁は笑っている。

　その顔を見るとからかわれているのだと思うが、頭のどこかで違うという声も聞こえてきた。

（もうっ、考えるなっ）

　郁を意識し過ぎる。

　それもしかたがないじゃないかと自分の中で言い訳をした。自意識過か剰じようだとか、気のせいだとかいろいろな言い訳を考えてみたが、どう考えても郁からのアプローチは激しくなっているのだ。

　凜太朗はコホンと空から咳せきをし、わざと何でもないことのように言った。

「俺、課長のことは好きですけど、その、恋愛とか無理だし……」

　すると、郁が片かた眉まゆを上げた。芝しば居いじみた仕草が妙みように似合う。

「何事も経験だ」

「課長～」

「考えてみろ」

「だから、考えられないですってばっ」

「良かったな、未知の経験ができて」

　また信号で車が止まり、郁に頭を撫なでられると大きく肩かたが揺ゆれた。

　その手はすぐに離れ、車も再び走り出したが、凜太朗は頭に残る感触が消えなかった。










　怒ど濤とうのアプローチ。

　まさしくこの言葉に尽つきるが、大人の余裕でがっついていないのでどうもストレートに拒こばみきれない。元々、郁のことを嫌ってはいない中、後はこちらが意識を変えるしかないと無言の圧力を感じた。

　百ひやく戦せん錬れん磨まと噂うわさ高い郁に、防戦一方という情けなさだ。

　しかし、今日は朝から郁は現場に直行している。横よこ浜はまなので、昼過ぎには戻もどってくるだろうが、その間は肩から力が抜ぬけた。

「リンリン、一番電話！」

「はいっ」

　伸のびをしようとして慌てて電話を取った凜太朗は、聞こえてきた声に頰ほおを緩めた。

「おはようございます、篠しの原はら部長」

『なかなかこっちまで来てくれないね』

「すみません。来週、一度お伺うかがいしようかと思っていたんですが」

『本当かな？　鈴木くんはリップサービスが上手うまいから』

　昼休み前に掛かってきた電話は取引先の一つで、最近足が遠のいていた会社の部長からだった。

　遠のいたと言っても取引を止やめたわけではなく、単に担当替がえで別の営業が通っているはずだ。ただ、初めて受け持った取引相手だと気負う凜太朗を相手は気に入ってくれていたらしくて、時々こうして電話を掛けてきていた。

『担当が替わってしまったし、むしろプライベートでお付き合い願いたいな』

「プライベートですか？　あ、ゴルフとかですか？」

　営業の武器だからといって先せん輩ぱいからゴルフを教えてもらったが、もっぱら打ちっぱなしでコースに出たことはない。道具も借りものなので、付き合うとなれば誰だれかから借りるしかなかった。

『違う違う、食事』

「食事ですか？」

『以前、昼食を一いつ緒しよにとったことがあっただろう？　あの時あんまり美味おいしそうな顔をしていたから、もっと美味うまいものを食べさせたくなってね。どう？　時間あるかな？』

「ありがとうございます、ぜひご一緒させてください」

　取引相手として篠原の会社は大きかったし、四十歳になる篠原はダンディで話も面白いので一緒にいて楽しい相手だ。営業として行くと担当の邪じや魔まになってしまうかもしれないが、食事に行くくらいなら構わないだろう。

『今日は空いてる？』

「今日ですか？」

　少し急な話だったが一度了りよう承しようしていたし、元々一度は食事くらい行ってもいいと思っていたのですぐに了解をした。

　時間は午後七時、凜太朗の会社近くにわざわざ車で迎むかえに来てくれるというのに恐きよう縮しゆくしながら電話を切ると、早さつ速そく残業阻そ止しのため仕事を片付けるべくパソコンに向き合う。

「……あ」

　夢中になっていたからだろうか。肩が凝こって顔を上げた時、既すでに昼の十二時四十分になろうとしているのに気づいた。

　時間がわかると、急に腹が減った。

　社食に行く時間もないので近くのコンビニでパンでも買おうと急いでいると、ちょうど開いたエレベーターの中に航がいた。

「椎名さんっ」

　毎日顔を合わせるくらいはしているが、こうして会えるのは嬉うれしい。

　思わず駆かけ寄ると、タイミングよく腹が鳴った。

「……」

「昼食、まだなのか？」

「今、時間に気づいて……」

「食事はきちんととるようにと言っただろう？　……少し待っていろ」

　そう言ったかと思うと、携けい帯たい電話を取り出した航はどこかに電話をした。

「椎名です。鈴木が昼食時間を取れなかったようですので、一時間ほど休きゆう憩けいをずらします」

　短い通話の後、通話を終えた航が言った。

「行くぞ」

「え？」

「《ゐさき》でいいな」

　会社前の蕎麦そば屋やの名前に、凜太朗は驚おどろきながらも頷うなずく。

　凜太朗が後をついてくることを当然のように思っているのか、航は振ふり向かないまま歩き始めた。凜太朗もそれを当然と思い、急いで走って追いつく。

「あの、今の電話」

「部長だ」

「……ありがとうございます」

（凄すごい、椎名さん……）

　営業の人間は昼休みがあってないようなものだ。別に長時間サボるわけではないし、当然の権利を行使するだけなのだが、営業で外回りをしている時はともかく、凜太朗は意外にその融ゆう通ずうを利きかすのが下手へただった。

　凜太朗の性格を知っている航はその危き惧ぐを先に晴らしてくれたのだろう。

　航と一緒に蕎麦屋に行き、早く食べられるようにきつね蕎麦と稲荷いなりを頼たのむ。すると、月見蕎麦定食を頼んだ航の口元が笑えんだ。

「ダブルできつねか」

「あの甘い揚あげが好きなんです」

「そういえば、郁も稲荷寿ず司しが好きだったな」

「課長が？　意外……」

「あいつも鈴木と同じように、甘い揚げが好きなのかもしれないな」

　航の方から郁の話が出るのは珍めずらしい。

　先日の食事では聞けなかった二人の話を今なら聞けるかと思い、凜太朗は思い切って切り出してみた。

「兄弟仲って、いいんですか？」

「……普ふ通つうだな」

「普通？」

「あいつも俺もドライな方だからな。必要がないとゆっくり話もしない。ああ、そう言えば鈴木も弟がいたと言っていたな？」

「俺のとこは年が離はなれているんで……俺が纏まとわりついてて嫌がられます」

「そうか」

　すぐに想像できたのか、航は楽し気に笑う。

（ドライか……椎名さんはそのまま想像できるけど、課長って結構世話好きで人が好きな感じだけどなぁ）

　例えば、新入社員と指導係という関係がなかったら、おそらく航とはきっと話もしていなかったと思う。半ば強制的に一緒にいるようになって、少しは航に気に入ってもらって……だからこそ、今こうして昼ごはんも一緒に食べることができている。

　対して郁は、あちらからグイグイと距きよ離りを詰つめてきた。最初は戸と惑まどったが、結果的に打ち解けるのは早かったように思う。

「郁とは上手くやってるか？」

　唐とう突とつに聞かれ、凜太朗は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「……え……え？」

　どういう意味なのだろうと様々なことを想像したが、まさか郁が凜太朗とのことを言うはずがないと思い、ようやく上司と部下としてなのかと結論付けた。

「本当に、いつも勉強になってます。同じことを聞いても、ちゃんと丁てい寧ねいに教えてくれるし、人の意見を引き出すのが上手いし。コミュニケーション取るのが上手だから、取引相手もすぐファンになっちゃいます」

　郁の良いところ、尊敬するところはたくさんある。

「あいつの調子のいいところは長所のひとつだからな」

　その言葉の中に愛情を感じ、凜太朗は嬉しくなった。

「俺には真似まねできないな、と思うんですけど、やっぱり凄いなって尊敬します」

「あいつの真似は俺にもできないな」

「そんなこと……」

「アメリカ出向になって、お前の指導が中ちゆう途と半はん端ぱになってしまったことが唯ゆい一いつ心残りだった。後任が郁って決まった時は驚いたが、きちんと育ててくれてるみたいで良かった」

　あの時、凜太朗は航がいなくなることを悲しんでいただけだったが、彼は残された凜太朗のことをちゃんと考えてくれていたのだ。

　やはり、航は優やさしい人だと思う。人にはドライに見えても、心の中は思いやりに溢あふれている人だ。

「立て続けに優ゆう秀しゆうな先輩が指導係についてくれたから、あいつはどんだけ期待されてるんだって、同期からやっかまれました」

「指導係には、郁が立候補をしたそうだな」

「えっ！　そうなんですか？」

　知らなかった。単に手が空いていたからたまたまと思っていたが、まさか郁自ら手を挙げてくれていたとは。

「知らないうちに交流でもあったのかと思ったんだが……そういうわけでもないのか」

　航が不思議そうに言うが、凜太朗もどうしてなのかまるで想像がつかなかった。

「一度、たまたま居合わせた時に、お前の話をしたことがあるんだ。面おも白しろい新人の担当をしてるって。……俺が他人の話をするのは珍しいから、あいつが変に興味を持ったのかもしれないな」

　二人の間で自分の話題が出ることも意外だったが、それはどういうことなのだろうと妙みように胸が騒さわぐ。

「変な話をしてしまったな。気にするな。……でも、何か嫌いやなことがあったら俺に話してくれていいからな」

　そう言って、頭を軽くポンポンと叩たたかれた。

　いつもと同じ、優しい手だ。懐なつかしく、そして嬉しくも思うが、郁の時は───。

『好きだ』

　郁はよくからかってくるが、あんなことを冗じよう談だんで言う人ではないと、この一年側そばにいた自分が一番よく知っているはずだ。

「あの……椎名さん」

「ん？」

　郁の真意がわからない凜太朗は思い余って先日の出来事を相談しようかと思ったが、タイミングよく注文した品が運ばれてきた。

　人がきたことによって口を噤つぐむと、再び切り出すのはなかなか難しい。

「で？」

　店員が立ち去った後、航は話を促うながしてくれたが、この一瞬で気力が萎なえてしまった。そもそも、当人の身内に恋れん愛あい相談をするのはおかしいかもしれない。

「何でもありません。美味うまそう……いただきます」

　口の中にものが入っていれば話さずに済む。そんな凜太朗の意図を知ってか知らずか、航も食事を始めた。

（……眼鏡めがね、曇くもらないんだ）

　食べ方が上手うまいのか、普通の蕎麦が高級素材に見えてしまう。

（椎名さんのことも、課長のことも好きだし、良い人だと思うけど……）

　郁の言った好きだという言葉の意味を考えるだけで頭の中がぐるぐるとして、凜太朗は大好きな甘い揚げの味もわからなくなった。










　篠原と約束した時間が近づき、凜太朗は早々に帰宅の準備を始めた。いくら先方がプライベートだと言っていても、取引先相手との食事に遅おくれるわけにはいかない。

「……あ」

　すると、ふとあることに気づき、凜太朗は隣となりの深山を振ふり返る。

「なあ、取引相手との食事の領収書、やっぱり手書きの方が良いよな？」

「え？　取引相手って、いつそんな話になったんだ？」

「篠原部長に誘さそわれたんだよ。向こうが連れて行ってくれるって言ってるけど、やっぱりこっちが支し払はらうんだよな？」

　これまで何度か郁と共に接待に行ったことはあるが、今回は凜太朗一人だ。失敗しないようにするだけでも緊きん張ちようするのに、支払いのタイミングを計るのは難しい。

「え……お前、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「失礼な奴やつ。俺だって接待くらいできるって」

「……部長か課長に一言、言った方が良いんじゃないか？」

　深山の言葉に心が揺ゆれるが、いつまでも誰だれかを頼たよってばかりいても駄だ目めだということはわかっている。それに篠原は話しやすく優しい人なので、悪い想像はしなくても大丈夫だろう。

「明日ちゃんと報告するよ。じゃあ、お先に」

　凜太朗はそう言って深山の肩かたを叩くと、足早に部屋を出た。

　エントランスホールを出たのは午後六時五十分。会社を出て道路を見たが、それらしい車はまだ停とまっていないようだ。

　どうやら先に着いたことに安心して携けい帯たい電話を取り出そうとした凜太朗は、

「鈴木くん」

　少し離れた場所から名前を呼ばれた。

「篠原部長？」

　てっきり車を横付けにするのだろうと思っていたが、篠原は歩いて近づいてくる。もちろんスーツ姿だが、夕方というのにぴっちりと決まっていて、草臥くたびれた自分とは大おお違ちがいだ。

「元気そうだね」

「わざわざ迎むかえに来てもらってすみません」

　凜太朗は慌あわてて頭を下げる。

　そして顔を上げた時、なぜか少し顔を覗のぞき込むように篠原が身を屈かがめてきた。

「あ、あの？」

　突とつ然ぜんのことに一歩後ずさった凜太朗は、困こん惑わくして篠原を見上げる。

「……」

「……」

「……」

「あの、俺、何か……」

　顔に何か付いているのかと頰ほおに触ふれてみれば、篠原はふっと楽し気に目を細めた。

「久しぶりに会ったからかな。ずいぶん雰ふん囲い気きが変わったね」

「そうですか？」

　篠原の会社の担当を外れたのは二カ月前だ。もちろん、それから少しは成長していないと拙まずいが、それでも改めて言われるほど変わった自覚はなかった。

　篠原の言葉に疑問は湧わくものの、凜太朗は気にしないようにして話を続ける。

「タクシーでいらしたんですか？」

「いや、少し離はなれた駐ちゆう車しや場に停めているんだ。行こうか？」

　そう言って肩を抱だかれて歩き始めた凜太朗は、ちらりと篠原を見上げた。

（手……？）

　帰宅時間なので、町には多くの人の姿がある。カップルらしき男女は手を繫つないだり腰こしを抱いて歩いているが、男に肩を抱かれて歩く男というのは当然見当たらない。

　これが深夜酔よった上での肩組みならばありそうだが、今はまだ自分たちは素面しらふなのだ。

　時折ちらちらと視線を感じ、凜太朗はさりげなく篠原から距きよ離りを取ろうとする。だが、意外にも肩を抱く力は強く、まるで連行されるかのように歩き続けた。

「あ、あの、部長」

「ん？　なんだい？」

「えっと……」

　こちらを見下ろしてくる篠原は上じよう機き嫌げんだ。

　その様子を見ると手を離してくれとは言い難にくく、凜太朗はそのまま駐車場まで肩を抱かれるようにして歩いた。

　車はイメージの通り外車で、凜太朗も知っているメーカーだ。汚よごさないように身を小さくして助手席に座ると、車はスムーズに走り出した。

　着いたのは銀座の高級焼き肉店だ。店構えからして、自分がいつも行くような店とはまるで違う。

「す、凄すごい店ですね」

「国産牛専門店だから美味いよ」

「国産牛……」

（よ、良かった、カード持ってきて……）

　現金ではとても支払えない気がする。

　中に入り、その店の支配人らしき男性がわざわざ案内してくれたのは個室で、内装もシックでとても焼き肉店には見えない。

「ほら、好きなものを注文して」

「は、はい」

　好きなものと言っても、結局後から自分が支払いをするのかと思うと何でもかんでも頼たのむというわけにはいかなかった。ただ、ここで金額の話をするのは失礼過ぎるだろう。

「……私が勝手に注文するよ」

　凜太朗の逡しゆん巡じゆんをよそに、篠原は次々と注文を始める。国産牛だからかどれも本当に美味おいしくて、初めは遠えん慮りよしていた凜太朗も次々と肉を腹に収めていった。

「どうだ？」

「美味しいですっ」

　気持ちのままに、顔は満面の笑えみだ。篠原も機嫌よく、綺き麗れいな手つきで箸はしを進めていく。

「その顔を見ているだけでもわかるよ。気に入ってもらったようで良かった。ああ、そうだ、この後飲みに行こうか？」

「飲みに、ですか？」

　てっきり食事だけだと思っていた凜太朗は、新たな誘いにすぐに頷うなずけなかった。酒が弱くて付き合えるとは思えなかったし、平日なので明日も仕事がある。それに、幾いくら篠原が良い人でも取引先の相手で、緊張感を持ったまま飲むと悪酔いをしそうだった。

「この年になると、会社の人間も気を遣つかってなかなか飲みに行ってくれないんだ。その点、鈴木くんは慕したってくれて嬉うれしくてね」

　しかし、寂さびしそうに言われてしまうと、行きませんとは言い難い。

「じゃあ、少しだけ。明日も仕事があるので……」

「もちろん、無理はさせないよ」

　一時間ほどの食事を終えて、今度は歩いて篠原の行きつけの店へと向かった。

　表通りから一本中に入った店は、いわゆる隠かくれ家がといった雰囲気だ。

「いらっしゃいませ」

　表には男が一人立っていて、篠原に頭を下げるとドアを開いてくれた。もしかしたら会員制の店かもしれない。

（す、すご……）

　広くはないが、狭せまくもない居い心地ごこちの良い場所。凜太朗たちが入店した時には数人の男たちがいたが、いわゆる接客をする女性はいなかった。

　カウンターの中にいるのも接客係も、すべて男だ。初めて入った雰囲気に凜太朗が落ち着きなく辺りを見回していると、空いたソファに座った篠原が楽し気に笑った。

「女性がいるような店が良かったかな？」

「そ、そんなことありません」

　思っていたことが顔に出たのかと恥はずかしくなり、凜太朗は隣に座りながら熱くなる顔を伏ふせる。すると、下を向いた視線の先に、伸のびてくる手が見えた。

（……え？）

「鈴木くんは素す直なおで良いね」

　そう言いながら、篠原の手が凜太朗の膝ひざを撫なでる。

「あ……の」

「でも、以前は子供っぽかったのに、久しぶりに会って雰囲気がずいぶん変わって見えたよ。もしかして、恋こい人びとでもできた？」

　膝の上の手が、少し腿ももへと移動してきた。

「こ、恋人なんて、いません」

「……そうは見えないけど」

　篠原が間合いを詰つめてくる。彼の付けている香こう水すいの香かおりが強く香って、凜太朗の中の警けい戒かいレベルが一気に跳はね上がった。

　周りに見られてしまったらと思いながら視線を彷徨さまよわせるが、誰だれも自分たちを気にしている様子は見えない。むしろ、二人連れの多くが距きよ離り感かんがないことに初めて気づいた。

（も……しか、して……）

　ここまできて、凜太朗の胸に疑ぎ惑わくが湧いた。篠原は、同性を恋れん愛あい対象にする人なのかもしれないと。その対象が自分だというのにはどうしてという謎なぞしかないが、それでも篠原のスキンシップの多さや、男しかいないこのバーの雰囲気を見れば、疑惑は確信に変化していく。

　危機感を覚えた凜太朗が今度は大おお袈げ裟さに身体からだを引くと、篠原はさっと手を握にぎりしめてきた。

「ぶ、部長は、バツイチですよね？」

　深刻になり過ぎないよう、わざと声を明るくしながら告げたが、

「妻はいたが、私はバイだよ」

　あっさりとカミングアウトされた。

　部下でもない、取引先の社員にこんなプライベートなことを言ってもいいのかと心配になるが、一応篠原は凜太朗を信用してくれているらしい。

「君は面おも白しろがって公言するような子じゃないだろう？　それに、案外こっちに興味があるんじゃないかな？」

「ぶ、部長、俺は、ちがうんです。へ、偏へん見けんはないつもりですが、でも、あの、俺は女の子が好きで、男同士は考えたことも……あ、いえ、あぁっ、電話！」

　まさにその時、タイミングを計ったかのようにポケットの中の携けい帯たい電話が鳴り、逃にげるチャンスだと凜太朗は相手を見ないまま出た。

「はい！」

『大だい丈じよう夫ぶか？』

　耳に低く響ひびく声に、凜太朗は泣きそうになって強く携帯電話を握り直す。こんなにも心細い時に電話を掛かけてくるなんて反則だ。

「……だ、大丈夫……じゃ……」

『篠原部長、そこにいるな？　代わってくれ』

「え……で、でも」

　もしかしたら、何か大きな問題になってしまうのではないか。まだ自分だけで収めた方が良いのではないかと思ったが、その傲ごう慢まんな気持ちを郁があっさり切り捨てた。

『そんな声を出す人間がどうにかできるわけがないだろう』

　初めてかもしれない郁の厳しい言葉に、今度こそ凜太朗の視界が潤うるんだ。だが、彼の言う通りだ。どうしたらいいのかとオロオロしているだけの自分が、この場を上手うまく収められるはずがない。

　凜太朗はそっと篠原に携帯電話を差し出した。

「誰だい？」

「か……椎名、課長です」

「ああ、彼か。……ああ、私だ。久しぶりだね、椎名くん」

　篠原はまったく躊ちゆう躇ちよしないで電話に出た。何を話しているのかは聞こえないが、しばらく郁の言葉に耳を傾かたむけていたらしい彼が凜太朗を見、ふっと苦く笑しようを零こぼした。

「悪かったね。今からちゃんとタクシーに乗せて帰らせるよ……ああ、また」

　通話を切った椎名に携帯電話を渡わたされたが、話がどう進んだのか凜太朗にはわからない。

「あの……部長」

「帰ろうか」

「え……」

「同性が問題なくても、誰でもいいというわけではないようだしね。申し訳ないが、今夜のことはすべて忘れてほしい。仕事上の付き合いはこれからもよろしく頼むよ」

「は、はい」

　一いつ杯ぱいも飲まないまま店の外に出て、すぐにタクシーを拾われた。

「真っ直すぐに帰るんだよ。悪い大人に捕つかまらないように」

　ドアが閉まり、車が走り出してようやく、凜太朗は強こわ張ばっていた身体から力が抜ぬける。

（……怖こわかった……）

　あんなふうに自分が迫せまられると考えもしなかったし、逃げられないほど弱いと初めて知った。今回は篠原があっさり引いてくれたので良かったが、もっと強ごう引いんだったらどうなっていたのか想像もできない。

　凜太朗は篠原に摑つかまれた腕うでを握りしめる。人間的にむしろ好きだった人なのに、欲望を感じ取った途と端たん怖こわくて、嫌けん悪お感かんが増した。

　もしも、同性が恋愛対象だったとしても、こんなふうに嫌悪を感じる相手と一いつ緒しよにいることなんてできない。

　その時、携帯電話が鳴った。ビクッと肩かたを揺ゆらした凜太朗だったが、表示された名前に深い安あん堵どの息をつく。

「は、はい」

『今どこだ？』

「タクシーで、帰ってます」

『わかった。先にお前の家の前で待っている』

　えっと声を上げる前に、電話は切られた。

（……怒おこってた……）

　聞いたことがないような怖い声だった。仕事で叱しかられるのとは違ちがう、本気で怒っている声だ。

　勝手に篠原の誘さそいを受け、勝手に貞てい操そうの危機に遭あって、結局郁に迷めい惑わくを掛けてしまった。叱られるのも当然だ。

　家に着くまで、凜太朗はどう謝ろうか必死に考えた。篠原に迷惑を掛けないよう、全部自分のせいにして、郁は納なつ得とくしてくれるだろうか。

　町中は少し混こんでいて、家に着いた時には電話から四十分も経たっていた。

「あ……」

　窓からマンションの外がい壁へきに背を預けて立っている郁の姿を見つけ、凜太朗は慌あわてて支し払はらいを済ませると彼のもとに駆かけ寄った。

　近くで見た顔は、電話の声と同様怖い顔だ。

「すみませんでしたっ」

　深く頭を下げ、凜太朗は謝罪した。色々と言葉を考えていたが、それしか出てこなかった。

「篠原部長がやけにお前に連れん絡らくをしてくると聞いてはいたが……怖い目に遭わせてしまったな。俺の管理不足だ。すまん」

「課長……」

　ハッと顔を上げると、さっきまで怖いと思っていた顔が心配げに歪ゆがんでいる。いや、最初から郁はこんな顔をしていた。怒っていたわけではなく、凜太朗が傷ついたのではないかと、本当に心配して駆けつけてくれたのだ。

　凜太朗の目から、急に涙なみだが溢あふれた。

「どうした……何かされたのか？」

「……違うんです。篠原部長とは、ご飯を食べただけです。……でも、なんか課長の顔を見たら安心しちゃって……」

　肩や腿を触さわられて、本当は怖かった。好きではない相手から性的な接せつ触しよくを求められることが、こんなに嫌悪感のあるものだとは、今日、さっきまでわからなかった。そして、郁の顔を見ただけでこんなにも安心するなんて───。

　涙が止まらない凜太朗を、郁がそっと抱だき寄せる。

「大丈夫だ。何もしないから」

　温かい体温が気持ちを落ち着けてくれる。郁の胸はとても安心感があった。

（どうして、課長は違うんだろう……）

　考えようとするものの、今日はショックが大き過ぎて思考が散さん漫まんになっている。

　凜太朗は現実から逃げるように目を閉じた。








第五章









　今回のことは自分の甘さが引き起こしたことで、郁が篠原と話をしてくれなければもっと拙まずい状じよう況きようになったかもしれない。

　今朝改めて郁に謝罪したが、チラリと向けられた郁の眼まな差ざしはいつもと変わりなかった。

「休まなかったのか、えらいな」

「課長……」

「向こうは気にしなくていい。根に持つタイプじゃないからな」

　篠原の会社とは長く取引をしているので、郁が担当だった時もあるかもしれない。もしかしたら、プライベートで付き合いがあったかもと考えると、凜太朗の脳のう裏りを昨夜のバーの光景が過よぎった。

　あの場に郁が居たことがあるかもと想像すると、胸が締しめ付けられるほど痛くなる。もちろんそれはただの想像なのだが、昨日からの興奮が続いているのか妄もう想そうは頭の中でどんどん膨ふくらんでいった。

「なんだ、そんな顔して」

　なかなかその場から立ち去ることができない凜太朗を見て、立ち上がった郁が宥なだめるように頭を撫なでてくれる。クシャクシャと、少々乱暴な仕草に妙みように安心して、凜太朗は小さく息をついた。

「仕事だ」

「……はい」

　頭を下げて自分の机に戻もどると、深山が声を潜ひそめて尋たずねてくる。

「叱られたのか？」

「別に……」

「ごめん。昨日の接待の話、課長に言ったの俺なんだ」

　意外な深山の言葉に、まじまじとその顔を見てしまった。

　確かに昨日深山に篠原との食事の話はしたが、いったい何時いつ郁に伝えたのだろうか。

「お前が帰ってからしばらく仕事をしてたんだけどさ、やっぱり気になって課長に話したんだよ。課長も驚おどろいてたけど、後は任せろって言われて」

　どうやらその後に何があったのか、そこまでは知らないらしい。おそらく、報告もなく一人で勝手に接待をしたことを叱られたのだろうと思っているようだ。

　そのことに凜太朗は本当に安堵した。迫られたなどと知られるより、叱られてしまったと思われる方が断然ましだ。

「リンリン」

　黙だまり込む凜太朗に、相当酷ひどく叱られたのだろうかと思ったらしい。

　男らしい太い眉まゆを情けなく下げる様子に、凜太朗は色々な意味を込めて礼を言った。

「……ありがと。課長に言ってくれて助かった。やっぱり、俺一人で接待って、まだ早かったみたいだ」

　すると、深山は明らかに安堵したように表情を緩ゆるめる。凜太朗のことを心配したからとはいえ、郁に告げ口をした気分になっていたのだろう。

「……難しいな」

「え？」

「……色々」

「そうか。まあ、落ち込むなって」

　精せい一いつ杯ぱいの慰なぐさめを口にしてくれる深山にもう一度礼を言い、凜太朗はそっと郁を振ふり返った。

（ちゃんと……助けてくれた……）

　じわじわと嬉うれしさが胸の中に染しみわたっていく。

　電話だけではなく、家まで会いに来てくれた。自分のことを大切に思ってくれていることが伝わり、凜太朗は緩む口元を慌てて引き締めた。
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　深山と話す凜太朗の顔に少しだけ笑えみが浮うかんだのが見え、郁はようやく安心して席を立った。海外事業部の部長に呼ばれていたからだ。

（何もなかったから良かったが……）

　自分の危機管理の甘さに、今さらながら腹が立つ。

　篠原の性的指向は知らなかった。離り婚こん歴があるのは知っていたので、おそらくバイなのだろう。

　まさか男が欲望の対象になるとも思っておらず、スキンシップの激しい男だとは思っていた。

　ただ、以前一度来社した折、廊ろう下かで話をしていた凜太朗の腰こしを抱だく手に、妙な違い和わ感かんを覚えたことがあった。

　それから、頻ひん繁ぱんに篠原から電話があることを深山から聞いた。担当が替かわっても必ず凜太朗を指名する篠原に、嫌いやな予感はしていたのだ。

　それなのに、泣くほど怖こわい目に遭あわせてしまった。これはもう、郁自身の認にん識しきが足らなかったと言うほかない。

　昨晩は本当に幸運にもすんでで阻そ止しし、急いで駆けつけて宥めることはできたものの、今朝も凜太朗は元気がない様子だった。

　やはり、心に傷を負ったのではないだろうか。

　できるのなら全力でフォローしたいが、凜太朗のプライドを考えると本人が自分で心の落ち着きを取り戻すのを待つ方が良い。

「……」

　こんなふうに、誰だれかのことが頭を離はなれないのは、初めてかもしれない。そして、己おのれの無力さを痛感することも。

　落ち込んだままエレベーターに乗った郁が海外事業部のフロアに降りた時だ。

　ちょうど向かいから歩いてくる航の姿を見つけ、こんな時にと無意識に眉み間けんに皺しわが寄った。

「浮かない顔をしてどうした」

「……お前には関係ない」

　そのままやり過ごそうとしたが、珍めずらしく航が言葉を続けた。

「鈴木のことか？」

　図星を指され、固まった。一度口くち煩うるさいことを言われたが、基本的に他人に無関心な航がもう一度話を蒸むし返すとは思わなかった。

「あいつに構うのは、俺への対たい抗こう心か？」

　しかし、続く言葉に思わず目の前の顔を見み据すえた。仮に対抗心があったとしても、それに凜太朗を使うわけがない。

　そもそも、航は凜太朗の指導係だったという顔をして偉えらそうな説教を垂れるが、先に凜太朗を見つけたのは自分の方だ。

　まだ入社する前の、不安で心細げな表情も、御お守まもりをくれたという弟のことを語る柔やわらかな笑みも、ガードマンにまで頭を下げる謙けん虚きよさも。何もかも先に自分が知ったのだ、ふざけるなと言ってしまいたい。

　しかし、これは自分の中だけの大切な思い出だ。凜太朗にも伝えていないことを、双ふた子ごだからといって航に言うはずがない。

　無言を貫つらぬく郁に、航は自身が言ったことが的を射ていたと思ったらしい。

「あまり可哀かわい想そうな真似まねをするな」

「可哀想？　……可哀想なのは、お預けを食くらっている俺の方だと思うけどな」

「噓うそをつくな。どう見ても鈴木の方がお前の態度に参っているだろう。何をしているんだ、お前は」

　仕事をしているフロアも違ちがうのに、いつ見ていたのだろうかと感心する。

「リンリンが何かお前に言ったのか？」

「あいつが言うはずないだろう」

「じゃあ、お前が勝手に言っているのか」

「元指導係として気に掛かけて何が悪い」

（もう一年も前のことだろう）

　航の凜太朗に対する感情は先せん輩ぱい後輩の範はん囲いを超こえないとは思うものの、気に入っていることに間違いはない。その感情が変化する可能性は、自分のことを考えるとまったくないとは言えなかった。

　双子の好みが似ているかどうかはともかく、万が一航がライバルになれば厄やつ介かいだ。

「……郁」

「……」

　それきり黙り込む郁をしばらく見ていた航が、呆あきれたように溜ため息をついた。

「だったら俺にも考えがある」

「……何？」

「俺には時間がないからな」

「おいっ」

　止める間もなく、航は立ち去ってしまった。

　その場に立ち竦すくんだ郁は、今の航の言葉を頭の中で繰くり返す。

（まさか……）

　弟みたいと言っていたくせに、もしかして任せておけないと奪うばうつもりなのか。

　郁の危機感が一気に高まった。
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「あ、リンリン、お前総務に行ったか？」

「え？」

「先月の健康診しん断だんの結果。取りに来てないのは後三人だって怒おこってたぞ」

「あ……忘れてた」

　航の帰国や、郁の不可解な行動で、伝達されていたことをすっかり忘れていた。

「お前は取りに行ったのか？」

「昨日行って叱しかられた。早めに行っておいた方が良いぞ」

　深山が言うように、後回しにしたらまた忘れそうだ。

　仕事をする前に先に取りに行こうと席を立った凜太朗は、総務部で案の定嫌いや味みを言われてしまった。

「まったく、営業は仕事以外を後回しにすること多いわよね」

「すみません」

　取りに来ていない後の二人も営業の人間だった。彼らに今日中に来るよう、くれぐれも伝えてくれと半ば脅おどされてようやく解放された凜太朗は、急いで営業部に戻もどるために早足で廊下を歩く。

「え、椎名課長が？」

　しかし、ふと聞こえてきた名前に無意識に足が止まった。

（今、課長の名前……）

　どうやらそれは、ドアが開いている人事課から聞こえてきたらしい。

　そっと覗のぞくと、見たことのある営業の社員が人事課の事務の女性と立ち話をしていた。

「やっぱり、あの人有能だからなぁ」

「弟の方が行ったんだから、今度は兄貴でもおかしくないよな」

「でも、椎名課長がいなくなるのは寂さびしいわ」

（いなくなる？）

　唐とう突とつなその単語に、心臓が鷲わし摑づかみにされたくらいの衝しよう撃げきを受ける。

「飛行機の予約は何時いつなんだよ」

「来月だから、引き継つぎも急かもね」

　それ以上話を聞けなくて、凜太朗は無我夢中で非常階段の扉とびらを開いた。一気に三階分の階段を駆かけ上り、呼吸が苦しくなって足は止まってしまったが、妙みような焦しよう燥そう感かんに居ても立ってもいられない気分だ。

「……噓だろう……？」

（課長がいなくなる？）

　航が行ったから、今度は郁、そう言っていた。その言葉のままだとすると、アメリカ出向から戻ってきた航の代わりに、今度は郁がアメリカに行くということだ。

「……どうして……」

　せっかく航が戻ってきてくれたのに、今度は郁なんて、どうしてそんなことが決まったのだろうか。

（課長……何も言ってくれてない……）

　好きだなどと言ったくせに、こんな大切なことを隠かくしているなんて卑ひ怯きようだ。これではいなくなる前に言い捨てたのかと疑ってしまう。

「……っ」

　凜太朗は唇くちびるを嚙かみしめ、先ほどとは打って変わって歩くのさえ億おつ劫くうになった足を無む理り矢や理り動かして階段を上った。










　それから三日、凜太朗は郁の動向を息を潜ひそめて窺うかがっていた。

　人事課で聞いた話をいつ郁が切り出すか怖くて、それでもいない間に話をされるのも嫌で、なかなか席を立つこともできなかった。

　しかし、今日の終業時間になっても何も発表されない。まるで凜太朗の聞いたことが夢だったのかと思うくらいいつもの日常で、終業時間を迎むかえるころには拍ひよう子し抜ぬけをしてしまった。

（もしかして、聞き違いだったのかも……？）

「リンリン」

「は、はいっ」

　名前を呼ばれ、凜太朗は慌あわてて郁の机へ向かう。

「時間、もう少し大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい」

「企き画かく書しよの変へん更こう部分。ここを今日中に修正できるか？」

　郁の指し示す書類に目をやるため机の上を見た時だった。

「……っ」

　端はしにまとめてある書類の中に英文のものがあった。同時に、物件の資料も一いつ緒しよに見える。

（これって……アメリカでの……住居？）

　既すでに出向は本決まりで、アメリカでの住居を探している───。

　そう思った瞬しゆん間かん、凜太朗の背中に冷ひや汗あせが流れた。言葉で言われるよりも雄ゆう弁べんな証しよう拠こを目の前に突つき付けられた気がしたからだ。

「あ、あのっ」

「ん？」

　立っている凜太朗を見上げる郁の眼まな差ざしは優やさしく、凜太朗の次の言葉を待ってくれている。だが、凜太朗は結局何も言えなかった。

「リンリン？」

「……これ、やります」

　返された企画書を手に、足取りも重く自身の机に戻る。パソコンを開くが、一向に指は動かない。

（俺……）

　これほど動どう揺ようする自分が信じられなかった。

　あれほど慕したう航の出向が決まった時も、寂しかったが栄転だと素す直なおに応おう援えんできたのに、今胸の中にあるのは動揺と困こん惑わくと……どうしようもない寂しさだ。

　彼の《好き》という気持ちに何の反応も示さなかったくせに、側そばからいなくなってしまうことが嫌なんてどれほど我が儘ままなのか。そうは思うのに、ここまで何も言われないと勝手に裏切られた気分になった。

（……何考えてるんだ、俺……っ）

　今は仕事中だ。余計なことを考えるなと必死に気持ちを立て直したが、結局企画書の修正を終えたのは午後九時前だった。

「……」

　凜太朗は深く息をつく。かろうじて今日中には仕上げたが、確かく認にんしてもらうのは明日になりそうだ。

「できたか？」

「！」

　不意に声を掛かけられ、凜太朗は慌てて振ふり向いた。

「課長……残っていたんですか？」

　てっきり自分しかいないと思っていたが、郁もまだ残っていたらしい。

「俺が指示したのに、先に帰るわけにはいかないだろう？」

　ごく当たり前のように言われ、あっと言葉を飲み込んだ。自分の気持ちが不安定で遅おそくなったというのに、郁まで待たせてしまったことが申し訳ない。

　咄とつ嗟さに立ち上がった凜太朗は深く頭を下げた。

「すみませんっ」

「気にすることはないぞ。二人きりなのをいいことに、食事に誘さそおうと思っているしな」

　からかうように言う言葉がどれだけ本気なのかはわからない。それでも凜太朗は即そく座ざに頷うなずいた。

「俺に奢おごらせてくださいっ」

「リンリン」

「奢らせてくださいっ」

「……じゃあ、遠えん慮りよなく。帰り支じ度たくをしようか」

　凜太朗の目の前から企画書を取り、読みながら自身の席へ戻っていく郁を見送る。そんな彼からぎこちなく視線を外し、自分も帰り支度を始めた。

　社内はほとんどの電気が消されており、外に出た時は人ひと影かげもあまり見えなかった。

　ぼんやりと街灯を見上げていると、目の前に車が滑すべり込んでくる。

「待たせた」

　助手席の窓を開けてそう言う郁に首を振って応こたえ、凜太朗は助手席のドアを開けて座った。

「どこに行く？」

「……どこでもいいです」

「リンリンが奢ってくれるんだろう？」

　笑いながら指し摘てきされ、さっき口にしたことを思い出す。持ち合わせで行ける店を思い浮うかべようとするが、凜太朗の頭の中はあのことが占せん領りようしてなかなか他ほかの事を考えられない。

「どうした？　何かあったんだろう？」

　そんな凜太朗の様子に、郁はそう言ってハザードを点つけた。

　車の中、二人きりという空間を意識した凜太朗は、膝ひざの上に置いた鞄かばんをギュッと摑む。

「……好きって、本心ですか？」

　ぽろっと、口に出た言葉に自分で驚おどろいた。本当は郁の出向について聞きたかったはずなのに、無意識に優先していたのが自分への気持ちだった。

　どんな返答があるのか、僅わずかな間に緊きん張ちよう感かんはピークに達していた。

「本気だ」

　さらりと、そして意外にもストレートに郁は言った。

「か、課長……」

「お前が好きだ。でも、安心しろ。お前の気持ちが最優先だ」

「……」

（俺の気持ちなんて……）

　今でさえグチャグチャで、頭の中がパンクしそうなのに、自分の気持ちなどはっきりわかるはずがない。ただ唯ゆい一いつわかっているのは、郁がいなくなってしまうことがとても寂さびしいということだ。

（いなくなるのに……）

「決められないお前の気持ちはわかっているつもりだ。時間はあるし、ゆっくりと考えて……」

（時間なんかないじゃんっ）

　人事課の噂うわさや物件の書類を見れば、郁の出向まで間がないというのは十分想像できる。このまま自分の気持ちを優先してグズグズ答えを引き延ばしていたら、結局事態は変わらないまま彼はいなくなってしまうだろう。

　それでいいのかと。

「……やだ……」

「リンリン？」

　太陽みたいな明るさで、凜太朗を引っ張ってくれた。

　傷ついた時には、すぐに駆かけつけて側にいてくれた。

　優しくて、少し子供っぽくて、激しい情熱で凜太朗を翻ほん弄ろうし、ドキドキとさせる人。

　凜太朗にとって郁は特別な人で、誰だれにも……それが航でも、代わりになる人なんていないのだ。

　これまで、凜太朗にしてくれたことに対する郁の気持ちに、どう報むくいることができるのか。

「……エッチ、しませんか」

　次の瞬間、口から零こぼれたのは自分でも思いもよらないものだった。

　言ってしまってから、凜太朗は愕がく然ぜんとする。蒼あお褪ざめているのではないかと思うほど、全身が冷たくなった気がした。

「……何を言っているのかわかっているのか？」

　そんな凜太朗から視線を逸そらさないまま、郁の声は今までとはまるで違ちがう色を帯びた。そのことで凜太朗は一瞬息をのんだが、不思議と言ったことを後こう悔かいしていないことに気づく。

「エッチしたらわかるってこと、あるんじゃないですか？」

「……」

「このままじゃ、俺……何も決められませんから」

　それでも、今の郁の顔を見られなくて俯うつむいていると、頭を優しく撫なでられる感かん触しよくがあった。

「ここでお前を説得して帰すほど、俺は良い人じゃないんだよ、リンリン」

　それは、凜太朗の意図をきちんと読み取った上での答えだろう。

　凜太朗もゴクッと唾つばを飲み込んで、ぎこちなく頷く。

「……い、い、ですよ」

「後悔しても知らないからな」

　続いて聞こえたのは、普ふ段だんの余よ裕ゆうがある郁の声とは違うものだった。










　郁が車を付けたのは、会社からあまり遠くないビジネスホテルだった。

　てっきりラブホテルに行くのだと思っていた凜太朗は、普通のホテルになんだか拍ひよう子し抜ぬけをしてしまう。

　男同士で泊とまるということに好こう奇きの目を向けられることもなく、意外にもすんなりと部屋は取れた。どうやらサラリーマンが仕事で利用するのも珍めずらしくないようだ。

　さすがに部屋はツインで、ベッドはシングルだ。高身長の郁には少し小さいなとぼんやりと思っていると、目の端はしで郁がネクタイを緩ゆるめていた。

「……っ」

　大阪での夜は、気づいたら二人でホテルにいた。しかし、今回は凜太朗自身の意思でここにいる。それでも妙みように落ち着かず、まともに郁を見られない。

　これから自分たちが何をしようとしているのか、いや、自分がどうしたいのかわかっているからだ。

「シャワー、どうする？」

「さ、先に入ります」

　後から入ってベッドで待つ郁のもとへ行くより、先にベッドに入ってしまった方が覚かく悟ごがつきやすい。浴衣ゆかたを握にぎりしめてバスルームのドアを閉めると、バクバクと激しく鼓こ動どうする心臓の音が聞こえてくるようだった。

　本当に、いいのだろうか。

　ここにきて自問自答したが、はっきりした答えは出なかった。それでも、勢いで今日行動しなかったら、悶もん々もんとしたまま明日を迎むかえたら、きっとそのまま郁を見送ることになっていたはずだ。誰かに背中を押されるのではなく、自分で一歩踏ふみ出すためにも、荒あら療りよう治じともいえるこの行こう為いを選せん択たくしたのだ。

「……どうするんだろう」

　変な話、セックスと言っても女の子とするのと男とするのでは全然違うはずだ。恥はずかしいが童どう貞ていの凜太朗はそのどちらも経験がなく、前もって自分が何をすればいいのか実際はわからなかった。

　どう贔屓ひいき目めに見ても、自分が郁を抱だく姿は想像できなくて、実際問題抱かれるのは凜太朗の方だろう。男同士のセックスがどういうものか、おぼろげな知識しかない凜太朗は、とにかく隅すみ々ずみまで綺き麗れいに身体からだを洗うことにした。郁が男との経験があるのかどうかはわからないが、不快な思いはしてほしくない。

　いつもより少し長めのシャワーを終え、浴衣を羽織る。考えて、下着は着けなかった。

「……お、お先にありがとうございました」

　振ふり向いた郁の眼まな差ざしが、ゆっくり凜太朗の身体の線を辿たどる。

「じゃあ、俺も入るから」

「ど、どうぞ」

　すれ違う時、少し肩かたが触ふれた。ピリッと衝しよう撃げきが走ったのは気のせいではない。

　ベッドの端に腰こし掛かけた凜太朗は、手持ち無ぶ沙さ汰たに部屋の中を見み渡わたした。思ったよりも狭せまくはないが、ここでセックスなんてできるのか。

　立ち上がり、今度は壁かべに手を当ててみる。最中の声が隣となりに漏もれないかと心配になったが、その時は枕まくらでもシーツでも嚙かんで我が慢まんすればいい。

（本当に、するんだ）

　初めてのセックスは本当に好きな人と、幸せな気分で結ばれたい。そんな乙女おとめチックな夢も見ていたが、現状はとてもそんなロマンチックなものではない。今の心境は、現実を忘れたいというのが強かった。

　あんなふうに真しん摯しに告白してくれた郁に対し、自分の勝手な気持ちのまま押し倒たおそうとしていることは全然誠意がない行動かもしれない。もしかしたら郁はまだそこまでの想おもいがなく、凜太朗の裸はだかを見てしまったら見る間に気持ちが醒さめてしまう可能性だってある。

　それでも、何かせずにはいられなかった。

　郁が今、側そばにいてくれることを実感したかった。

　ぼんやりとしている間に、時間は経たっていたらしい。

　バスルームのドアが開く音に敏びん感かんに反応して顔を上げると、同じように浴衣姿の郁が出てきた。

（……やっぱり、カッコいい……）

　髪かみを洗ったのか、濡ぬれた頭をタオルで拭ふきながら、郁はじっと見ている凜太朗に苦く笑しようじみた笑みを向けてきた。

「起きていたのか」

　それは、先に寝ねていることを期待した言葉なのか。

　子供扱あつかいされているようで、覚悟を決めたつもりの凜太朗は唇くちびるを引き結んだ。

「あ、当たり前です、俺から、さ、誘さそったんだから」

「……リンリン」

「えっと、俺は何をしたらいいですか？　あ、その、男同士だと、何か準備がいるんでしょうか？」

　恥ずかしくて早口になったが、それでも逃にげる意思はないと言外に伝えた。すると、ゆっくり近づいてきた郁がベッドに腰掛けている凜太朗の前で立ち止まり、身を屈かがめて軽くキスをしてきた。

「……っ」

　触れるだけだったそれはすぐに離はなれ、凜太朗はこれで終わりなのかと郁を見上げる。今までのキスは舌を入れて、唾だ液えきを交こう換かんするような濃のう厚こうなものだった。これではまるで、我が儘ままな凜太朗を宥なだめているだけのような気がする。

　しかし、郁の方も凜太朗の行動に違い和わ感かんがあるらしい。

「どういう心境の変化だ？」

「ど……いうって、俺は、好きだって言ってくれたから……」

「可哀かわい想そうだから、俺の想いに報いてくれるつもりなのか？　……その身体を使って」

　次々にぶつけられる言葉は凜太朗を非難してはいなかったが、どこか寂さみし気に響ひびいた。それでも、凜太朗は違うと言えなかった。同情などで男とセックスしようなんて思うはずがなく、そこには確かに郁への特別な感情があるが、それを言ってしまうと自分が今まで守ろうとしていたものがすべて崩くずれ去ってしまいそうだ。

　何より、みっともなく郁に「行かないで」と言ってしまいそうで、凜太朗は振り切るように郁の浴衣の衿えり元もとを摑つかみ、強ごう引いんに引き寄せて自分からキスを仕掛けた。

「んっ」

　ぎこちないまでも舌で唇を舐なめて促うながせば、郁もそっと開いて迎えてくれる。しかし、舌を挿そう入にゆうさせてもそこからどうすればいいのかわからない。

（つ、唾つばが……っ）

　見る間に唾液が溢あふれそうになって焦あせると、唐とう突とつに郁の舌が凜太朗のそれを搦からめ捕とってきた。きゅっと吸われ、ざらついた表面で擦こすられ、凜太朗の息は見る間に上がり、衿元を握る手に力がこもる。

　溜たまっていた唾液はいつの間にか飲まれてしまい、反対に注ぎ込まれたものを素す直なおに飲み込んだ。

　すると、その手に大きな手が重なってきた。

「……んはっ」

　強こわ張ばった指をゆっくり剝はがされ、キスを解いた凜太朗は息を弾はずませながらただ郁を見つめ続ける。

「……もう少し、ちゃんとした形が良かったんだがな」

「……か……ちょ？」

「お前が可愛かわい過ぎるから悪い」

　そう言いながらかぶさってきた郁の重みで、凜太朗はベッドの上に仰あお向むけに倒れ込んだ。










　シングルのベッドは小さいと思っていたが、実際に大人の男が二人で寝てしまうとさらに窮きゆう屈くつだ。落ちてしまわないかと思う反面、これだけ狭いのだからと郁にくっつく理由ができたことにどこかで安あん堵どしていた。

「……っ」

　何度も軽いキスをしてきた郁の唇が、そのまま首筋へと移る。くすぐったくて身を竦すくめると、逃げることを許さないかのように顎あごを取られた。

「あ……の……」

　こんなに至近距きよ離りで見つめ合うのは初めてだ。整った郁の顔に照れて目を伏ふせると、親指が確かめるように濡れた唇をなぞった。

「……俺でいいのか？」

「……え？」

「初めてだろう？　男の俺が相手で、本当にいいのか？」

　普ふ段だんの自信に満ちたものとは違ちがう、どこか躊ちゆう躇ちよを感じさせる声に、凜太朗は言葉の代わりに目の前の頰ほおを両手で包んだ。

「結構、失礼なこと言いますよね。俺が、初めてとか……」

「違うのか？」

　確信を持って聞かれ、怒おこる隙すきもなかった。

「違いませんけど……あの、噓うそじゃ……ないですよね？　俺のこと……あの……」

「ああ、好きだ」

　きっぱりと言い切られ、凜太朗は安堵する。自分からは好きだと言わないくせに、郁から貰もらう言葉が嬉うれしかった。

「だったら、いいです」

　凜太朗の覚かく悟ごをようやく受け止めてくれたのか、身を起こした郁が浴衣ゆかたの帯を外す。解いた浴衣の下が全ぜん裸らだったことが意外だったのか、一いつ瞬しゆん郁の手が止まった。

「……あ、あんまり、見られたものじゃないですけど」

　咄とつ嗟さに両手で下か肢しを隠かくしたが、手の下のそれが少し反応しているのがわかる。興奮している自分に、じわじわと顔が火ほ照てった。

「……男前だな、リンリン」

　そんな凜太朗の羞しゆう恥ち心しんを和やわらげてくれようとしたのだろうが、今この場で《リンリン》と呼ばれるのは複雑だ。

「だ、だって、どうせ脱ぬぐと思って……」

　脱がされる恥はずかしさより、初めから脱いでいた方が絶対にましだ。そう思うのに、全身に感じる視線を思えば、間違いだったかもしれないと不安になった。

「こうしてみると、細いな。あれだけ食べているのに……」

　腹を撫なでられ、そのくすぐったさに肌はだが騒ざわめく。

「あ、あんまり、太らない方で……あ、あのっ」

　腹を撫でていた手が、下肢を隠す手の上に重なり、やんわりと押し退のけられてしまった。

「んっ」

　薄うすめの恥ち毛もうを搔かき分けられ、先せん端たんに指先が触れて、ピリッと電流が流れたかと思うほどの刺し激げきが下肢を襲おそった。凜太朗は無意識に逃げようと腰こしを引こうとしたがベッドに寝ている体勢でそれは叶かなわず、ただ数センチ上にずり上がってしまっただけだ。

「ちゃんと感じているな」

「あっ」

　今度は、しっかりとペニスを握にぎられた。

（う、うわっ、手、手がっ）

　当然ながら、他人の手をそこに感じるのは初めてだ。大きな手ですっぽりと包まれてしまうと、小さいのかもしれないと男のプライドがチクチク刺激される。しかし、その不安は丁てい寧ねいに竿さおを擦られ始めてすぐに消えた。

「んっ、あっ、やだっ」

　いつの間にか滲にじみ出ていた先走りの液をペニス全体に塗ぬりつけられ、指はスムーズに愛あい撫ぶを続ける。今まで経験したことのないその感覚に、慣れない凜太朗が頂点に達するのは早かった。

「あぁっ！」

　呆あつ気けなく郁の手の中に快感の証あかしを吐はき出した凜太朗は、自身の太ふと腿ももが粘ねばついた液で濡れていくのに頭の中が真っ白になりそうだった。

「……はっ、はっ……っ」

　息が整わない。顔が紅潮し、身体からだ全体が弛し緩かんする。

　この感覚を知ってしまえば、今まで自分自身で慰なぐさめていた行こう為いなど子こ供ども騙だましだったことを思い知った。

「……ぁ……」

　ぼんやりと郁を見上げれば、凜太朗のもので汚よごれた指先を口元に持っていくのが見える。

（……な……めた）

　汚きたないというより、恥ずかしくてたまらない。自分が今から郁とセックスするのだということをじわじわと実感してきた。

「気持ち悪かったか？」

「……気持ち、いい、です」

　もしかしたら、郁は凜太朗の覚悟を試ためしたのかもしれない。キスはもちろん、ペニスを弄まさぐるという生々しい行為をしてもなお、凜太朗の気持ちが逃にげていないことをこれでわかってくれたはずだ。

　郁が浴衣を脱いだ。鍛きたえられた、綺き麗れいな裸身が目の前に現れ、凜太朗の口から思わず感かん嘆たんの息が漏もれる。

「……綺麗……」

　身長もあり、手足も長くてスーツが似合っているとわかっていたが、何も身に纏まとわない裸身も見み惚ほれるほど完成されたものだった。鍛えているのか腹筋も割れているし、引き締しまった腰も、その下の───。

「あ……」

　郁のペニスが、目の前で頭をもたげている。先走りの液で濡ぬれ光り、支えもいらないほど滾たぎっているその様子は、郁自身も今までの行為に欲情を覚えているという明確な証だ。

（お、おっきい……）

　涼すずやかな容よう貌ぼうとは相反する、淫いん猥わいな色と様相のそれに、少しばかりの恐おそれも感じてしまう。一方で、郁が自分に対して欲情してくれているという事実に、思い切って行動しただけに安堵もした。

「疲つかれたか？」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「続き、していいか？」

　凜太朗が頷うなずくと、郁はまだ凜太朗のもので濡れている指先を胸むな元もとに落とした。ささやかな、存在感などない乳ち首くびを捏こねられ、ジワリとした感覚が襲ってくる。普段はまったく意識していない場所が新たな快感を得る個か所しよになったことに、驚おどろきと共に不安も感じてしまった。

　たったこの数十分間で、自分の身体が作り変えられていく。どこもかしこも敏びん感かんになり、刺激を追うのに必死だった。

「ぅ……あっ」

　摘つままれたそれが、今度は湿しめったものに包まれた。口の中に含ふくまれて、歯で甘あま嚙がみされて、悶もだえるうちに中ちゆう途と半はん端ぱに脱がされた浴衣がクシャクシャになって、狭せまいベッドの隅すみに押しやられていく。

「痛い？」

　濡れたそこに熱い息がかかり、凜太朗の身体が震ふるえた。

「気持ちいいか？」

　舌で舐ねぶられ、小さな乳首がぷつんと立ち上がる。

　見ればわかるだろうに、郁は凜太朗に言葉で答えるように促うながしてくるのだ。

「は……いっ」

「いい子だ」

　褒ほめるように頭を撫でられ、凜太朗の身体から力が抜ぬける。まるでそれを狙ねらっていたかのように、今度はいきなり片足を持ち上げられ、大きく下肢を割られた。

「ひゃぁっ」

　明かりが点ついている中、きっと郁の目には凜太朗の身体の状じよう況きようはつぶさに見えているだろう。たまらない羞恥に身を捩よじろうとするものの、郁の身体が邪じや魔まになって逃げることは叶わなかった。

「こんなことになると考えていなかったから準備が何もできていないんだが……」

「じゅ、準備？」

「ここ、使うのはわかるか？」

「！」

　やわやわとペニスの下の双そう玉ぎよくを弄っていた指がつっと撫で落ちたのは、双そう丘きゆうのもっと奥、普段なら自分も見ることがない場所だ。

「あ、あっ、あのっ」

　男同士のセックスがどこを使うのか、凜太朗も知識だけはあった。しかし、それを現実と共に知ると驚きの方が勝まさってしまう。今目の前にあるものがあそこに入るなんて、とても想像できない。

「解ほぐす専用のものがあるはずだが、生憎あいにく持ち合わせていないしな……少し我が慢まんしてくれ」

「我慢？　え……あっ、やっ、な、なに？」

　不意に郁が身体を倒たおし、凜太朗の下肢に顔を埋うずめた。そして、すぐに柔やわらかく濡れたものが、さっき指が撫でた個所……双丘の狭はざ間まを舐なめ始める。

「き、汚いですっ」

　いくら何でも、そんな場所を舐められるとは予想していなかった。

「い、痛くても良いですからっ」

　こんなにも恥ずかしいのなら、痛くてもそのまま突つっ込まれた方が良い。しかし、いつもは凜太朗の言葉を聞いてくれる郁なのに、今回ばかりは聞く耳を持ってくれなかった。

「んっ、んーっ」

　ピチャピチャと、淫いん靡びな水音が耳に響ひびく。尻しりの狭間を何度も行ったり来たりしながら、時折その中心を集中的に弄ってきた。

「……いっ」

　不意に、そこがこじ開けられる感覚がした。

「……痛っ」

　引き攣つった痛みに声を上げると、それはすぐに引いてくれる。しかし、唾だ液えきを乗せた舌がもっと執しつ拗ようにそこを弄り、次し第だいに羞しゆう恥ちも麻ま痺ひしてきた。

「……んっ」

　何度も何度も同じ行為を繰くり返され、大きく開いた腿が引き攣りそうになったころ、もう一度尻の奥が開かれる感覚が襲おそってくる。だが、執拗に慣らしてもらったせいか、今度は痛みを感じない。

　しかし、身体の中に舌が入ってくる感覚には慣れず、凜太朗は必死に違い和わ感かんをやり過ごした。目を閉じても郁の綺麗な顔が自分の下か肢しに埋まり、舌を這はわしている姿が鮮あざやかに思い浮うかぶが、彼を止める言葉も力も今はない。

　いつまで耐たえればいいのだろうか。そんなことを思っている間に、強い違和感と共に身体の中に舌以外のものが入ってきた。

「息を吐いて。ほら、ゆっくり呼吸しろ」

　促されるまま大きく息を吸い、吐く。何度も繰り返していると、中のものも徐じよ々じよに深く侵しん入にゆうしてきた。

　これは指だ。何度も頭を撫なでてくれたあの優やさしい指が、身体の中心を貫つらぬくように押し入ってきている。

「痛いか？」

　凜太朗は首を横に振ふった。強い圧あつ迫ぱく感かんはあるが、痛みは今はない。もしかしたら感覚が麻痺しているのかもしれないが、それでもこれ以上郁に心配を掛かけたくなくて何度も呼吸を繰り返し、違和感を逃のがすように頑がん張ばった。

（セ、セックスって、大変なんだ……っ）

　もちろん、女の子相手のセックスとはまるで違ちがうことはわかっている。男には元々入れる場所などなく、他ほかの器官をそう変えるために、何倍も時間を掛けなければならない。それでも、時間が掛かれば掛かるだけ、大切にされているのだと強く感じた。ここまでしてまでも繫つながりたいと思うほど、郁が自分を欲ほつしてくれているのだということも。

（これで、最後かもしれない、けどっ）

　アメリカに出向すれば、容易に会うことはできない。

　元々女性に人気のある郁は向こうでもモテるだろうし、そうなれば面めん倒どうな凜太朗との関係などあっさり切り離はなしてしまうかもしれない。

（す……き、なのに……）

　この状況になって初めて、意外に冷静に自分の気持ちが見えた。どんな言い訳をしてでも郁を自分のものにしたいと思った、卑ひ怯きようで幼い自分の気持ち。

　身体からだから始まったわけではない。もっと前から、郁のことが好きだったのだと認めてしまえば、別の道があったかもしれないと思うが今さらだ。

　凜太朗は必死に郁の肩かたを摑つかんで感覚をやり過ごす。

　そして。

「凜」

　ようやく郁が身を起こした。濡れた唇くちびるが今までの行こう為いを想像させて眩暈めまいがしそうだったが、凜太朗は腕うでを引いて逞たくましい身体を抱だきしめる。

「いい、です」

「……痛いと思うぞ」

「それでも、いいです」

　凜太朗の決意を褒めるかのように額にキスが落ち、身体の中に収められていた指が引き抜かれた。代わって押し当てられたものの熱さと太さが、この次の衝しよう撃げきを予想させて身体に力が入る。

「……好きだ」

「ん……っ、んあ……い、たぁっ」

　グチュリと先せん端たん部分がめり込んできた。もうこれだけで腹がいっぱいだ。

　気持ちは受け入れているのに身体から力が抜けず、先端部分を締しめ付けるだけだった凜太朗の耳に、囁ささやくような声が届いた。

「リンリン」

「ふ……っ」

　こんな時に何だと妙みようにおかしくて、引き締めていた口元が緩ゆるむ。その拍ひよう子しに一気に先端部分が内ない壁へきを押し広げて侵入してきて、息を詰つめた凜太朗は必死に郁に抱きついた。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

「か……ちょ、課長……っ」

「だから、それは色気がないだろう」

　苦く笑しよう混まじりの声と共に、徐々に中へと押し入ってくるもの。優し気なのに強ごう引いんで、脈打つそれが直にわかる。

「……上手だ」

　痛みなのか、それとも感極きわまってなのか、視界が潤うるんでしまったものの、凜太朗は郁の顔が見たかった。どんな顔で自分を抱いているのか、どうしようもなく確かめたかった。

（あ……）

　見上げる郁は真っ直すぐにこちらを見つめている。欲情という熱を孕はらんだ眼まな差ざしで、飢うえたような光を伴ともなって、凜太朗だけを見ている。

（……大好き……）

　本当は告げたくてたまらない言葉を、喘あえぎの中に隠かくし通す。

「あっ、んぁっ、はっ」

　ゆっくり、じれったいほど慎しん重ちように動く郁に、ただただ声を上げる。

　そして、浅い所をグリッと突かれた時、凜太朗は息を詰めて二度目の射精をしてしまった。

（も……）

　ここまでが限界だった。

　緊きん張ちよう感かんと、射精後の疲ひ労ろう感かんに一気に襲われてしまった凜太朗は、郁の肩から手を滑すべり落とし、そのままベッドに沈しずんでしまった。　>>>♥
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「起きろ、リンリン」

「……ん～……」

「遅ち刻こくするぞ」

「ん……あ……？」

　目を開けた凜太朗は、見知らぬ天てん井じようを見て何度も瞬まばたきをした。

（……ここ？）

　一いつ瞬しゆんここがどこなのだろうと考え、その後に怒ど濤とうのように押し寄せてきた記き憶おくに、慌あわてて起き上がった瞬間鈍にぶい痛みに呻うめいてしまう。

「大丈夫か？」

　すぐに伸のびてきた手が労いたわるように背中を撫でてくれたが、凜太朗は一気に緊張して身体が強こわ張ばった。

（俺、課長と……）

　昨夜、勢いで体を重ねてしまった。郁は優しかったし、男同士でも気持ちよくはなれた。

　アメリカに行ってしまう郁との確かな繫がりが欲しくて、好きだと言ってくれた彼の想おもいに応こたえたくて、考える間もなく取った行動だったが、頭に上った熱が冷めてしまうと凜太朗を襲ってきたのは猛もう烈れつな羞しゆう恥ちと後こう悔かいだった。

　身体を開くことがあんなにも大変で、そして生々しいなんて、セックスがどういうものかを知らなかった凜太朗はその恥はずかしさに今この瞬間にも悶もだえ死にしそうだ。

　同時に、肌はだを合わせたことで、散々誤ご魔ま化かしていた自分の気持ちに気づいてしまった。

　相手のためにセックスをするなんて、できるはずがない。自分が望むから、好きだからできるのだ。

　昔なら、セックスは恋こい人びと同士でするものだと思っていた。しかし、実際に郁と恋人同士になったらと考えると、あまりに自分たちは不ふ釣つり合いすぎる。自分たちは男同士で、同じ会社で働いていて、郁は社長の息子むすこで───。

（……絶対、上手うまくいくはず、ない）

　郁の将来を思えば、考える間もなくこの恋は終わる。郁だって、今日のセックスは一時的な迷いだったかもしれない。

　今さらこんなことに気づいた自分の鈍にぶさと馬ば鹿かさに、凜太朗は泣きそうになるのを必死で耐たえた。

「身体は大丈夫か？」

　俯うつむく凜太朗の腰こしを、布ふ団とんの上から郁が撫なでてくれる。

「ゆっくり休ませてやりたいが今日も仕事だ。立てるか？」

　郁の言うように、今日も仕事だった。凜太朗は慌ててベッドから下りようとしたが、はらりと落ちた布団の下は裸はだかで、慌てて毛布を巻き付けて隠す。

「一度家に戻もどって着き替がえる時間が必要だろう？　送っていくから」

　しっかり見えたはずなのに、今日の郁はからかったりしなかった。

「だ、大丈夫です、タクシーで帰りますから」

「送らせてほしい」

　こんな状じよう況きようで一人で帰すわけにはいかないと重ねて言われ、凜太朗も頷うなずくしかない。それに、助かるのも事実だ。

　郁の視線から身体を隠すようにしながら、重い身体を動かして皺しわくちゃのスーツを着た。皺だらけのそれが、余よ裕ゆうがなかった時間を思い起こさせる。

　部屋から出る時も俯いていた凜太朗は、定位置である助手席に座った。

「着替えたら会社まで送るから。いいな、リンリン」

　たかが名前を呼ぶのに、どうしてこんな甘やかな響ひびきを含ふくむのだろう。

　セックスをしたせいで、郁への想いがどんどん強くなってしまう。

（もう、行ってしまうのに……）

　離はなれている間、確かな約束などできるはずがない。いや、人に言えない関係だからこそ、遠い距きよ離りが重い現実となって突つき付けられる。

　もしも、もしも両想いになれたとしても、郁はいずれ会社の重要なポストに就つく。もしかしたら社長になる可能性もあり、そうすると必ず家族が必要になるはずだ。

　優やさしい郁は、きっと凜太朗のことを考えて悩なやむだろう。凜太朗自身には価値がないのに、そこまで悩ませたくない。

　もちろんこれは、まだ全部凜太朗の想像でしかない。だが、恋れん愛あい初心者の凜太朗にとって、郁との関係は高いハードルだった。

「あ、あの」

「ん？」

「……」

　言葉に詰まる凜太朗を、郁は辛しん抱ぼう強づよく待ってくれる。

　今までも、郁は待ってくれていた。しかし、今の凜太朗にはこの時間が苦しくて、弱い心はこの場から逃にげることしか考えられなくなった。

「あ、あの、昨日のことは忘れてもらえませんか？……俺、自分でもまだ、どうしていいのかわからなくて……。あ、あんなことしたのにおかしいってわかっています。でも……ごめんなさい。ちゃんとした返事、まだできません」

「リンリン？」

「ぐるぐるして先走っちゃったけど……冷静になりたいんです」

　凜太朗は膝ひざの上の拳こぶしを強く握にぎった。
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　唐とう突とつな言葉は予想外で、さすがの郁も一瞬頭が真っ白になった。

　言葉の通り取れば、郁の想いに応えるためにセックスをしただけで、凜太朗自身に恋愛感情があるかどうかはまだわからないということだ。

　どうして凜太朗がセックスをしようと誘さそってきたのか、さすがの郁にも読み取れていない。慕したってはくれていても、それが恋愛感情かどうかはあやふやで、それでも時間を掛かければ必ず手に入れることはできると思っていた。

　郁自身、同性との行こう為いは初めてで、昨夜凜太朗を感じさせることができたのだろうかと不安もある。極力痛みを感じさせないようにはしたつもりだが、それでも身体からだに与あたえた負担は凜太朗の気持ちを萎なえさせたかもしれなかった。

「リンリン」

　無意識に責めるような声こわ音ねになったのかもしれない。

「ごめんなさい」

「……」

「……ごめんなさい」

　何度も何度も、凜太朗は謝ってくる。

　遠回しに振ふられたのかと酷ひどく落ち込みそうになったが、ふと視界に入った凜太朗の指先が震ふるえているのに気づいた。同時に、凜太朗がどんな性格なのかを思い出した。

　凜太朗は今時珍めずらしいくらい純じゆん粋すいで優しい。目の前の困難にも気き丈じように立ち向かっていくが、一方で脆もろく折れやすい心もあった。

　航がアメリカに出向した時がそうだった。酷く落ち込んで、今にも会社を辞やめるのかもしれないとさえ思えた。しかし、郁がその代わりになったことで凜太朗は立ち直り、今はとても懐なついてくれている。

　自うぬ惚ぼれではなく、最近自分を見る凜太朗の目の中に、明らかな熱があるのは見えていた。キスをすると嫌いやがらず顔を赤くし、時には縋すがるような眼まな差ざしを向けられることもあった。そんな凜太朗が、一度の関係ですべてなかったことにしようと考えるなんて不自然だ。

　それ以前に、好きでもない相手とセックスできるとも思えない。

（……何があった？）

　そこまで考え、再び、なぜ凜太朗が大だい胆たんな行動に出たのかとまた同じことを考える。

　本人に聞いても、この様子では頑かたくなに口を割らなそうだ。

　それならば、自分のスタンスは変えないでおこうと思った。深刻になり過ぎず、だからといって決して遊びではないのだと凜太朗にわかってもらうだけだ。

　今は逃げることで気持ちを保つことができるのなら、もう一度向き合ってくれるまで待つ余裕はあった。

　もちろん、知ったばかりの瑞みず々みずしい身体をすぐにでもまた組み敷しきたいが、心と身体のベクトルに差があるのならしかたがない。一番大切なのは、凜太朗に彼の意思で自分を選んでもらうことだ。

　一度だけでなくまた抱だかれたいと思うほど惚ほれさせる。

　その自信があった郁は、無意識に肩かたに入っていた力を抜ぬいた。

「そうか」

「……っ」

　郁が答えると、反射的にこちらを見上げた凜太朗が泣きそうな目を向けてくる。自分でまだわからないと言ったくせに、これでは如によ実じつに好きだと言われているようだ。

　不意に、腹が鳴った。凜太朗の腹の虫だ。

　昨夜は結局食事もとらないでセックスをしたので、空腹になるのも当然なのだが、凜太朗は真しん剣けんな空気の中での失態に羞恥に顔を伏ふせている。

　こういうところが可愛かわいいのだ。

「ファストフードに寄るか」

「……すみません」

「腹を減らせた俺が悪い」

　意味深に言うと、凜太朗の肩が揺ゆれる。少しくらいの意地悪は許してほしくて、郁はアクセルを踏ふんだ。
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「よし、リンリン、会議だ」

「はいっ」

　用意していた資料を持ち、郁の後に続く。

　廊ろう下かを歩きながら手にした書類を見ている郁の横顔を、凜太朗は気づかれないように見つめた。

「リンリン」

「は、はい」

　急に名前を呼ばれ、凜太朗の声は上うわ擦ずった。

「この資料、見やすかった。よく頑がん張ばったな」

　そう言って立ち止まった郁に、クシャリと髪かみを撫でられる。一いつ瞬しゆん、小さく身体が震えたが、それと同時に手は離れていった。いつもよりずいぶん短いそれに、寂さびしいという気持ちが過よぎった。

　郁とセックスをして、一週間経たった。

　朝帰りをした当日は会社で顔を合わせるのも恥はずかしさと戸と惑まどいが大きくて、無意識に避さけてしまった。自分から望んだとはいえ、身体のあんな場所を舐なめられ、郁のものを入れられた後に、平気な顔をして話せるほど大人ではなかった。

　一方で、身体への負担は思った以上に軽かった。

　当日こそあそこや、大きく開かれた腿ももが攣つったような感覚があったが、翌日にはほぼいつも通りの体調に戻もどった。男だからダメージが少なかったのだろうかと考えもしたが、それならば男だからこそダメージが大きかった可能性もあったのではないかと思い直す。

　最後の方は痛みと衝しよう撃げきであまり覚えていなかったが、きっと郁が丁てい寧ねいに抱いてくれたのだと思う。その優しさを思えば、翌朝に自分が取った態度を後こう悔かいしてもしきれなかった。

（……どう思っているんだろう……）

　別れてしまう未来を恐おそれて逃げ出す形になったというのに、郁は今までのスタンスを守ってくれている。いや、むしろあるべき上司と部下の形に立ち戻ったのか、頭を撫なでてくれたりのスキンシップはあるが、当然ながらもっと際きわどい接せつ触しよくやキスをされたりなどはなくなった。

　それを寂しいなどと思う方が間違っている。そうは思うのに、心の中の騒ざわめきはセックスする前以上に激しくなっていた。

「あ」

　会議室に入ると、そこに航の姿を見つけた。

（椎名さんがどうして……？）

　海外事業部預かりの航が、どうしてこの会議にいるのか。そう考えると、郁の出向の話が一気に現実味を帯びてくる。

（やっぱり、課長がアメリカに……）

　この一週間、不自然なほどその話は出てこなかったが、やはり郁の出向は決定事じ項こうで、彼の代わりに航が課長職を引き継つぐのかもしれない。元々、今でも課長補ほ佐さの役職がある航だ、当然と言えば当然の話だった。

　会議は二時間ほどで終わった。

　会議中郁は進行役を担になったが、航は発言しなかった。

　一いつ斉せいに席を立つ中、

「鈴木」

　航に名前を呼ばれた。反射的に振り返った後、凜太朗は隣となりにいる郁を見上げる。

「先に戻っている」

「あ……」

　引き留めることもなく郁が会議室を出てしまい、凜太朗はその場に立ち尽つくした。やんわりと拒きよ絶ぜつされたような気がして、自分勝手にショックを受けてしまったのだ。

「どうした？」

　そんな凜太朗の側そばに歩み寄ってきた航が顔を覗のぞき込み、僅わずかに眉まゆを顰ひそめた。そして軽く背を押して外に出るように促うながされると、そのまま休きゆう憩けいスペースに連れて行かれる。

「お前は……ココアか？」

「……あ、自分で」

「いいから、座っていろ」

　ハッと我われに返りポケットを探さぐるが、その前に素す早ばやく航がココアを買ってくれて差し出してきた。

　受け取ると、手の中の熱さに思わず息をつく。だが、飲むことはできずに手の中に持ったままでいると、隣に腰こしを掛かけた航が自分のコーヒーを一口飲んで言った。

「元気ないな」

「そ、そんなこと……ないです」

「仕事のことで躓つまずいているとか……」

「い、いえ、それも……」

「そうだな。その時は郁が側にいるんだし、俺が心配することじゃなかった」

　苦く笑しようを漏もらす航を見ると、寂しい思いがこみ上げた。

「そんなふうに言わないでください。俺、椎名さんのことも凄すごく頼たよりにしています」

　この会社のノウハウを徹てつ底てい的に教えてくれたのは航だ。半年間という短期で、その後は一年も離はなれていたが、航に対する絶対的な信しん頼らい感は少しも薄うすれていなかった。

「……そう言ってもらうと嬉うれしいな」

　凜太朗の気持ちは伝わったのか、宥なだめるように髪を撫でられた。

「……あ」

「ん？」　>>>♥

「い、いえ……」

（……違う……）

　昔と変わらず航の手は優やさしく、頭を撫でられると安心するのは一いつ緒しよだ。それなのに、郁は───最近の郁の手を、ただ安心できるものだと思えなくなっていることに唐とう突とつに気づいてしまった。

　もちろん、嬉しくて安心できるのは同じなのに、そこに別の感情が重なるようになっていた。

　今さら気づいてもしかたがないことなのに───。

「───そんな顔をされると、あいつの気持ちがわからんでもないな」

　不意に、独り言みたいな言葉が耳に届いた。自分がどんな顔をしているのかわからず、凜太朗が当とう惑わくして航を見つめると、眼鏡めがねの奥の目が優しく撓たわむのが見える。

「ずっと手元に置いて、くるくる変わる表情を眺ながめていたくなる」

　そう言って、伸のびてきた指先が頰ほおに触ふれた。その瞬しゆん間かん首を竦すくめた凜太朗を見つめる航の眼まな差ざしに、なぜかドキッとしてしまう。今までとは明らかに違う仕草に知らなかった航の顔が見えた気がしたが、凜太朗は意外に冷静に自分の心が見えた。

　航の手は優しくて、いつもとは違う触れ合いに胸はときめくが、熱く震ふるえる気持ちにはならない。自分の気持ちが、自分でも制せい御ぎよできないほど揺れ動くのは、炎ほのおのような、内側を焦こがすような熱さがある、郁の眼差しに射い貫ぬかれた時だけだ。

（椎名さんじゃ……ない）

　凜太朗は一歩後退して航と距きよ離りを保つ。そんな凜太朗を、航もじっと見た。

「知っているか？　あいつ、自分から告白したことないんだ。受け入れてばかりだから、今になって苦労しているんだろう」

「そ、そうなんですか」

　どうして急にそんなことを言ったのか、航の言葉に凜太朗は動どう揺ようする。「好きだ」と、自分に言ってくれたのは郁だった。郁にとって自分が特別なのだろうかと期待してしまいそうで、凜太朗は慌あわてて話題を変えた。

「あの、何か話があったんじゃないんですか？」

「ああ、近々また人事の発表がある」

　今、ここで航からその話を聞くとは思わず、凜太朗は息をのんで彼を見つめる。次には航の口から郁の名前が出るのではないか、そんなことを想像して、握にぎっている手に力を込めた。

「内容はまだ話せないが、前回は発表直後泣かれただろう？　前もって心の準備をしておいてもらおうと思ってな」

（やっぱり……本決まりなんだ……）

　噂うわさが真実に変わり、凜太朗の心臓が激しく鼓こ動どうを打つ。

「……もう、泣いたり……しませんよ」

　ちゃんと笑えているのか自信がなかったが、航は今度は髪をクシャッと撫でてくれた。

「そうだな。お前も成長しているだろうし。余計な心配だった、悪いな」

　謝ることなどない航に対し、凜太朗は首を横に振ふる。それでも受けた衝撃は簡単に消えなかった。










　凜太朗が航から人事の話を聞いた二日後には、社内でもその噂が広まっていた。時期的に珍めずらしいことで、どんな人事なのかと皆みな興きよう味み津しん々しんだ。

　凜太朗もその空気を感じ、そわそわとした気分が収まらない。

「なあ、人事って何だろうな？」

　郁がアメリカに出向するということは凜太朗だけが知っている。いや、あの時話していた他ほかの営業の数人も知ってはいるのだろうが、今もって広まっていない状じよう況きようだ。

　郁の想おもいを受け入れるほどの覚かく悟ごができなかったし、アメリカに行ってしまう彼と一度セックスをしたことで気持ちの整理をつけたつもりだった。しかし、凜太朗の中の消化しきれない寂さびしさは日々膨ふくらみ、新たに生まれた感情を持て余している。

（……本当に、良いのか……？）

　このまま郁と離れて後悔はしないか。───絶対に、する自信がある。

　物理的に離れてしまうし、男同士で恋れん愛あいができるのかという不安もあって郁を受け入れられないと思い込んだが、こんな気持ちをずっと抱かかえるのなら、むしろやるだけやって玉ぎよく砕さいした方が後悔しないのではないか。

「でもさ、課長が出向ってこともありうるかもな」

　終業時間が過ぎて気が緩ゆるんだのか、深山が好こう奇き心しんたっぷりに声を潜ひそめて言った。

「えっ」

　唐とう突とつに核かく心しんを衝つかれてしまい、凜太朗は誤ご魔ま化かすこともできず声が裏返る。

「ほら、前は椎名さんがアメリカに行っただろう？　だから今度は課長が行くっていう可能性もあるなって。他の人も言ってたし」

「そ、そうなんだ」

「椎名さんみたいに一年で戻もどってくれたらいいけど、課長は外国の方がノビノビできるからって居つきそうだよな。アメリカ人と結けつ婚こんしたりして。あ、確か先せん輩ぱいが前に、課長が外国人と付き合ってたって言ってたなあ」

　凜太朗は蒼あお褪ざめた。

　距離ができて熱が冷めるだろうと思っていたが、それは凜太朗にだけ当てはまることではない。郁も同じように、熱が冷めてしまうことも───。

　実際に外国人と付き合っていたのなら、そのハードルはかなり低い。可能性などと言っている場合ではなく、まさにそれが現実なのだ。

「……っ」

「リンリン？」

　深山が心配そうに顔を覗き込んでくるが、凜太朗はそれに応こたえることもできない。

（俺……）

　離れたら心変わりしてしまうかもしれない。もしかしたら、郁のためにはその方がいいのかもしれないとも思っていたのに、今強きよう烈れつに思っているのはこんな中ちゆう途と半はん端ぱな形で離れてしまうのは嫌いやだという思いだ。

　上手うまくいくにしても駄だ目めになるにしても、今の状じよう況きようより絶対ましだ。

　しかし、ふと凜太朗は思いあたった。

　そもそも、郁は凜太朗の気持ちを知らないのだ。

（そうだ、俺が……わざと避さけて……）

　凜太朗がしたことは好きでもないのにセックスをして、そのままフェードアウトしているとしか見えない。

　本当は郁のことが好きだとか、彼を想おもって身を引くとか、まったく彼は知らない。いや、考えたら凜太朗がしていることはすべて自己満足で、自己完結しているだけだ。

　わざと、郁の気持ちをシャットアウトしていたくせに、いきなり自分の気持ちを暴走させてしまうなんて郁に迷めい惑わくでしかない。

　凜太朗は落ち込んだ。いくら恋愛に慣れていないとはいえ、その相手が同じ男だとはいえ、こんなにも小難しく考えるなんて自分らしくない。

　郁の為ためなんて、傲ごう慢まんでしかなかった。

　そこまで考えた凜太朗はノロノロと顔を上げる。泣きそうだが、泣いて逃にげたくない。

「リンリン？」

　いきなり立ち上がった凜太朗に、深山が驚おどろいたように椅い子すを引く。だが、声を掛かけないまま、凜太朗は予定が書かれてあるホワイトボードの前に駆かけ寄った。

　郁は出先から直帰になっていた。昼過ぎに取引先から電話が掛かっていたのは知っていたが、本来一緒に行くはずのそれに同行できなかったことが、今の自分たちの距離を表しているようで落ち込んだ。

「家……知らないんだった……」

　これまで散々可愛かわいがってもらっていたのに、郁の自宅を知らなかったことに今気づいた。遊びにこいと何度か誘さそわれたが、アウトドア好きの凜太朗はそれなら外で遊んだ方が良いと言って結局は行かなかったからだ。

　総務に行っても、個人情報の問題で住所は教えてもらえないだろうし、まだ仕事中かもしれないので電話にも掛けられない。メールを送ることはできるが、それもいつ見てもらえるかわからない。

　確実なのは明日会社で捕まえることだろうが、時間が経たつとこの決心がまた揺ゆれてしまいそうで、凜太朗はどうしようかと焦あせりながらも考えた。

（部長に聞いた方が良いかもしれないけど……）

　しかし、何の用だと言われてしまっては口ごもるしかない。

「あっ」

　その時、凜太朗の脳のう裏りにある人物が浮うかんだ。










「椎名さんっ」

　海外事業部に飛び込んだ時、フロアの中にはまだかなりの人間が残っていた。

　ちょうど外国人の社員と話していた航が顔を上げ、突とつ然ぜん現れた凜太朗の姿に少し驚いた表情になる。

　相手に何事か告げて歩み寄ってくれた航は、凜太朗の背を押して廊ろう下かへと出た。

「どうした？」

　前回のこともあり、もしかしたら何事か相談があると思ったのかもしれない。しかし、凜太朗の目的は一つだった。

「あの、課長の、椎名課長の家を教えてくれませんか？」

「……郁の？」

「はいっ」

　兄弟ならきっと郁の住所を知っているはずだ。そう思ってやってきた凜太朗だったが、航はじっと顔を見て尋たずねてくる。

「なぜ知りたい？」

「な、なぜって、あの……」

　さすがに、告白するためだと即そく答とうはできなかった。しかし、どんな理由付けをしても、航には噓うそがばれるような気がする。いや、凜太朗も航に噓などつきたくなかった。

「……告白、しに行きます」

「告白？」

「はい」

「……」

「……」

「本気か？」

　確かめるように言われ、凜太朗は頷うなずく。背中に冷ひや汗あせが流れるが、航から目を逸そらすことはしなかった。

　何を言われるか覚悟を決めて立ち尽つくしていると、やがて航が溜ため息をついた。まるで責められているようで自然と首を竦すくめたが、次に聞こえたのは意外にも優やさしい声だった。

「考え直した方が良い」

「椎名さん……？」

「外面は良いが、あいつは面めん倒どうな男だ。お前の手に余るかもしれない」

　どうやら凜太朗だから反対というわけではなく、むしろ航は凜太朗のことを思って言ってくれているらしい。

「椎名さんっ」

　それでも教えてほしくて、思わず航の腕うでを摑つかんだ。

「教えてください、お願いしますっ」

「……駄だ目めだな。いざお前があいつを選ぶと思うと、簡単に行かせてやるもんかと思ってしまう」

　そう言って、航が額に手を当てる。それはどういう意味なのか、凜太朗にはわからなかった。言葉だけを聞けばまるで航が自分に独どく占せん欲よくを抱いだいているふうにも聞こえるが、こんな場面でも航の視線に恋れん情じようのようなものはないような気がする。

「……娘むすめを嫁よめに出す父親のような心境なのかもな」

　諦あきらめたように笑われ、凜太朗はおずおずと尋ねた。

「反対、しないんですか？」

「お前のことを思うと反対だ」

　きつい言葉の中に凜太朗への優しさと、郁への愛情を感じてしまう。

　凜太朗は笑った。嬉うれしさで笑いが零こぼれた。

「ちゃんと考えました。振ふられても後こう悔かいしません」

　きっぱり言い切ると、再び溜め息をつかれる。それは先ほどのものよりも深くて長く、そして、ポケットから携帯電話を取り出すと無言で指を動かし始めた。間もなくして、凜太朗のポケットの携帯電話が短く震ふるえる。どうやらメールがきたらしい。

「お前のためには祝福できないが、あいつに恨うらまれることもしたくない。メールで住所を送った。とにかく、明日は明るい顔をして会社にこい」

「はいっ」

　慌あわてて携帯電話を取り出して開くと、航の言ったように住所が打ちこまれている。それに素す早ばやく目を通すと、もう一度航に向かって深く頭を下げてから駆け出した。

「鈴木っ」

　航に呼ばれ、凜太朗は慌てて足を止めた。

「勝算はあるのか？」

　振られてもと、言葉にしたことを心配してくれているのかもしれない。そんな航の優しさに、凜太朗は反射的に答えた。

「駄目でも、押し倒たおしますっ」

　自分でも言ってしまって驚いたが、言葉にしてもう一度そこからやり直したいと思っていることを自覚した。別れを前提にしたあの時のセックスを塗ぬり替かえ、今度は一いつ緒しよに前を向いてほしいと頼たのんでみる。

　振られたら……いや、そのことは考えないようにした。

「……あいつが逃げられるか」

　航の声は聞こえなかったが、もう一度頭を下げて踵きびすを返す。

　営業部に戻もどって帰り支じ度たくをすると、どうしたのかと心配する深山に先に帰ると告げた。そして急いで外に出てタクシーを拾うと、行く先を告げてやっと息をついた。

（……いつ帰ってくるんだろう……）

　どんな用件で出かけたのかわからないので、いつ帰宅するかはまったく予測できなかった。もう帰っているかもしれないし、もしかしたら遅おそくになるかもしれない。どちらにせよ待つつもりだったが、その間ずっと緊きん張ちようし続けるに違ちがいない。それでも構わなかった。

　もしかしたらこの行動は遅かったかもしれないと思うと、逃げ腰ごしだった自分の情けなさに胸が締しめ付けられる。

　凜太朗は強く手を握にぎりしめ、窓から流れる景色を見つめた。

（最悪、追い返されたり……ううん、あの人はそんなことしない）

　どんな状じよう況きようでも、きちんと向き合ってくれるはずだ。

「あっ」

「どうしました？」

　突然凜太朗が声を上げたので、タクシーの運転手に驚おどろいたように聞き返された。

「すみません、そこ、ちょっと寄ってもらえませんか？」

「そこ……この店ですか？」

「すぐ戻ってきますっ」

　タクシーを停とめ、目的の店に駆かけ込んだ。

　急いで買い物を済ませて車に戻ると、タクシーは再び走り出す。

　帰宅のピークより少し早いせいか車はスムーズに走り、二十分ほどで目的のマンションに着いた。

「……噓……」

　タクシーを降り、見上げた先にあるマンションを前に、凜太朗は半分口を開けたまま閉じることができない。

　まだ二十代で課長職だし、スーツもオーダーメイドで、身に着けている小物も趣しゆ味みの良いものばかりだとは思っていた。しかし、タワーマンションほどではないが立派なマンションを見ると、いったいどれだけの収入があるのかと恐おそれを抱いだく。

（課長のプライベートな話はあまり聞かないけど……）

　一瞬、社長の息子だからかという思いが頭を過よぎったが、すぐにその考えは消えた。郁のことだ。生活するのに実家の力など借りるとは思えない。

「……六時か」

　ずいぶん早く会社を出たので、こんな時間に着いた。郁の帰宅はまだ先のことだろう。

　周りは高級住宅街で、待つことができる喫きつ茶さ店てんやファストフード店も近くに見当たらない。しかし、さすがにマンションの入口に座り込むことは躊躇ためらわれた。

　凜太朗はポケットに入れている携けい帯たい電話を握りしめる。

（連れん絡らく……取ろうかな）

　だが、なんと言えばいいのか。

　電話を掛かけようかどうか迷っている時だ。凜太朗の側そばを車が横切り、少し先で停とまった。

「あ……」

　そしてすぐに、見覚えのある車の運転席の窓が開く。

「リンリン？」

　驚いた郁の表情の中に拒きよ絶ぜつの色はない。

　そのことに深く安あん堵どした凜太朗は、おずおずと車に近づいた。








第七章









（うわ……）

　部屋に通された凜太朗は、まるでモデルルームのようにスタイリッシュな部屋に圧あつ倒とうされた。自分の八畳じようのワンルームなど、生活感が溢あふれまくって学生の部屋のようなのに、広さはもちろん、こんなにも雰ふん囲い気きが違うということに驚いてしまった。

「座って」

「は、はい」

　促うながされるが、高そうなソファに座ることも躊躇われる。どうしたらいいのか迷いながら所在なげに立ち尽くしていると、苦く笑しようした郁がクシャクシャと頭を撫なでた。

「ここにお前がいるのが不思議だな」

「え？」

「何度誘さそってもこなかった」

「そ、そうでしたっけ……すみません」

　そんなに何度も誘われたことを覚えていないが、なんだか申し訳なくて謝ってしまう。

「謝ることなんかないけどな。それで？　今日はどうしたんだ？　仕事で急ぎの連絡があるとか？」

「……」

「リンリン」

　ここまできただけで、凜太朗は自分の中の勇気をほとんど使い果たしていた。実際に郁と向き合った今、残っていた僅わずかな勇気も萎しぼんでしまいそうだったが、せっかくここまできたのに何も言わないで帰るわけにはいかない。

　最初は、初めての恋こいに戸と惑まどって逃にげ出してしまった。考えたいと言いながら、自分が泣くことが怖こわくて、結果的に郁を待たせてしまう状態になった。

　そのくせ、郁が離はなれてしまうかもしれないと想像した時、嫌いやだという自分がいた。

　自分でも、勝手だと思う。それでも、忘れてほしいと言った凜太朗の気持ちを慮おもんぱかってくれている郁に、今の自分の正直な気持ちを伝えたかった。

　一度唇くちびるを引き締め、凜太朗は顔を上げた。

「は、話があって」

「話？」

　凜太朗は一度息をつき、郁を真っ直すぐに見つめる。

「あなたが好きです」

　告白というより、宣言のように声を張ってしまった。

　それでも一度言葉にすると、想おもいは止まらなかった。

「課長が、俺のどこを好きになってくれたかわからないし、ずっと好きでいてもらえるような自信もないです。初めて、その、しちゃった後は、不安になって逃げてしまいました」

　そのままでいられるはずがないと知ったのは、それからすぐのことだ。

　気づいた自分の気持ちを、人知れずなかったことにできるはずがないのに……。

「でも、俺自身、他ほかの誰だれよりも課長の側にいるとすごく安心するし、ドキドキするのは課長だけなんです」

「……」

（う……この沈ちん黙もく……）

　目の前の郁は何の反応も示さない。いや、驚いているのはわかるものの、それ以上の感情が読み取れなかった。

　静まり返った冷たい雰囲気に身が竦すくみそうになるが、凜太朗は顔を逸そらさない。

（だ……め、かも……）

　必死に保っていた凜太朗の気持ちが緩ゆるみ、クシャッと泣きそうに顔が歪ゆがんだ時だ。

　突とつ然ぜん、凜太朗は抱だきしめられた。それこそ息苦しいほど強く、隙すき間まもないほど密着して、凜太朗はただされるがまま抱きしめられていた。

「え……」

「それがちゃんと考えた上での、お前の返事だと思っていいんだな？」

「課長……」

　突然の郁の行動に身体からだが固まったままの凜太朗の耳元で、これ以上ないほどの甘い、そして珍めずらしく弾はずんだ郁の声が囁ささやく。

「もっと待てると思ったが……案外、俺の辛しん抱ぼうも利きかないもんだ」

　そう言って首筋に唇が押し当てられ、凜太朗は思わず目を閉じた。

（待っててくれたんだ……）

　それは、以前告げられた「好きだ」という言葉がまだ生きているということだ。郁に呆あきれられてはいない……それは、自分を抱きしめている腕うでの強さが教えてくれる。

「……すみません」

　凜太朗はおずおずと郁の背中に手を回し、強くしがみついた。諦あきらめないと言いながら、もう遅おそいのではないかと思うと怖かった。思い切ってここにきて、本当に良かった。

「リンリン……」

「あ、あんなこと、言って、俺、すみません。でも、俺っ」

「よく考えてくれたんだな」

　そうじゃない。凜太朗は自分が傷つきたくなくて、好意は持っているものの、男同士の恋れん愛あいが怖くて、どうしても一歩前に踏ふみ出すことができなかった。それは凜太朗の弱さと卑ひ怯きようさで、郁は何も悪くない。

　訴うつたえたいが声が出なくて、凜太朗はますます強く郁にしがみつく。すると頭上で笑う気配がして、凜太朗の頰ほおが大きな手に包まれた。

　密着しているので、持ち上げられた先の郁の顔が驚くほど間近にある。身体を引く間もなく軽くキスされた後、郁は凜太朗の頰を軽く摘つまんだ。

「謝るな」

「……課長」

「せっかく告白してくれたのに、ちゃんと顔を見せてくれ」

「……っ」

「リンリン」

「……へ、変な顔、してる、しっ」

「可愛かわいいからいいじゃないか」

（ち、違ちがうしっ）

　可愛いという言葉は絶対違うが、そう言ってもらうのは心地ここち好よい。

　いろんな気持ちはあるものの、勇気を出してここまできたことが間違いでなかったと、凜太朗は心から安堵した。

「泣き止やんだか？」

「……泣いてません」

　いつの間にか気持ちは落ち着いて、再び郁に促された時はソファに座ることができた。しかし、柔やわらかなその感かん触しよくに驚おどろいてしまい、浅く座るだけになる。

「ちょっと待っていろ」

　そう言って郁がリビングからキッチンに向かった後ろ姿を見送った凜太朗は、今度はもう少し落ち着いて部屋の中を見ることができた。

　自分の部屋とはまるで違う広く綺き麗れいなリビングに落ち着かない凜太朗が居住まいを正した時、側そばに置いてあったビニール袋ぶくろが床ゆかに落ちた。

「あっ」

　咄とつ嗟さに手を伸のばして隠かくそうとしたが、半分以上出てしまったものを戻ってきた郁にはしっかり見られてしまったらしい。

「それ」

「こ、これはっ、あのっ」

「見せて」

　リビングで、そんな雰囲気ではないのにあんなものを見せるほど勇気はない。凜太朗はビニール袋ごと背中に隠すが、ソファに片足を上げた郁に両腕で身動きできないように囲われ、上から顔を覗のぞき込まれて、身体が固まってしまった。

「リンリン」

　名前を呼ばれただけだが、そこに有う無むを言わせない雰囲気がある。

「……」

　手の中のものが熱い。しかし、これ以上引き延ばすこともできず、凜太朗は諦めてビニール袋をつき出した。

「……これ、お前が買ったのか？」

　まじまじと中を覗かれ、凜太朗は誤ご魔ま化かすことなく頷うなずくしかない。

「は、はい」

「いつ？」

「……ここにくる前、です」

「そうか」

　ふっと笑う気配がして、熱い頰にキスが落ちた。

　あの時。

　タクシーを降りてドラッグストアに飛び込んだ凜太朗は真っ直ぐレジに向かい、自分とあまり年の変わらなそうな若い男の店員に早口に言った。

『ローション、どこですか？』

　小さな声で言いながら挙動不ふ審しんな態度になる凜太朗に、どんな使用目的のものか想像がついたらしい。店員はさわやかに笑いながら指差した。

『エッチの時に使用するローションはあちらの棚たなです』

　側に客が居なくて、本当に良かった。

　こんな時にこんなものを買うなんて、いかにもエッチをしに来ましたと言うようなものだが、先日の初めてのセックスの時、凜太朗は郁が言った言葉がなんとなく頭に残っていたのだ。

　しかし、実際に郁に見られてしまうと、どうしようもない居たたまれなさを感じてしまう。

　真っ直すぐに郁を見られないまま、凜太朗は耳まで熱くなりながら俯うつむいた。

「せっかくリンリンが誘さそってくれたんだ。俺が用意したのはまた今度使おうな」

「え、用意って……うわっ」

　言葉の真意を確かめる前にビニール袋を再び持たされたかと思うと、いきなり郁に抱き上げられた。いわゆるお姫ひめさま抱っこだ。

「あ、歩けます、重いですからっ」

　細身だとはいえ、凜太朗は身長が一七〇センチはある、男だ。どう考えたってそれなりの重さがあるはずなのに、スマートに見える郁は苦もなく歩いてリビングを出る。

「逃にげられたくないからな」

　嘯うそぶくように言う郁の顔を見上げながら、ふと一度見た彼の裸ら身しんが頭を過よぎった。筋肉隆りゆう々りゆうではないが、鍛きたえているだろう綺麗な筋肉がついていた。同じ男として憧あこがれる一方で、こんなにも軽々と運ばれている自分の貧弱さが際きわ立だつ。

　複雑な気持ちの凜太朗を抱いたまま廊ろう下かに出た郁は、一つのドアを器用に開けて中に入った。

　薄うす暗ぐらかった部屋に明かりが点ともると、そこは部屋いっぱいを占しめるかと思うほど大きなベッドと、小さなサイドボードがあるだけのベッドルームだった。

（こ、これ……）

　一番の目的は、今の自分の気持ちを正直に郁に伝えたいということだった。幸運にもそれは叶かない、なんだかそれだけで幸せな気分になってしまっていたが、その先もあることが緊きん張ちようしていた頭の中からすっぽりと抜ぬけ落ちていた。考えたら、自分だってあれを買っていたのだ。

（したいって……思われたかも……）

「あ、あの……」

「嫌いやか？」

　ここまできても、郁はまだ凜太朗の気持ちを尊重してくれている。嫌と思っていないくせにと思う反面、ここでまた郁に判断を委ゆだねてしまう自分の甘さに気づいた。

　言葉に出さなければわからないこともある。特に今回は、こうして自分から行動しなければ状じよう況きようはまったく変わっていたはずだ。

「い、嫌じゃないです」

　言ってしまってから、これでは中ちゆう途と半はん端ぱだと気づく。

「したいですっ」

　半ばやけくそになって言った凜太朗は、目の前で本当に嬉うれしそうな笑えみを浮うかべる郁に見み惚ほれた。










「……はぁ」

　大人二人は入れそうな広い湯船に首まで浸つかり、凜太朗は深い息をついた。

　あの後、そのままベッドに押し倒たおされそうになった凜太朗は、必死に訴えてシャワーを浴びる猶ゆう予よを貰もらった。一日仕事をした身体からだのままでは、またあの夜のような、身体の隅すみ々ずみまで舐なめられるという行こう為いを受け入れられそうになかったからだ。

　そんな凜太朗の気持ちをわかってくれた郁は湯まで張ってくれ、こんなにも気持ちが良い時間を過ごさせてもらっている。

「……大だい丈じよう夫ぶかな」

　この後セックスするのに、前回のようにただ寝ね転ころがっているだけでは駄だ目めだろう。自分から誘ったのだから、こちらからも積極的に動いて───。

「うわっ……ぷっ」

　想像して動どう揺ようし、身体がぶれた拍ひよう子しに湯船の中で足を滑すべらせて、頭まで湯に浸かってしまった。激しく咳せきこんで呼吸を整えようとしていると、いきなりバスルームのドアが開く。

「……え？」

　中に入ってきたのは郁だ。当然のように全ぜん裸らで、腰こしにタオルも巻いていない。

「あ、あ、え？」

「一いつ緒しよに入った方が時間短縮できる」

　確かにその通りだが、心の準備がまったくできていなかった凜太朗は、咄嗟に湯の中で両手で身体を隠した。

　緊張する凜太朗をよそに、郁はシャワーを浴び始める。シャワーの飛沫しぶきが凜太朗の顔にも当たり、思わず目を閉じると笑われた。

「緊張してるな」

「……当たり前です」

　風ふ呂ろの中で覚かく悟ごを決めて、それから郁のもとへ行こうと思ったのに、これではその心の揺ゆれまで丸見えだ。

「リンリン」

　顎あごのすぐ下まで湯の中に隠れていると、郁に名前を呼ばれる。目だけ向ければ、彼がこちらに向けて手を差し出していた。

　来いということなのかもしれないが、立ってしまえば裸身が丸見えだ。

　凜太朗は躊ちゆう躇ちよしたが、それでも思い切って立ち上がり、目の前の手をそっと摑つかむ。目を細めた郁に手を引かれ、そのまま広い胸へと倒れ込んだ。

　恥はずかしくてたまらず、今にもこの手を振ふり払はらって逃げ出したくなるが、お互たがいに触ふれ合う素す肌はだから郁の心臓が早はや鐘がねを打っていることに気づいた。

（課長も、緊張してるんだ……）

　たったそれだけのことで、凜太朗は妙みように安あん堵どした。完かん璧ぺきな部屋に住む完璧な郁の人間臭くささを感じて、たまらなく彼が愛いとしくなる。

　咄嗟に握にぎられている反対の手で抱きつくと、そのまま浴室の外に連れ出された。用意されていたバスタオルで髪かみを拭ふかれ、続いて丁てい寧ねいに身体も拭かれる。跪ひざまずき、恭うやうやしく足まで拭かれると、自分がこの上もなく大切に扱あつかわれている感じがした。

　楽し気な郁の様子に自分でできると言い出せるわけもなく、凜太朗はされるがままだ。

　やがて凜太朗の支し度たくが済むと自身も素す早ばやく拭いて、用意してあったバスローブを羽織わされた凜太朗は手を引かれて再びベッドルームに戻もどった。

　ベッドに座らされると、目の前に立った郁が顔を覗のぞき込んでくる。

「リンリン」

「か、課長」

「……それ、やっぱり俺だけ役職で呼ばれるのは嬉しくないな。航だけ狡ずるいだろう」

「ず、狡いって……」

　単に最初に出会った航はごく普ふ通つうに名前を呼んで、郁は同じ苗みよう字じだったのでそのまま役職で呼ぶようになっただけだ。そこに特別な意図はなかったが、予想外に郁は拘こだわっているらしい。

　しかし、いきなり名前呼びはハードルが高過ぎる。

「し、椎名さん？」

　おずおずとそう呼んでみると、目の前の顔が少し綻ほころんだ。

「それは、俺の名前だな？」

「あ、当たり前です」

　同じ《椎名》でも、向ける相手への感情はまったく違ちがう。航には尊敬と親愛があるが、郁には愛情と……欲情があった。

　凜太朗は郁の腕うでを引き、その頰ほおへ唇くちびるを寄せる。その行為で真意を読み取ってくれたのか、今度は郁からキスをされ……次し第だいに深くなったそれに陶とう然ぜんとしたままベッドに押し倒された。

「ん……っ」

　何度も角度を変えてキスをされ、その唇は顎から首筋へと降りてきた。胸むな元もとに伸のばされた手が羽織っただけのバスローブを脱ぬがそうとしたので、腰を少し上げて協力した。

　次に触れられたのは乳ち首くびだ。

「あ……ふっ」

　摘つままれ、親指で捏こねられる。ピリッとした痛みが走ったが、今度は口に含ふくまれて舌で転がされた。舌で育てられ、歯で甘あま嚙がみをされると、ささやかだったそれがつんと立ち上がってくる。それでもしつこく弄まさぐられていると、次第に乳首がじんじんと熱くなった。

　これでは胸で感じている女の子みたいだ。

　恥ずかしくて身体を捩よじろうとするが、覆おおいかぶさっている郁の身体で動くのもままならない。

「あ、あのっ」

「痛いのか？」

「い、痛く、ないっ、けどっ」

　反対だ。ここで感じてしまう自分が怖こわくて止やめてほしいのだが、郁は今度は反対の乳首を舌で舐め上げる。空いた方は指先で弄り続け、高まる快感に凜太朗は腰を震ふるわせた。

「んっ」

　急に、こみ上げた熱が爆ばく発はつした。射精したのだと気づいたのは少し後だ。

「う……そ……」

　胸を愛あい撫ぶされただけでイッたという事実が信じられなかった。前よりも明らかに感じやすくなっている自分が怖くて不安になるが、引っ付いている肌の温かさにかろうじて逃げようとする気持ちを留とどめた。

　しかし、濡ぬれた下か肢しが気持ち悪い。どうしようか視線を彷徨さまよわせていると、

「ひゃぁっ？」

　いきなりペニスが生温かなものに包まれた。

「やっ、やめっ、汚きたない、ですっ」

　そうでなくても、精液で濡れてしまったものを口に含まれるなんてとても信じられない。凜太朗は必死に郁の顔を押し退のけようとするが、ペニスに絡からみ付いた舌は離はなれなかった。

「あっ、あぅっ」

　ねっとりと先せん端たん部分を吸われ、濡れた竿さおを舐め上げられる。同時にさわさわと薄うすい恥ち毛もうを親指で搔かき分けられてしまい、凜太朗は初めての刺し激げきに声を上げ続けた。

　ペニスを口で愛撫する方法はもちろん知識では知っていたが、まさか郁にされるとは想像していなかった。前回のように身体の奥を愛撫され、そして繫つながって……と、経験したことをするのだと思っていたのに、未知のことに頭がパンクしてしまいそうだ。

（こ、これ、前のより恥ずかしいっ）

　尻しりの穴を舐められた時も焼かれるような羞しゆう恥ちを覚えたが、ペニスを舐められるのはまた違った気持ちになる。男にしかない器官を同じ男に愛撫されるのは、禁断の関係を強く意識させられた。

　その間にも郁の巧たくみな舌遣づかいで、凜太朗はあっという間に追い詰つめられる。このままでは口の中に出してしまいそうでさらに肩かたを押したが。

「……！」

　一ひと際きわ強く吸われ、我が慢まんなどできなかった。二回目なので最初より量は少なかっただろうが、凜太朗は腰を震わせながら与あたえられた快感に浸ひたる。

　一滴残らず出したものを飲みほした郁の大きな手が宥なだめるように腰を撫なで下ろし、そのまま腿ももを押し広げた。

「あ……ん……」

　イッたばかりの凜太朗はその手に逆らえない。だらしなく弛し緩かんした身体からだを開き、恥ずかしい場所をすべて郁の目に曝さらけ出した。

　すると、不意に離れた郁がまた伸のし掛かかり、間を置かず冷たいものが股こ間かんに垂らされた。

「ひゃぁっ」

　咄とつ嗟さに足を閉じれば、粘ねばついた感かん触しよくが気持ち悪い。

「な、何？」

「お前が買ってきてくれたものだ」

「俺が……ぁっ」

　すぐに思いつかなくて喘あえぎ声を上げるが、ぬるついた液を纏まとった指先が双そう丘きゆうの奥をなぞった時、ようやくその正体がわかった。

（あ、あのローション……？）

　選ぶ間もなく目についたものを買ったが、実際に肌に垂らされると意外なほど冷たくてぬるぬるしている。戸と惑まどう間もなくもう一度たっぷり注がれたそれを、今度は奥へと塗ぬりつけるように指が入ってきた。

（う……そ）

　信じられないくらい、痛みは感じなかった。初めての時は爪つま先さきがめり込むのにも引き攣つった痛みが襲おそってきたのに、今回は抵てい抗こうなく一本目を含んでいる。

「か、かちょっ」

「名前、呼んで」

　促うながす郁の声も甘く掠かすれていた。

　そして、すぐに名前が出てこないのを責めるかのように、指で内うち襞ひだを刺激してくる。背中から尻までピリピリとした痺しびれに襲われて、凜太朗は半泣きになった。

「こ、怖い、怖い……っ」

「リンリン」

　痛みがなく、快感だけを追う身体が自分のものではないような気がして、怖くてたまらなかった。それをしているのが郁だとわかっていても、助けを求めるのも彼しかいない。

　いつの間にか中の指は増えていて、グチャグチャにかき混ぜられている。息が苦しくて、凜太朗は郁の背中に爪つめを立てた。

「凜」

　甘い声で名前を呼ぶ郁が、身体を起こしてキスをしてくる。間近にある欲情を孕はらんだ目が、喘ぐ凜太朗を見て細められた。

「愛してる」

「……っ」

　思いがけない言葉に息をのんだ瞬しゆん間かん、中の指を締しめ付けた。その感覚がリアルに内ない壁へきに伝わって、凜太朗はまた感じてしまう。

　思いもよらなかったが、郁の言葉が嬉うれしかった。好きよりももっと強い言葉を贈おくるほどに郁が自分を想おもってくれていると、震えるほどの喜びが全身を駆かけ巡めぐる。

（お、俺もっ）

「い、入れて、くださっ」

　そして、凜太朗もこれ以上持たなかった。一方的に感じさせられるのではなく、凜太朗自身も郁を感じさせたい。身体の奥深くで郁を受け止めたかった。

　郁も同じ気持ちだったのか、中の指を引き抜ぬいた。身体の中を占せん領りようしていたものが一いつ斉せいに引かれて妙みような寂さびしさを覚える間もなく、今度はその場所に硬かたく、熱いものが押し当てられる。

「……っ」

　先端部分がめり込んだ時、やはり鋭するどい痛みがあった。しかし、ローションのおかげかぬるりと中に押し入ってきて、そのままゆっくりと味わうように内壁を押し広げながらペニスが侵しん入にゆうしてきた。足をかかえ上げられ、真正面から腰こしを突つき上げられるような体勢は苦しかったが、郁の顔を見られるだけで安心できる。

（課長も、感じてるっ）

　前回は嵐あらしの中に投げ込まれたかのように余よ裕ゆうがなかった凜太朗も、少しは郁の表情を見ることができた。額に汗あせをにじませ、凜太朗の中を味わうように腰を動かす郁は、普ふ段だん以上の滴したたるような男の色気を感じさせている。

　そうさせているのが自分だと思うと、また凜太朗の熱も高まった。

「す、好き、すきですっ」

　喘ぎ声に交じりながらも想いを伝えれば、熱ねつ烈れつなくちづけの後に郁も想いを返してくれる。

「愛してる、凜っ」

「あっ、あんっ」

　この言葉があれば、離れてしまっても大だい丈じよう夫ぶ───いや。

（どうして……っ）

　せっかく両想いになったのに、どうして離れなければならないのだろう。しかし、社会人として、自分の感情だけで動けないということもまた、十分わかっている。

　身体の中いっぱいに郁を受け入れながら、凜太朗はポロポロと涙なみだを流した。我慢しなければならないと思えば思うほど、溢あふれてくるそれを止めることができない。

「んあっ」

　なぜか、いきなり身体の中の郁のペニスが一回り大きくなった。

「……泣くな」

「……ぅ……ぇ……っ」

「お前の泣き顔……可愛かわい過ぎるだろ」

「ふぁっ」

　一際強く奥を突かれたかと思うと、それまでの動きがまるで子こ供ども騙だましだったかのように激しくなる。強く腰を摑つかまれてぶつかるように腰を打ち付けられる凜太朗は、郁のなすがままに貪むさぼられていった。　>>>♥

　そして。

　前回感じた場所を同じように抉えぐられた時、凜太朗は今日三度目の精を吐はき出した。その締め付けに眉まゆを顰ひそめて耐たえているようだった郁も、何度目かの抽ちゆう送そうで最さい奥おうを突いた時、

「……っ」

　熱い精を迸ほとばしらせた。

　身体の中に、郁のものがじわりと沁しみ込んでくる。イッてくれたのだと安あん堵どして、熱い息が漏もれた。

　しばらくは深く交わったまま、お互たがいを感じて黙だまって見つめ合う。

　やがて、目元に唇くちびるを押し当てた郁が、濡れた頰ほおを指で拭ぬぐってくれながら言った。

「どうして泣いたんだ？」

「……」

「気持ち良くて泣いたんじゃないだろう？」

　この一年間、誰だれよりも凜太朗の側そばにいてくれた郁は、最中に流した涙の意味に気づいたらしい。しかし、それが自身の出向と関係があるとは思っていないようだ。

（俺とは、関係ないって思ってる、とか）

　凜太朗がまだ知らないと思っているのか、それともそこまで凜太朗が自分を想っているとは考えていないのか。今夜突とつ然ぜん訪ね、いきなり告白したのでそう思われてもしかたがないが、凜太朗の気持ちは大きく揺ゆれていた。

　想いを伝え、玉ぎよく砕さいも覚かく悟ごしていたはずなのに、郁に受け入れてもらって大切に、情熱的に抱だかれた後では、このまま離はなれてしまう選せん択たくがどうしても受け入れられない。もちろん、最終的に郁を送り出すしかないが、今は想像するだけで涙が出てくるのだ。

「リンリン」

　先ほどの、熱に侵おかされた激しさとは違ちがい、宥めるように髪かみを撫でられる。

　その気持ち良さに目を閉じ、凜太朗は小さな、側にいる郁に聞こえるかどうかわからないほど小さな声で呟つぶやいた。

「……寂しい、です」

　そして、いったん溢れた気持ちはもう止められなかった。

「課長が、アメリカに行ってしまうのが……寂しいです。なかなか会えなくなるし、向こうにはきっと、金きん髪ぱつの美人がいっぱいいるし」

「リンリン、それは……」

「お、俺が止められないのはわかってます。でもっ、でも、寂しいって思って……ごめんなさい」

　凜太朗は滲にじみ出る涙を拭おうと手を上げたが、寸前に郁に止められた。そして、目元に唇が押し当てられ、涙を吸うようにくちづけられる。

「……可愛いな」

「んっ」

　妙に嬉し気な声が聞こえ、強く抱きしめられた。

　その拍ひよう子しにまだ中にあった郁のペニスが感じる場所を擦こすりあげ、凜太朗は甘い声を上げた。




　　　　＊　＊　＊




（なんだ、この可愛い生き物は……っ）

　今にも叫さけびだしたくなる気持ちを押し殺し、郁は凜太朗に何度もキスを仕し掛かけた。

　自分を慕したい、子犬のように懐なついてくる日常の凜太朗も可愛いが、離れたくない、寂しいと泣く凜太朗はもう、たまらなく愛いとおしい。

　セックスをしたばかりで髪が乱れ、火ほ照てった頰や濡ぬれた目元は初めて見るほど艶つやっぽくて、そうでなくても暴走しがちな欲情を抑おさえるのに必死だったのに、途と中ちゆうで泣かれてその箍たがが外れ、半ば自分の欲を優先してしまった。

　今の凜太朗は疲つかれ果て、腕うでを上げるのも億おつ劫くうに違いない。だが、今寂しいと必死に訴うつたえる凜太朗は、その言葉を表すかのようにまだ身体からだの中にある郁のものをきつく締め付けてきた。

「リンリン」

「ご、ごめんなさ……」

　凜太朗は自分の言葉を我が儘ままだと思っているのか、何度も何度も謝ってくる。もちろん、凜太朗が謝る必要などなかった。むしろ、素す直なおな思いをぶつけられ、よりいっそう凜太朗への想いが強くなっている。

　一方で、郁は凜太朗がなぜそんなことを思うようになったのかが気になった。

「どうしてそう思ったんだ？」

「……」

「俺がアメリカに行くって、誰に聞いた？」

　もしもその名前を聞いたら、凜太朗を泣かせたなと責めてしまいそうだ。社交的で、誰に対しても優やさしいと言われているが、好きな相手を泣かされれば話は別だった。

「……」

「リンリン」

　凜太朗はなかなか口を開かなかった。その相手のことを思っているのかと少し意地悪な気持ちになって、薄うすい腹を意味深に撫なでる。

「……んっ」

「リンリン、教えてくれないか？」

　何度も腹を撫で、自分を含ふくんで敏びん感かんになっているだろうそこを刺し激げきする。すると、ようやく凜太朗が途切れ途切れに話し始めた。

「じ、人事……課、で」

「人事課？」

「前、通りかかって……話しているの……聞いて……」

　どうやらそれが、凜太朗が突然セックスをすると言い出したあの日の話らしい。

「俺の名前が出たのか？」

「……はい」

「……」

（……誰だ？）

　どこで出向の話を聞いたのか話してくれたものの、誰だという名前は口にしない。それが凜太朗らしいと思えばそうなのだが、これは後で聞くしかないかと溜ため息をついた。

「……っ」

　しかし、そんな郁の溜め息を、凜太朗は別の意味にとったらしい。

「お、怒おこってますか？」

「俺が？」

「大事な人事のこと、盗ぬすみ聞きみたいに聞いて……それで、課長に迫せまって……」

「怒ったりしないぞ」

「でも……」

「怒ることなんて何もない。リンリンは俺がいなくなってしまうのを寂さびしいと思ってくれたんだろう？　むしろ、嬉うれしくて泣きそうだ」

「……噓うそだ」

　少しだけ不満そうに言い返されたが、その表情は柔やわらかくなったように見える。それでも、郁から離れるのが怖こわいとでもいうように足を絡からめ、強い力で抱きついてくる様子は、思った以上に凜太朗が追い詰つめられていたことを教えてくれた。

　不安に揺れ動き、必死に自分を求めてくれる凜太朗の姿を見るのは嬉しいが、それ以上につらい思いをさせたくはない。

　郁は宥なだめるように汗あせばんだ背中を撫で、ゆっくりと凜太朗に説明を始めた。

「いいか、一つ言うが、俺にアメリカ出向の話はきていない」

「……」

「聞いているか？　リンリン」

「……え、今の……」

　郁の声は聞こえているようだが、なかなかその意味が理解できないらしい。

　郁は苦く笑しようし、今度はもう少し言葉を足して言った。

「明日、人事が発表されるだろうが、それは航のアメリカ支社長就任だ。一年間、向こうで人脈や結果を作ったのは航だし、俺が良いとこ取りをしたらあいつが黙っていないぞ」

「椎名さんが……」

「今回の帰国も、一時的なものなんだ。初めから三カ月だって決まっていたが、それは一応トップシークレットで、他ほかの社員は極ごく限られた者しか知らないはずだ」

　本来なら営業部の課長職である郁にも知らされない極秘案件だが、一応社長の息子むすこということで事情は聞かされていた。

「じゃ、じゃあ、課長は……」

「行かない。お前の勘かん違ちがいだ」

「勘違い……」

　茫ぼう然ぜんと呟いた凜太朗が、ハッと顔を上げた。

「本当に？」

「ああ」

「本当……なんだ」

「寂しいか？」

「え……？」

「航がまたアメリカに行ったら。今度は何年向こうにいるのかわからない」

　そう言って、郁は凜太朗の目を覗のぞき込む。

「あいつのこと、好きだろう」

　もちろん、自分と航に対する凜太朗の感情に違いがあることは十分わかっている。恋れん愛あいと親愛は違い、以前は疑ぎ心しん暗あん鬼きなところもあったが、身体を重ねた今となってはその言葉を疑う余地はない。

　それでも、凜太朗のはっきりした言葉を知りたいと思う自分は、かなりガキっぽい自覚はあった。

「……寂しい、です」

「……」

「せっかく戻もどってきてくれたのに、またすぐいなくなっちゃうなんて……やっぱり、寂しいです」

　素直な、凜太朗らしい言葉だ。

「そうだよな」

「……でも、嬉しい」

　凜太朗の細い指が、郁の腕を強く摑つかんだ。

「課長がいなくならなくて……嬉しいです」

　───参った。

　心臓が震ふるえ、訳もなく滅め茶ちや苦く茶ちやに凜太朗を貪むさぼり食いたくなる。

「……え？」

　抱き合う体勢だった凜太朗をベッドに縫ぬい付け、郁は濃のう厚こうなキスを仕掛けた。咄とつ嗟さのことに緩ゆるく開いていた唇くちびるから舌を差し入れ、戸と惑まどう凜太朗のそれを搦からめ捕とって唾だ液えきごと強く吸う。

「ふ……っ」

　自分の唾液を注ぎ、角度を変えながらキスを続けて、飲み込むのを確かく認にんしたら、また注いだ。いつしか飲み込むことが追いつかずに唇の端はしから零こぼれてしまったが、それでも構わずに執しつ拗ようにキスを続ける。

　息苦しくなったのか凜太朗がむずかるように顔を振ふり、郁はようやく唇を離はなした。

「ま、待って……」

「待てない」

　郁は言い切り、腰こしを引いた。長く凜太朗の中にあったものは糸を引いて、吐はき出した精液が滲にじみ出てくる。一向に萎なえないそれを一度扱しごいた郁は、再びまだ閉じきれない穴へと押し当てた。

「凜、凜太朗」

「……っ」

　想おもいを込めて名前を呼ぶと、まだ荒あらい呼吸で忙せわしなく胸を上下させていた凜太朗が、ゆるゆると足を広げる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　一応尋たずねるが、ここで止やめるつもりはない。

「……わかんない、です」

　それでもと、凜太朗は手を伸のばしてきた。

「好きだから、いいです」

「……ああ、愛してる、凜」

　こみ上げる感情を込め、郁はもう一度凜太朗の中へと身を沈しずめる。

「あっ……、あっ」

　凜太朗の掠かすれ声を聞きながら、郁は重ねた手を強く握にぎりしめて再び凜太朗の隅すみ々ずみまで味わい始めた。










　翌日、さすがに腰が立たなかった凜太朗は、初めての有給休きゆう暇かを使った。

　もちろん、上司である郁がその手続きを率そつ先せんして行ったが、羞しゆう恥ちと皆かい勤きんが破れた凜太朗の恨うらみは意外に深く、三回目のセックスまでしばらく時間が空いてしまった。　>>>♥
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「ちゃんと、真しん剣けんに選んでくださいよ？」

「わかったわかった」

　日曜日。凜太朗は郁を誘さそってデパートにきていた。来週アメリカに向かう航へのプレゼントを買うためだ。双ふた子ごならお互たがいの趣しゆ味みや欲しいものも見当がつくと思ったが、先ほどから郁が選ぶのは凜太朗に似合うものばかりだった。

「リンリン、この帽ぼう子しどうだ？」

「可愛かわいいですね。でも、ちょっと子供っぽいかな」

「いや、よく似合ってる。これ買おうか」

「い、いいですよっ、帽子なら持ってますからっ」

　郁が選ぶのは高級ブランドのものばかりで、帽子一つでも数万円もするものを選ぶ。凜太朗に買えと言うのではなくてプレゼントしてくれるつもりらしいが、そんな高級なものをやすやすと買ってもらえるわけがなかった。

　だいたい、凜太朗はちゃんと働いている。欲しいものは自分で買えるし、もしもプレゼントを貰もらうとしても、こんなにも気安くではなく、特別な時でしか考えられない。

（なんだか、言われたこと……そのままかも）

　郁と想いを伝え合い、付き合うようになってすぐに、航にはその関係を知られてしまった。もちろん、航に噓をつくつもりはなくて告白が上手うまくいったことを伝えたが。

『……お前が良いならしかたがないが、あいつは面めん倒どうだぞ』

　溜ため息をつかれながらそう言われた。

　完かん璧ぺきな郁のどこをそう思うのかと不思議だったが、今ではなんだかわかる気がする。

　大人の顔をしているものの、郁は案外子供っぽいのだ。

　それが、凜太朗に対してだけなので、困りはするもののどこかで嬉うれしくも思っている。もしかしたらそんな凜太朗の気持ちを知っていて、郁はわざと子供じみた真似まねをするのかもしれない。

「あっ」

　ふらっと目を動かすと、ショーケースの中にあるネクタイピンに目が留まった。

「あれ」

「ん？」

「右から三番目の、あれ、航さんに似合いそうじゃないですか？」

　クールな航の雰ふん囲い気きを壊こわさないそれは、ブランドものだが頑がん張ばれば手が届く値段だ。

（あ、あっちのは課長に似合うかも）

　少し離れた場所には、洒落しやれたデザインのネクタイピンがあった。パッと見て華はなやかなそれは、きっと郁に似合うと思う。

　値段も、どうにか大丈夫だ。

「カード持ってきて良かったぁ」

　いそいそと財さい布ふを取り出そうとすれば、その手に大きな手が重なった。

「……リンリン」

「椎名さんも良いと思いませんか？」

　最近、ようやくプライベートで言い慣れてきた名前を照れくさい気持ちのまま口にすれば、なぜか目の前の端たん整せいな顔に皺しわが寄った。

「それ」

「え？　似合いませんか？」

「違ちがう。その言い方」

「言い方？」

「椎名って呼ぶけど」

「だって、椎名さんが言ったんじゃないですか」

　せっかく恋こい人びと同士になったのに、プライベートでも《課長》呼びはおかしい、航のことは《椎名》と呼ぶじゃないかとねだられ、頑張って課長呼びを克こく服ふくしたのだ。

　その何が問題なのだろうと、凜太朗は首を傾かしげた。




　　　　＊　＊　＊




「どうして俺が《椎名さん》で、航が《航さん》呼びなんだ？」

「だって、椎名さんが課長呼びが嫌いやだって言うから。課長のことを《椎名さん》て呼ぶようになったら、椎名さんとかぶっちゃうでしょう？　だったら、椎名さんを《航さん》って呼べばいいと思って」

　郁は溜め息をつく。

　これが本心でそう思っているのだから、どう説明したらわかってもらえるのか頭が痛い。だいたい、同じ苗みよう字じだとしたら、恋人の方こそ名前で呼ぶのが普ふ通つうではないか。

　当初、照れながら《椎名さん》と呼んでくれる凜太朗に鼻の下を伸ばしていて、いつの間にか航の呼び方が変わっていることにすぐには気づかなかった。

　これは初動ミスだ。

『名前を呼ばれるのも悪くないな』

　そう言って自慢げに笑った航が恨めしい。

「本当は《椎名さん》って呼ぶのも頑張ってるんですよ。うちの会社の社長の御おん曹ぞう司しだって知っちゃって……それだけでもいっぱいいっぱいなのに」

　拗すねるように言われ、それには郁も言い返せない。

（まあ、いつか名前で呼ばせるが）

　郁は自分の想いを信じてくれと言い、凜太朗も信じると言ってくれた。

　その幸運を今は逃のがしたくない。

「椎名さん？」

　黙だまり込んだ郁を、凜太朗が心配そうに見つめてくる。垂れさがる尻尾しつぽが見えるようで思わず笑った郁は、相談するふうを装よそおって肩かたを抱だき寄せると、人目を盗ぬすんで素す早ばやく頰ほおにキスをした。
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あとがき






　こんにちは、ｃｈｉ‐ｃｏです。今回は『二人の御おん曹ぞう司しに迫せまられています』を手にとっていただいてありがとうございます。

　今回、表題にありますように、初めて攻せめが二人、それも双ふた子ごです。彼らがどういうふうに主人公、凜りん太た朗ろうに絡からんでいくのかは本編を読んでもらいたいのですが、いいですね、取り合いされるというのは。

　もともと溺でき愛あいものが好きなので、この設定は書いていてとても楽しかったです。

　私自身、攻が複数いる場合は当て馬ポジションが好きで、他ほかの作品でも書いていて偏かたよってしまうことも多々ありました。

　今回もその比率を上手うまく保つのが大変でしたが、皆みなさんがどちらを支持するのか楽しみでもあります。




　イラストを描かいてくださったのは、鈴すず倉くら温はる先生です。

　いや～、可愛かわいいですね。入社二年目の初うい々ういしい凜太朗と、それぞれ違ちがったタイプの完かん璧ぺきな郁かおると航わたるをすごくいいバランスで描いていただきました。

　今回、攻になる立場の彼らが双子ですが、二に卵らん性せいなのでそこまで似ていません。でも、ラフ画で二人が並んでいる絵を見た時、二人で一つみたいだなと思いました。もちろん、魅み力りよくが半減するというわけでなく、倍々になるという意味でですよ。

　本当にありがとうございました。




　世の中にはいったいどれほどのスパダリがいるのでしょうか（笑）。

　現代ものであってもどこか夢があるこの設定、結構気に入っています。

　今回も読んでいる間、甘ったるくてムズムズする時間を楽しんでください。




　サイト名『your songs』


http://chi-co.sakura.ne.jp









電子書籍特典　書き下ろし短編

「凛太朗　ＳＩＤＥ」

「郁　ＳＩＤＥ」

「航　ＳＩＤＥ」








凛太朗　ＳＩＤＥ






「ただいま～っ」

　玄関先で靴を脱ぎながら声を掛けると、間を置かずに中から足音が聞こえてくる。

「お帰り」

　そう言って出迎えてくれたのは、中学三年生になる弟、真澄だった。

「ただいま。元気そうだな」

「……うん」

「みんなは？」

「中で待ってる」

「そっか」

　十二月二十三日。

　十二月に入ってすぐ、真澄から頻繁にクリスマスに帰って来いと連絡があった。今さらプレゼントが欲しいという年ではないだろうが、就職するまではむしろ凛太朗の方から構い倒していただけに、今の状況がかなり寂しいらしいと電話で話した母は苦笑していた。

　それを聞いた凛太朗は反省した。社会人一年生だった去年は余裕がなくて、実家に泊まりで帰ったのは正月くらいだったからだ。

　実家は千葉県の房総半島で、車を持っていない凛太朗にとって帰るのは少々手間と時間が掛かり、つい足が遠のいてしまっていた。

　もちろん、その間はＳＮＳや電話で頻繁にやり取りをしていたが、実際に顔が見えないと寂しく感じるのは凛太朗も一緒だ。真澄からの電話ですぐにでも頷きそうになった凛太朗だが、ふと頭の中に別の顔が浮かんだ。

　今年、初めて恋人ができた。同じ会社なので毎日顔を合わせることはできるが、やはり二人きりの時間を持ちたい。「今年のクリスマスは一緒に過ごそう」と誘ってくれた恋人の顔を思い出した凛太朗は、慌ててカレンダーを見直した。

　今年は二十四日のクリスマスイブが月曜日だが振り替え休日になっている。そこで、二十三日の日曜日に帰り、一泊して二十四日に恋人と会う約束をした。

　事情を話すと大人な恋人はすぐに頷いてくれて、二十四日に実家近くまで迎えに来てくれるとまで言ってくれた。さすがにそれは申し訳ないと遠慮したが、そのおかげで凛太朗は久しぶりに実家の家族の顔を見に帰ったのだ。

「受験勉強、どうだ？」

「まあまあ」

「まあまあ？」

「兄ちゃんがくれた御守もあるし」

「あ、太宰府天満宮のやつ？」

　それは、秋に恋人が福岡に出張に行った際、時間があれば買ってきてほしいと頼んだ合格祈願の御守だ。真澄のくれた御守で会社に入社できた凛太朗は、今度は自分が全力で弟を応援しようと思っている。

「絶対合格するな」

「絶対はないって」

　自分とは違い、冷静沈着な真澄の言葉に苦笑した凛太朗は、ふと目の前を歩く背中を見て言った。

「もしかして、背、伸びた？」

「うん。一七八」

「噓っ、俺より高いのかっ？」

「俺、バスケ部だったの忘れた？」

「わ、忘れたって、だって今年の正月に会った時は……」

「あれから十五センチ伸びた」

「……成長期って怖いな……」

　自分より大人びて、頭もよい弟に対し、唯一対抗できるものが身長だった。しかし、それも抜かされたと目の前で突き付けられると、かなり落ち込んでしまう。

「……俺は、兄ちゃんを見下ろすの、嬉しいけど」

「え～、俺は嬉しくない。頭撫で難くなるだろ」

　そう言うと、突然立ち止まった真澄が振り返り、「んっ」と、頭を差し出してくる。

　記憶に残っている位置よりも随分高いところにあるが、頭を下げてもらえれば届かないことはない。それに、そうする真澄の行動は年相応に幼く見えて、凛太朗は思わず笑みを浮かべながらクシャクシャに髪を撫でてやった。

　昔、全然似ていない名前に、本当の兄弟じゃないだろうとからかわれたことがあった。その時ばかりは大泣きに泣いた真澄を庇い、凛太朗は変なことを言ったガキ大将に向かっていったことがある。

（あれも、良い思い出だよなぁ）

　どんなに大きくなっても、真澄は可愛い弟だった。




　一日早いクリスマスのつもりか、食卓にはチキンや寿司、クリスマスケーキも並んでいる。

　家族と久しぶりに楽しい夕食をとった凛太朗は、風呂上がりに真澄の部屋をノックした。

「入るぞ～」

「入りながら言うなよ」

　先に風呂に入った真澄は机に向かっていた。母が言うには学校の先生にも太鼓判を押されているらしいが、元来生真面目なのでちゃんと受験勉強をしているようだ。

「これ、クリスマスプレゼント」

　先ほどの食卓で渡さなかったのは、少々値が張るプレゼントを両親に見せないためだ。

「……ありがと。開けて良い？」

「うん」

　意外に丁寧な手つきで包装を解いた真澄は、中から出てきたものに目を輝かせる。

「電子辞書？　俺、持ってるのに」

「それ、俺のお古だろ」

　凛太朗が高校生の時に買ってもらった電子辞書を真澄が使っているのは知っていた。それを嬉しく思う気持ちもあったが、数年前に発売されたものよりも、もっと良いものを使ってほしいと思う気持ちの方が強かった。

　真澄はやればやるほどできる子なのだ。

「一緒に選んでもらった人が、これが一番使いやすくて機能が良いって言っててさ。俺、機械に弱いから……」

「兄ちゃん」

「ん？」

　不意にこちらを向いた真澄が、真面目な顔をして尋ねてくる。

「それ、誰？」

「え？」

「恋人？」

「ばっ、な、何言ってるんだよっ」

　図星を突かれ、凛太朗は一瞬で顔が赤くなった。

「どんな人？　年下？　年上？　会社の人だよな？」

「ま、真澄」

　母ならともかく、まさか真澄にこんなふうに問い詰められるとは思わなかった。どちらかと言えば冷めている性格の真澄が、人の恋愛に興味を持つとはまったく考えていなかったからだ。

「兄ちゃん、奥手だから、変な女に引っ掛かっていないよな？」

「……確かに、お前みたいにモテないけど……」

　弟贔屓ではないが、凛太朗から見ても真澄は子供っぽさは残るものの容姿は整っていて、頭も良い。少し排他的なところはあるが家族思いの弟は昔からモテていて、なんと小学校のころから付き合ってほしいと交際を求められていたと聞いた。

　そんな真澄から見ればモテない凛太朗の女を見る目は心配なのかもしれないが、今凛太朗が付き合っているのは男で、しかも相手からもちゃんと想いを返してもらっている。

「心配ないって。凄く、良い人だし、カッコいいし」

「……」

「お、お互い、ちゃんと、好き……だからさ」

（な、何言ってるんだ、俺～）

　まさか、弟相手にこんな話をするとは思ってもいなかった。

　もちろん、今恋人を……郁を紹介するつもりはない。郁は「いつでも挨拶に行くぞ。追い出されても、何度でも行って認めてもらうつもりだ」と言ってくれているが、同性同士のカップルがどんな目をもって見られるのか想像もしているし、なにより郁の不利益になることはしたくなかった。

　それでも、いつかはちゃんと家族に会わせたいと思う。最初は驚くだろうが、自分の家族ならきっと、郁を受け入れてくれると信じている。

　しかし、それは今ではないだろう。

「……と、とにかく、俺のことは心配しなくていいから。お前は来年の受験のことだけ考えろ、な？」

「……わかった」

「そうか」

　素直にそう言ってくれた真澄にホッと一息つきかけた凛太朗だったが、

「受験が終わったら会わせてもらうから」

「……は？」

　唐突な発言に笑みが強張る。

「ま、真澄？」

「別に、受験が終わる前でもいいけど」

「いや、あのな」

「ここ、わかる？」

　凛太朗の言葉を遮って差し出された数学の問題は、まったく頭の中に入ってこない。

「わ、わかんないけど、あの」

「じゃあ、自分でする。プレゼント、ありがとう。選んでくれた人にも言っておいて」

「う、うん」

　結局有耶無耶になってしまったが、来るべきその日のことを今から想像してしまい、凛太朗は一人アワアワとその場で焦ったまま立ち尽くしていた。
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　十二月二十四日。

　午後四時過ぎ、約束の凛太朗の実家の最寄り駅に車できた郁は、浮かない顔のまま一人立つ凛太朗の姿を見つけた。

『久しぶりに実家に帰るんです』

　そう、楽し気に言ったのは一昨日だ。

　その表情から一変した様子に、郁は頭の中ですぐさま色んなことを考えた。

　素直で真面目な凛太朗のことだ、もしかしたらつい郁との関係を家族に話してしまったのかもしれない。単に恋人ができたというのなら喜んでもらえただろうが、その相手が上司で、しかも男となると話は別だ。

　ふと、郁は視線を横に向けた。しばらくそこを見ていたが、すぐにエンジンを止める。

「リンリン」

　車から降りながら声を掛けると、パッと顔を上げた凛太朗の顔が一瞬嬉しそうに綻んだ。しかし、それはすぐに複雑なものに戻ってしまう。

「お疲れさま」

　郁はわざとそのことに触れず、助手席のドアを開けて乗るように促した。

「こんなところまで迎えに来てもらってすみません」

「いや、俺も早く会いたかったからな」

「……」

　照れもなく顔を見ながら言えば、凛太朗の顔がみるまに赤く染まっていく。

「食事にはまだ早いな。どこか行きたいところはあるか？」

「俺は……一緒にいられれば、えっと……」

「……じゃあ、俺のマンションに行く？」

「……っ」

　凛太朗は、確かに頷いてくれた。

　それを確認した郁が肩を抱くようにして助手席に座らせ、車を走らせて間もなく凛太朗が小さな声で切り出した。

「真澄が、弟がありがとうございますって」

「ん？」

「電子辞書、選んでくれた人がいるって言ったら、そう伝えてくれって……」

「……そうか。喜んでもらえてよかった」

　その言葉に、郁はある可能性を考えた。

「……もしかして、俺の話がでた？」

　プレゼントを選んだ単なる上司ではなく、凛太朗の恋人として。

　言うつもりはなくてもぽろっと口に出たのではないかと思って尋ねると、凛太朗は少し躊躇いながら口を開いた。

「椎名さんが恋人だと思ってはいないと思いますけど……でも、付き合っている相手がいるってわかっちゃったみたいで。受験が終わったら会わせてもらうなんて言い出したんですよ」

「……なるほど」

　それで、凛太朗が複雑な表情をしたのがわかった。

　まだ何カ月も先の話になるのに、凛太朗は今から郁のことを弟にどう話そうか悩んでいるのだろう。

　相手は中学生で、何とでも誤魔化すことはできると思うが、凛太朗は弟に噓をつきたくないと思っている。だからこそ悩んでいるのだと思うと、その生真面目さが可愛らしくて愛おしかった。

「その時は、ちゃんと挨拶をさせてもらうよ」

「し、椎名さん？」

　同じ男の兄弟でも、自分と航とは歳の差もあるし比較はできないだろうが、凛太朗の話を聞けば、この兄弟はかなり仲が良いように思う。その弟から大切な兄を奪う立場の男として、理不尽になるかもしれない怒りを受け止める覚悟はあった。

　何よりの前提として、郁は凛太朗と別れることはない。

「一度じゃ認めてもらえないかもしれないがな」

「……俺から、ちゃんと話します」

「リンリン」

「今すぐには無理だけど、受験が終わって落ち着いたら……俺の好きな人だって、ちゃんと話せばわかってくれます、きっと」

「ああ」

（そうとは限らないけどな）

　凛太朗は気づかなかっただろうが、駅前のバスターミナルの向こうで、こちらを見ている細い影があった。帽子を深く被っているので顔まで見えなかったが、若い男らしいというのはわかった。

　あれが凛太朗の弟だったのかどうかはわからない。もしかしたら関係ない人間だったかもしれないが、纏う空気は固かったように見えた。

　それでも、郁は堂々と顔を上げ、凛太朗への好意を隠そうとしなかった。

　大人げない行為かもしれない。しかし、男として負けていられないと本能で思ってしまったのだ。

「リンリン」

「はい」

「キスしたい」

「……な、何言っているんですか」

　車内の雰囲気が変わる。

　せっかく二人で迎える初めてのクリスマスなのだ。懸念もあるだろうが、先ずは恋人としての甘い時間を過ごしたい。

「凛」

　意識してそう呼べば、しばらくして小さな声が聞こえた。




　帰ってからです




　それは、郁のいる場所こそ自分の帰る場所だと思ってくれているのかもしれない。

　今夜は、どんな凛太朗の初めてを貰おうか。

　そんなことを考えてニヤけそうになる顔を、郁は軽く咳をして隠した。
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「お疲れさまです。海外事業部の三栖です」

　目の前できっちりと頭を下げる青年を、航は観察するように目を眇めて見た。

　アメリカ支社長になって数カ月、初めて迎えるクリスマスを前に、多国籍の社員たちはかなり浮足立っていた。もちろん、モチベーションを保つために楽しみを持つことはわかるものの、元々イベントに興味がない航は、早くこの時期が過ぎてしまわないかと願うばかりだった。

　そんな中、日本の本社から出張してくる者がいると知らせがきた。こちらのデザイナーとの打ち合わせのためだと言われ、クリスマスの時期だからと難色を示すデザイナーを説得するのにずいぶん時間が掛かってしまい、少々八つ当たりしたい気分になっていたのだ。

「知らない顔だが」

　日本に一時帰国した時、この顔は見なかったと思う。すると、青年───三栖は淡々と答えた。

「一カ月前、ヘッドハンティングされました」

「……それで今回のプロジェクトに参加しているのか？　随分有能なんだな」

　多少皮肉めいて言ったが、

「能力には自信がありますので」

　あっさり言い切る三栖に、珍しく航は言葉につまる。

「早速よろしいですか」

　そして、世間話も無駄だというように事前打ち合わせに入る姿に、自分以上にビジネスライクな者がいたのだと少し興味が湧いた。

　見える横顔は日本人らしく繊細に整っていて、さらさらの髪は真っ黒だ。

　図面を指す指先も細く華奢な、すらりとした───。

「美人だと言われないか？」

　意図して出た言葉ではなかった。

　内心では自分自身に驚いたが、どんな反応が返ってくるのかじっとその横顔を見る。

　すると、三栖がこちらを見た。まじまじと見ても、やはり美人だと思う。同じ男相手でそんなふうに感じるのもおかしいが、新入社員だった凛太朗を可愛いと思った気持ちとどこか似ている気がした。

　自意識過剰ではなく、自分はモテる。こちらに来てからは同性からのアプローチも格段と増えたが、彼らからは自分もこんなふうに見えるのかと妙に納得してしまった。

「セクハラです」

「……」

「一度目は聞き流しますが、二度目は本社に報告させてもらいますから」

　きっぱりと言い切った三栖は、再び図面へと視線を落とした。

（……面白いな）

　綺麗で、プライドが高く、そして能力がある。これで興味を持たないなんてどんな聖人だ。

「わかった。セクハラはしない」

「そう願います」

（セクハラは、な）

　目の前で動く綺麗な指先を見ながら、航は自分の中に小さな炎が生まれたのを自覚した。
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